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1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

伊藤　優馬
1 8 7 0 0 1 2

ASMRレビューアプリ

1 .Ｗｅｂアプリケーション開発（Seeds型）

システム情報学科
新潟教育センター
指導教員 : 内山　俊郎
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1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

田中　辰也
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システム情報学科
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1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

瀬下　和也
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1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

近藤　隆太
1 8 7 0 1 4 4

就職活動支援アプリケーション

4 .Ｗｅｂアプリケーション開発（Needs型）

経営ネットワーク学科
福岡教育センター
指導教員 : 内山　俊郎



8



9

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

口ノ町　奨
1 8 7 0 1 9 0

強い匿名性とリアルタイム性を持った SNSの作成

5 .Ｗｅｂアプリケーション開発（Seeds型）

システム情報学科
鹿児島教育センター
指導教員 : 内山　俊郎
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

久保田　健
1 8 7 0 2 7 3

従業員管理システム

6 .Ｗｅｂアプリケーション開発（Needs型）

システム情報学科
新潟教育センター
指導教員 : 内山　俊郎
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

番場　裕加
1 8 7 0 2 7 4

食品管理アプリケーション

7 .単一ページＷｅｂアプリケーションの作成

システム情報学科
新潟教育センター
指導教員 : 内山　俊郎
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

佐藤　直哉
1 8 7 0 2 7 7

PHPを用いたスケジュール提出システム

8 .単一ページＷｅｂアプリケーションの作成

システム情報学科
新潟教育センター
指導教員 : 内山　俊郎
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

大坪　真也
1 8 7 0 3 6 0

－鹿児島県コロナマップ－

9 .Ｗｅｂアプリケーション開発（Seeds型）

システム情報学科
鹿児島教育センター
指導教員 : 内山　俊郎
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

山岸　亮雅
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金額管理システム

10 .Ｗｅｂアプリケーション開発（Seeds型）

システム情報学科
名古屋教育センター
指導教員 : 内山　俊郎
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

飯田　南美
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完全受注生産販売システム

11 .Ｗｅｂアプリケーション開発（Seeds型）

システム情報学科
福岡教育センター
指導教員 : 内山　俊郎
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

宮中　雄輝
1 8 7 0 5 5 7

就職活動支援システム

12 .Ｗｅｂアプリケーション開発（Needs型）

システム情報学科
札幌教育センター
指導教員 : 内山　俊郎
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

山本　裕貴
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書類提出 Webアプリケーション

13 .Ｗｅｂアプリケーション開発（Seeds型）

システム情報学科
札幌教育センター
指導教員 : 内山　俊郎
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

安田　遥人
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就職活動支援システム

14 .Ｗｅｂアプリケーション開発（Needs型）

システム情報学科
札幌教育センター
指導教員 : 内山　俊郎
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

菅　　輝矢
1 8 7 0 0 0 6

15 .コンビニエンスストアの戦略

システム情報学科
新潟教育センター
指導教員 : 遠藤　雄一
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

吉田　直弥
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16 .家電量販店業界の研究

システム情報学科
新潟教育センター
指導教員 : 遠藤　雄一
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

山嵜　瑞基
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

森澤　慎之介
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

伊藤　脩斗
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

石丸　雅人
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

亀山　智樹
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

内田　　駆
1 8 7 0 3 8 8

スーパーマーケットの歴史

22 .スーパーマーケット業界の研究

システム情報学科
新潟教育センター
指導教員 : 遠藤　雄一
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

齋藤　菜々
1 8 7 0 0 0 3

23 .  深層学習を用いたシステムの考察

システム情報学科
新潟教育センター
指導教員 : 齋藤　健司
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

山形　崇洋
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24 .  E-ラーニングシステムの研究

システム情報学科
新潟教育センター
指導教員 : 齋藤　健司
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

山田　智也
1 8 7 0 0 1 5

25 .電子教材の作成と機能の実現

システム情報学科
新潟教育センター
指導教員 : 齋藤　健司
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

山本　百華
1 8 7 0 0 2 3

ループを用いた外来種と在来種の増減

26 .人工生命シミュレーション

システム情報学科
新潟教育センター
指導教員 : 齋藤　健司



52



53

電⼦教材の作成 

Microsoft Access を利⽤した学習システムの作成 

 

システム情報学科  

名古屋教育センター 

指導教員：斎藤健司 

1870037 

松原 希 

 

11..  ははじじめめにに  

 2021 年現在、新型コロナウィルス感染症の蔓延の影響により、緊急事態宣⾔や学校でのクラスター、

⼦供への感染拡⼤などがあり、教育に関しても可能な範囲でオンラインでの対策を⾏い、出席⼈数を減

らしたり、午前のみなどの短縮授業にしたりして、対応を図っている。[1]そこで私も電⼦教材を調べ、

作成することで今後の ICT を利⽤した教育について理解を深めたいと思う。 

 

22..  電電⼦⼦教教材材ににつついいてて  

 現在はコロナウィルスの影響やスマートフォンの所有率の向上、国が⼒をあげている ICT 教育、より

効率的な学習を⾏うため様々な電⼦教材が存在している。そこで今回の論⽂の⽰す電⼦教材とは『オン

ライン・オンラインに関わらず、スマートフォンやパソコン、タブレットなどの IT 機器によって利⽤

される学習を⾏う、また学習のサポートをするもの』として考える。多くの種類が存在する電⼦教材だ

が、それぞれにメリットやデメリットが存在しており、それらを把握することでより良い開発を⽬指す。 

 ⼤きく分けても前提条件としてあてはまるものは、最もハードルが低く、導⼊しやすいものとして電

⼦データに変換しただけの教科書や問題集のデータ、また簡単な選択問題などで復習やチェックができ

る問題集アプリケーションやソフトウェア、復習ではなく授業と同じような学習として事前に撮影され

た授業の動画を閲覧するアプリケーションやソフトウェア、オンラインで⽣徒と教師をつなぎ遠くの授

業を同⼀の時間で⾏うことができるライブ授業のアプリケーションやソフトウェアなどがある。これら

の電⼦教材は、オンラインでないと実⾏できないという問題やカンニングをしているかどうかや受講状

況を確認できないなどの問題を抱えている。そこ授業などの基礎学習なのか、問題集などの復習なのか、

学習の⽬的を絞って制作を⾏う必要がある。  

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

松原　　希
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Microsof t  Accessを利用した学習システムの作成

27 .電子教材の作成

システム情報学科
名古屋教育センター
指導教員 : 齋藤　健司
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33..  今今回回のの作作成成ににつついいてて  

 今回は復習や確認を⽬的とした課題を設定し、実施するシステムの作成を⾏う。教師も⽣徒も同じソ

フトやアプリから利⽤できるようなものを作成するというのを軸として考え、問題の回答、成績の保存

だけでなく、⽣徒データの追加や変更・削除などの機能や新規問題を作成し、⽣徒に課題として出題す

るなどの機能を作成することで実際に学習システムとして利⽤可能なものにすることを⽬標とした。そ

のためにデータやフォームの機能に重きをおき、Microsoft Access での制作を⾏った。[2] 

⽣徒・教師両⽅の操作を 1 つのプログラムで⾏うことや各種データの追加・変更・削除機能、統⼀感

があり、操作性の良い画⾯など、作成において導⼊したいと思った機能は⼀通り導⼊することができた。 

 

44..  考考察察  

 今回の作成で分かったのは、教育に利⽤するシステムにおけるセキュリティの重要性である。教育シ

ステムは問題データや成績データだけでなく、教師や⽣徒の個⼈情報や学習に利⽤する問題や本などの

著作物など流出・漏洩してはいけないデータが多いこと、SQL などを利⽤してデータを操作するため

SQL インジェクション攻撃などの可能性、また多くのデータ操作によってデータの整合性が損なわれる

可能性などのリスクが考えられることなど、注意する事項が多くある。⾦銭のやりとりがないシステム

であってもその点を⼗分に意識し、作成する必要がふるとわかった。 

 

55..  最最後後にに  

 ここまで電⼦教材の作成を⾏ったが、電⼦教材において最も⼤事なことはどれだけ多くの機能を取り

⼊れ、多くのデバイスで操作できるかではない。電⼦教材において最も重要なのは、学習する者やそれ

を⽀える者にとって利⽤しやすく・安全であるかということである。複雑で⾼度な機能を⼊れたとして

も、それによって⽣徒の学習が進まなければ全く意味はないのである。 

 今回の作成を通して、根本的ではあるが、第⼀に実現すべきことを履き違えないこと、IT において安

全性は常に意識し続ける必要があることが分かった 

 

参参考考⽂⽂献献  

[1] ⽂部科学省 「緊急時における ICT を活⽤した児童⽣徒の学習活動の⽀援について」 

https://www.mext.go.jp/a_menu/other/mext_01125.html 

[2] Microsoft 「Microsoft Access」 

https://www.microsoft.com/ja-jp/microsoft-365/access  
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

沖田　真奈
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情報セキュリティの教材
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システム情報学科
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電電子子教教材材のの作作成成  
中中学学１１年年生生ののたためめのの数数学学  

 
システム情報学科    
鹿児島教育センター  
指導教員: 齋藤 健司  

 
1870226 
今村 太樹 

１．はじめに 
中学生白書 web 版２０１７度[1]/2０２０年度[2]及び高校生白書 web 版２０１８年度[3]の調査によ

ると、数学が苦手な科目ランキングで１位だった。この三つの調査結果から、中学校で数学に躓いた人
が高校でも苦手を克服できていない可能性があると考えた。 
今回の卒業論文は、中学 1 年生を対象とした数学の電子教材を作成する。数学は、電子教材に適して

いると考える。なぜならば, 数学は計算問題が主であるため、覚えることは公式である。また他科目と
異なり、長文入力を必要せずに学習が可能な科目であることから、電子教材向きであると考える。卒業
論文を通して、数学の電子教材を WEB ページで作成することで、効率よく学習ができるのか検証して
みる。 
 
２．システム概要 
本 Web システムの範囲は、中学 1 年の数学で習う分野の「文字式」、「文字方程式」、「図形」の三つ

である（図１）。各分野は、説明・学習 5 ページ、確認問題 4 ページ、成績確認 3 ページ、計１０ペー
ジで作成した。また各ページは、全てトップページから遷移することができる。 
説明・学習ページは、大切な単語は赤文字で表示し、文章に下線を引く工夫をしている。確認問題は、

復習問題とテストの２種類があり、復習問題は８問、テストは１０問構成になっている。 
成績確認ページは、分野毎に復習問題とテストの結果を過去三回まで保存することができる。また、

学習結果を成績ページにあるリセットボタンを押下することで、消去リセットすることができる（図２）。 
 
３．開発・動作環境 

OS   ：Windows10 pro 
開発環境：VisualStudioCode 
動作ブラウザ：Google chrome 
開発言語：HTML、JavaScript 

 
４．評価 
  知人に、プロトタイプの電子教材で学習をした結果、「赤文字が重要な単語で、下線が重要な文だと
わかりやすい」、「自分の苦手なところが分かるのがよい」という評価が得られた。学習の進捗もテンポ
よく進むことが実感できる評価も得られた。 

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

今村　太樹
1 8 7 0 2 2 6

中学 1年生のための数学

29 .電子教材の作成

システム情報学科
鹿児島教育センター
指導教員 : 齋藤　健司
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図 1．作成した教材の一覧                  図 2．成績確認ページ                                           
 
５．終わりに 
本論文の目的は、数学が苦手な中学生や高校生を減らすために電子教材を作成し、その有効性を確認

することであった。学習教材として、中学 1年生を対象にした数学の電子教材プロトタイプを作成した。
プロトタイプが完成したことで、数学を効率的に学ぶ教材を作成する目標は達成できたと考える。電子
教材を作成して、数学や物理などの公式を覚える科目は選択式問題にすることで、速やかに正誤判定が
でき、多くの分野を学習できることが分かった。また、電子教材のメリットである自動正誤判定、誤答
表示機能、学習の記録機能などを実装したことにより、教材の機能は十分満たしていると考える。しか
し、説明の図式化やページ構成などがまだ不十分であるため、今後改善する余地はあると考える。 
今後は、ほかの科目にも展開できるように、電子教材の開発を続ける予定である。 

 
 
参考文献 
[1] 学研ホールディングス、”中学生白書 web 版 2017 年度 8 月調査 “ 

https://www.gakken.co.jp/kyouikusouken/whitepaper/j201708/chapter7/01.html  
（最終アクセス日：2021/05/17） 
[2] 学研ホールディングス、”中学生白書 web 版 2020 年度 8 月調査” 

https://www.gakken.co.jp/kyouikusouken/whitepaper/j202008/chapter8/01.html 
（最終アクセス日：2021/08/03） 
[3]学研ホールディングス、”高校生白書 web 版 2018 年度 9 月調査”  

https://www.gakken.co.jp/kyouikusouken/whitepaper/h201809/chapter7/01.html 
（最終アクセス日：2021/05/17） 
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遺伝的アルゴリズムの応用 

遺伝的アルゴリズムでサップサック問題を解く 

システム情報科 

広島教育センター 

指導教員：齋藤 健司 

1870285 

立原 正哉 

 

１．はじめに 

 本論文では遺伝的アルゴリズムを応用し、ナップサック問題の解法に着目しながら研究を実

施する。 

 

２．遺伝的アルゴリズムとは 

遺伝的アルゴリズムは、1975年にミシガン大学のジョン・H・ホランドによって提唱された近

似解を探索するメタヒューリスティックアルゴリズムである[1]。データ(解の候補)を遺伝子で

表現した「個体」を複数用意し、適応度の高い個体を優先的に選択して交叉・突然変異などの

操作を繰り返しながら解を探索する。適応度は適応度関数によって与えられる[2]。 

 

３. 遺伝的アルゴリズムの問題点 

 遺伝的アルゴリズムはさまざまな問題に対して応用可能な手法であるが、問題により評価基

準や選択方法が異なるため、上手く探索しない場合がある。よく起きる問題点は、「初期収

束」「ヒッチハイキング」である。今回のアルゴリズムの製作過程で、この初期収束により実

行結果が10世代のうち2世代目から同一となる状況があった。ルーレット選択の定義や突然変異

の効果が上手く作用していなかった。 

 他に、突然変異率を高めること、集団の数を増やすなどパラメータを操作することで問題の

発生を防ぐ事ができる。しかし、明確な解決法がなく、各パラメータを何度も繰り返し操作し

直すしかない。そのため、本論文では繰り返し実行を行い、問題点が出ていないかを監視し

た。 

 

４.ナップサック問題とは 

 ナップサック問題は、N種類の品物（各々、価値、重み）が与えられたとき、重量の合計がW

を超えない範囲で品物をいくつかナップサックに入れ、その入れた品物の価値の合計を最大化

するには入れる品物の組み合わせをどのように選べば良いかという整数計画問題である[3]。ま

た、今回は荷物があれば1を、なければ0とする0-1ナップサック問題を取り上げる。 

 

５．遺伝的アルゴリズムの作成 

今回は一点交叉法を選択した。遺伝子操作を理解し、設計するため最もシンプルな手法を取

り入れたかったからである。 

 

今回設計したアルゴリズムの大まかな処理の流れとしては、次のとおりである。 

 

１. 初期個体をランダムで個体数分生成する。 

２．各個体の適応度を計算（評価）する。 

３．適応度に応じて個体を選択する 

４. 遺伝的オペレータを適応し次世代個体を生成する。 

５．現世代から確率で突然変異を起こす。 

６．適応度の高い順に個体数分次世代にのこす。 

７．３～６を世代数分繰り返す。 

８．最大の価値を最適解とする。 

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  
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1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

立原　正哉
1 8 7 0 2 8 5

遺伝的アルゴリズムでサップサック問題を解く

30 .遺伝的アルゴリズムの応用

システム情報学科
広島教育センター
指導教員 : 齋藤　健司
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６．実験 

アイテム番号 = 5, 制限重量 = 30とする。 

アイテム番号 1 2 3 4 5 

重さ 5 2 20 12 3 

価値 33 10 6 7 3 

 

この場合の最適解は重さ = 28, 価値 = 42となる 

（内訳：今回の最適化されたのはセルが黄色に塗られているアイテム） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際に製作したプログラム[4]を実行すると、最大価値は42となっている。 

 

７．まとめ 

遺伝的アルゴリズムについて学び、サップサック問題の解決策を設計・実装することができ

た。また、アルゴリズムを設計するにあたり、シンプルなコードに置き換える引き算の難しさ

を感じた。わかりやすい処理やリストだけでなく、デザインパターンや三項演算子、イテレー

タなどのPythonの強みを活かせられれば、実行速度が速くなり、メモリの負荷を最小限にでき

た。 

今回はアルゴリズムの設計のみだったが、webアプリケーションあるいはネイティブアプリケ

ーションに製作したアルゴリズムを組み込み、災害に備えるきっかけ作りをしていきたい。 

課題設定時に取り扱う範囲大きくスケールしてしまった。そのため、どう進めれば良いのか

がわからなくなっていた際に、本論文で取り扱う範囲を限定した方が良いとご教示いただい

た。その助言が無ければ、プログラム作成の第一歩を踏み出せなかった。深くお礼申し上げま

す。 

 

８．参考文献 

[1] 北野 宏明, “遺伝的アルゴリズム,” 人工知能学会, Vol. 7, No. 1, Jan. 1992  

[2] Wikipedia, “遺伝的アルゴリズム,” Wikipedia, https://ja.wikipedia.org/wiki/遺伝的アルゴリ
ズム, July 2021 
[3] 株式会社 NTT データ数理システム, “ナップザック問題,” 株式会社 NTTデータ数理シス

テム, https://www.msi.co.jp/nuopt/docs/v19/examples/html/02-05-00.html, July 2021 

[4] simonritchie, “Python で入門 遺伝的アルゴリズム,” Qiita.com, 

https://qiita.com/simonritchie/items/d7f1596e7d034b9422ce,  Nov 2020 
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1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

甲斐　友章
1 8 7 0 2 9 3

31 .  E-ラーニングシステムの研究

システム情報学科
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⾥⼭の⽣態系シミュレーション 
（⼈間の活動が⾥⼭にもたらす影響について） 

システム情報学科 
北九州情報教育センター 

指導教員：齋藤 健司 
1870352 

植⽊ ⼤智 
１ はじめに 
 昨今、⽣物多様性の保全が叫ばれるようになった。⼈間の⽣活は⽣態系サービスに⽀えられてお
り、⽣物多様性が損なわれると、やがて⽣態系とともに⼈類にも⼤きな損害を残してしまう[1]。⽇本
の⾥⼭は⼈間が⼿を加えることによって維持されてきた環境であり、それらが放置され始めたことに
よってさまざまな弊害が⽣じている [1] [4]。本研究は⾥⼭の環境を再現し、⼈間が⼿を加える場合と
そうでない場合をシミュレートし、結果を⽐較することが⽬標である。 
 
2 シミュレーションの設定 
 開発環境は Eclipse、使⽤⾔語は Java である。イノシシをもとに⽣態系を形成する。イノシシは草⾷
に偏った雑⾷性であり、根、⽊の実、昆⾍、ヘビを⾷べることから、実装する動物は「植物」「⾍」
「爬⾍類」とする[2][5]。植物は「草」と「⽊」が存在する。植物は繁殖・成⻑の機能があり、草は時
間がたつことで⽊に成⻑する。動物は移動・捕⾷・繁殖の機能を持っており、その順番で⾏動する。
⾷物連鎖の下位の種から順に⾏動を開始する。 
 
3 シミュレーションの結果 
 ⼈間が存在しない場合の結果をグラフにした。縦軸が個体数、横軸が経過ターン数を表している。 

 
「図 1 ⼈間が存在しない場合の固体数の推移」 
 ⽊が伐採されることなく残り続けることでイノシシの⾷料が絶えず、200 ターンほどで最⼤数まで到
達した。⾍と爬⾍類は常に捕⾷の危険にさらされ、⼀定の個体数にとどまっている。 
 ⼈間が⼿を加えた場合の結果は以下のとおりである。 
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1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

植木　大智
1 8 7 0 3 5 2

人間の活動が里山にもたらす影響について

32 .里山の生態系シミュレーション

システム情報学科
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「図 2 ⼈間が存在する場合の固体数の推移」 
 各種の個体数に流動性が⽣まれた。また、⽊が⽣い茂り爬⾍類が多く存在する場所と、⽊が少なく
イノシシと⾍が⼤量に存在する場所に分かれた。 
 
4 考察 
 ⼀つ⽬の結果は奥⼭の環境、⼆つ⽬の結果は⾥⼭の環境であると考えられる。⾥⼭は獣と⼈の⽣活
圏の境である。この結果の違いは、動物が⼈⾥に降りることを⼈間の活動が防いでいることの裏付け
である。⼆つ⽬の結果において、⽊が⽣い茂り爬⾍類が多く存在する場所は、イノシシの餓死と爬⾍
類による⾍の抑制によって⽊々が成⻑したことで形成された。⽊が少なくイノシシと⾍が⼤量に存在
する場所は、植物は天敵によって成⻑が阻害され、⼈間による伐採が進んだことで形成された。各⽣
物種は餌を求めて異なる環境の場所へ流⼊する。⾥⼭はこの⼆つの環境が⼊れ替わり続けている。⾥
⼭の⽣態系は各⽣物種のバランスによって成り⽴っており、それには⼈間が不可⽋である[1] [4]。放
置された⾥⼭は⼀つ⽬の結果のような環境であると想定できる。管理されなくなったことが連鎖的に
影響し、⼤きな環境の変化によって姿を消す種が発⽣する。⾥⼭の⽣態系はこうして崩落している。 
 
5 おわりに 
 ⼈間の活動が⾥⼭の⽣態系に影響しているのは紛れもない事実であると確認できた。しかし、実際
の⾥⼭にはシカやサルなど多種多様な⽣物が⽣息している。この研究によって明らかになったことは
微々たるものかもしれないが、これからの⾥⼭の⽣態系保全の⼀助になれればと思っている。 
 
参考⽂献・Web ページ 
[1]井⽥徹治『⽣物多様性とは何か』岩波新書 
[2]『イノシシ ‒ Wikipedia』 
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%8E%E3%82%B7%E3%82%B7 
[3]『狩猟‒ Wikipedia』 
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%8B%A9%E7%8C%9F 
[4]『⽣物多様性国家戦略 2010 ‒ 環境省』 
https://www.env.go.jp/press/files/jp/15315.pdf 
[5]『イノシシの⽣態・⾏動を詳しく解説 ‒ イノホイオンラインショップ』 
https://inohoi.com/blogs/knowledge/post-103 
[6]『クマに注意！ - 環境省』6 ページ 
https://www.env.go.jp/nature/choju/docs/docs5-4a/kids/full.pdf 
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1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

久保　友理恵
1 8 7 0 3 5 4

深層学習における歪んだバイアスと説明可能な AIの有効性の考察

33 .深層学習を用いたシステムの考察

システム情報学科
福岡教育センター
指導教員 : 齋藤　健司
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深層学習を用いたシステムの考察 
システム情報学科 
札幌教育センター 
指導教員:齋藤 健司 

 
1 8 7 0 3 7 8 
向山 和真 

 

1．はじめに 
急激な情報化が進む近年の日本社会において、深層学習（ディープラーニング）という技術は IT

に関わる人間であれば必ずといっていいほどに聞いたことがあるものとして浸透し、これを導入し
たシステムの開発もおこなわれている。急激な技術の進歩に大きくかかわるこの人工知能の技術分
野は、いまだに発展途上といえるのかもしれない。本論文では、そんな人工知能を用いたシステム
について社会においてどのような場面で利用されているのか、現状を調査したうえで、社会にどの
ような影響を与えているのか、今後どのように利用されていくかについて論じていく。 

 

2．深層学習とは 
2.1 深層学習とは 

ディープラーニングとも呼ばれ、AI の分野に区分される技術の一つである。AI の分野は主に人
工知能、機械学習、ニューラルネットワーク、ディープラーニングの大きく 4 つの分野に分ける
ことができる。本論文で論述するディープラーニングの分野は、複雑な非構造データを用いる際
に利用され、音声認識や画像認識、自然言語処理といった部分に大きく貢献している。また、デ
ィープラーニングはその多くがニューラルネットワークを多層にすることでデータに含まれる特
徴をより深く学習することができ、人間の入力した情報から判断を導く機械学習とは違い、ニュ
ーラルネットワークによって得た情報から判断を行うため、人間が定義することが難しいことで
あっても認識が可能になる。 

2.2 機械学習とは 

機械学習には、主に教師あり学習・教師なし学習・強化学習の つがあり、教師あり学習では
あらかじめ設定してあるクラスに正解となる出力もしくは処理を行い、設定どおりに分類する識
別処理と具体的な数値の予測を行う回帰処理が存在する。正解データを作成する作業をアノテー
ションと呼び、このアノテーションが教師あり学習では重要である。 

教師なし学習では、アルゴリズム自身が与えられた大量のデータを探索し、対象データの構造・
パターンの抽出や、データの分類を行う。

強化学習では、教師なし学習と同様に正解のデータは与えられないものの、データの出力に価
値を付け、価値が最大化するようにアルゴリズムを最適化していく。
2.3 ニューラルネットワークとは 

ニューラルネットワークとは、脳の神経回路を模したモデルで、近年の人工知能を支える機械
学習の技術の一つである。パーセプトロン・マルチレイヤーパーセプトロン・ディープラーニン
グといった手法がある。
2.4 人工知能とは 

（ ）とも呼ばれ、汎用 と特化型 の つに分類される。汎用型
は特定の課題ではなく様々な課題解決を行う であるのに対し特化型 では、限定された分野

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

向山　和真
1 8 7 0 3 7 8

34 .深層学習を用いたシステムの考察

経営ネットワーク学科
札幌教育センター
指導教員 : 齋藤　健司
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に特化して自動的に学習や処理を行う。画像認識や自然言語処理など、現代のビジネスに活用さ
れる技術の多くがこの特化型 である。

 

3．深層学習の応用事例 
1.1 自動運転 
運転支援に分類されるレベル 0~2 と自動運転に分類されるレベル 3~5 の 2 つにわけることができ

る。自動運転となるレベル３以上では運転手が操縦することなく車両が走行できる。[1][2] 

1.2 医療分野 
画像処理の分野を応用して胸部レントゲンの読影を行って悪性腫瘍の発見する、自然言語処理の

分野を応用してカルテを解析し、疾病判断を行うといった技術が活用されている。[3] 

1.3 多言語翻訳 
深層学習を用いた精度の高い翻訳ができるツールとして「DeepL 翻訳」がある。方言などの難易度

の高い翻訳も深層学習によって可能となっている。[4] 

1.4 レコメンデーション

レコメンデーションとは、顧客の好みを分析し、得た情報から適しているものを提供するサービ
スのことである。「Google Play」では過去にユーザがインストールしたアプリケーションからそれに
関連または類似するアプリケーションをおすすめとして紹介する機能がある。[5] 

 

4．おわりに 
本論文では深層学習を中心に AI の技術が社会においてどのように利用されているかを調査し、レ

コメンデーションのための情報分析や翻訳精度の向上のための自然言語処理を筆頭に、非常に多岐
にわたる利用法があり、それぞれが抱える問題点についても知ることができた。すでに様々な業界
で活躍し、社会に浸透しつつある技術だが、深層学習によって著しく精度が向上したとしても基に
なるデータの不足などの要因によって 100%確実な情報を得ることはできないため、AI に頼りきり
にならず、あくまでも人間を補助する存在として認識して利用することが重要であると結論付ける。 

参考文献 

国土交通省 自動運転を巡る動き

自動運転車の開発動向と技術課題： 年の自動化実現を目指して
青木啓二 年

医療 の最新活用事例とは？医師が解説【 年版】

翻訳

レコメンドに浸透していく 大手サービスの実用例から最新アルゴリズムを概観す
る
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

正田　篤世
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ライフゲームの生存性の考察

35 .人工生命シミュレーション

システム情報学科
札幌教育センター
指導教員 : 齋藤　健司
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

坂内　優希
1 8 7 0 3 8 3

36 .遺伝的アルゴリズムの応用

システム情報学科
新潟教育センター
指導教員 : 齋藤　健司



72



73

EE ララーーニニンンググシシスステテムムのの研研究究  
システム情報学科 
広島教育センター 

指導教員：齋藤 健司 
1870428 

新岡 良介 
11.. ははじじめめにに  

現代ではインターネット環境の普及と社会的、⽂化的なグローバル化に伴う教育の形の
変化が起きている。そのうちの⼀つが「e ラーニング」である。本論⽂では「教育の現場で
活⽤される e ラーニング」を主題に研究をしていく。 
22.. ee ララーーニニンンググシシスステテムムににつついいてて  

⼀括りに「e ラーニング」と⾔ってもその範囲は広い。インターネット上に配信されてい
る学習コンテンツを利⽤したものやテレビ会議システムを利⽤したものなど様々である。
ICT ツールを利⽤した学習というだけで e ラーニングとする広義の意味もある[1]。本論⽂
ではその広義の意味での学習を「e ラーニング」と定義する。 

インターネットを使う特性上、利便性の向上が⾒込める半⾯、環境整備の⾯で⼿間がかか
ってしまうという特徴がある。そんなメリットとデメリットを補助するために「LMS」があ
る。標準化規格も存在するため利⽤しやすいツールとなっている[2][3]。 
33.. ee ララーーニニンンググシシスステテムムのの現現状状  

現在国内の⾼等教育機関では ICT ツールの利⽤が標準的になっており、コロナウイルス
がその状況を更に進めている。 

「e ラーニング」での講義はかけられた期待以上の成果は上がっていない。しかし、100％
ではないが概ね期待した成果を達成しており、その有⽤性が認められる結果となった。 

期待以上の結果とならなかったのは各⼤学で共通した阻害要因があることも確認された
[4]。 

海外では⽇本以上に環境整備が進んでおり、コロナウイルスにも⽇本より早く適応でき
ていた。提供者側と利⽤者側への⽀援体制や導⼊・実施するための環境整備が⽇本の課題で
あるということが分かった[6][7][8] [9] [10]。 
44.. ⽇⽇本本のの教教育育⽂⽂化化とと ee ララーーニニンンググ  
 時代とともに⽇本の教育⽂化も変化してきた。専⾨性を持たせる教育から幅広く教育で
きる環境が配備され、知識を覚える時代から知識を活⽤する時代に変わり、そうした教育に
対しても「e ラーニング」は有⽤な学習法であることが分かる結果となった[6][11] [12]。                   
55.. 今今後後のの学学校校教教育育とと ee ララーーニニンンググ  
 新たな技術が現れない限りは今後も現在と同様にブレンディッドラーニングを実施して
いくことが重要だが、そのことを考えるときには「対⾯授業」と「e ラーニング」を別々に

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 
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新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

新岡　良介
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考えるのではなく相互補完という点に着⽬してブレンディッドラーニングを導⼊していく
ことが重要なのである。 
 実施の⽅法も⼤事なことではあるが、法整備にとどまらず、学校間連携のもとで全国的に
導⼊・実施のための環境整備を⾏っていくことがより重要なのである。 
66.. 終終わわりりにに  
 ここまで e ラーニングについて研究を⾏ってきたが、未だ発展途上の分野のため今後の
発展への期待は⾼い。今後、新たな変化が出てきた時には再度研究をしてみたいと思う。 
 今回⾏った研究で問題発⾒能⼒とその考察能⼒を磨くことができたがまだまだその能⼒
を伸ばしていくことはできるため、今後も 2 つの能⼒を中⼼に⾃分⾃⾝を磨いていきたい
と思う。 
【【参参考考⽂⽂献献】】  
1 経済産業省商務政策局情報処理振興課『e ラーニング⽩書 2007/2008 年版』東京電機⼤
学出版局、2007 年 
2 デジタル・ナレッジ「e ラーニングとは e ラーニングとは e ラーニングの意味、利
点、トレンドや教材（LMS）について解説」( https://www.digital-knowledge.co.jp/el-
knowledge/e-learning/ )2021/10/20 閲覧 
3 SATT「SCORM とは」( https://satt.jp/dev/scorm.htm )2021/10/20 閲覧 
4 AXIES「⾼等教育機関における ICT の利活⽤に関する調査研究 結果報告書」
2020/07/17(https://axies.jp/report/ict_survey/2017result/  )2021/10/05 閲覧 
5 ⽂部科学省「新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえた⼤学等の授業の実施状況」
2020/07/17( https://www.mext.go.jp/content/20200717-mxt_kouhou01-
000004520_2.pdf )2021/11/5 閲覧 
6 Find! アクティブラーナー「アクティブラーニングとは〜基礎・基本を事例含めご紹
介！〜」( https://find-activelearning.com/pub/active-learning )2021/11/5 閲覧 
7 キャリア教育ラボ「問題解決型学習・PBL とは？問題解決⼒で「⽣きる⼒」を育む学習
法」2021/05/26( https://career-ed-lab.mynavi.jp/career-column/168/ )2021/11/5 閲覧 
8  GLOBAL NOTE「世界のインターネット普及率 国別ランキング・推移」
2021/08/24( https://www.globalnote.jp/post-1437.html ) 2021/11/5 閲覧 
9 EdTechZine「⽇⽶中における休校中のオンライン授業実施率、⽶中は 9 割を超える⼀⽅
で⽇本は低い⽔準」2020/11/13(https://edtechzine.jp/article/detail/4728 )2021/11/5 閲覧 
10 コエテコ byGMO「⽇本は遅れてる？海外のプログラミング教育の現状」
2019/10/28(https://coeteco.jp/articles/10023)2021/11/5 閲覧 
11 スタスタ「実は 5 回⽬⁉⽇本の教育改⾰の歴史 ｜これまでの⽇本教育を徹底解説」
2020/10/20( https://studystudio.jp/contents/archives/42361 ) 2021/11/8 閲覧 
12 ⽂部科学省「PISA（OECD ⽣徒の学習到達度調査）2003 年調査」
( https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/001/04120101.htm )2021/11/8 閲覧
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深深層層学学習習をを用用いいたたシシスステテムムのの考考察察  
 

システム情報学科 
広島教育センター 

指導教員：齋藤 健司 

1870433 

横山 竜史
 

１１．．ははじじめめにに   

 まず深層学習とはどのようなものなのかというところに触れておきたい。深層学習はデ

ィープラーニングとも呼ばれ、音声の認識や画像の特定、識別、予測など、機械学習の一

つである。この深層学習の技術は、人間の神経細胞（ニューロン）の仕組みを模したシス

テムであり、ニューラルネットワークがベースになっている。ニューラルネットワークは

大きく分けると三つの層に分かれている。  

最初に入力層と呼ばれる層が情報を受け取る。ニューロン同士の結合の強度に応じて、

優先順位が決定される仕組みである。この受け取った情報を次の中間層（隠れ層）に渡す。  

入力層から情報を受け取った中間層（隠れ層）では、計算のような複雑な分析が得意な

層である。この中間層（隠れ層）が多いほど複雑な分析ができ、この中間層（隠れ層）が

三層以上あるニューラルネットワークを深層学習と呼ぶ。  

そして最後に出力層では、上記で処理された値を表示する層である。なお、出力層で得

た結果を教師データと照合して、出力層から入力層に向けて誤差の修正や調整を行う方法

を「誤差逆伝播法」と呼ぶ。これにより、多くの中間層（隠れ層）を持つ複雑なニューラ

ルネットワークでも、より適切な学習を行うことが可能である。  

２２．．深深層層学学習習とと機機械械学学習習のの違違いい   

 ここで深層学習と機械学習の違いについても触れておきたい。深層学習は機械学習をさ

らに発展させたものである。従来の機械学習との大きな違いは、情報やデータを分析する

際に使う枠組みが異なっていること。深層学習は人間の神経を真似て作られた「ニューラ

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 
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1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

横山　竜史
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ルネットワーク」と、呼ばれるものを使い、コンピュータによるデータの分析と学習を強

力なものに仕立てあげている。機械学習は人間側から「この点に着目して考えろ」という

指示を受けてから学習を始めていく。深層学習は人間側の指示を待たずに自動で「着目点

（特徴量）」を見つけ出し、学習していく。  

［１］［３］  

人人工工知知能能のの将将来来   

イギリスのオックスフォード大学が公表していた「近い将来に、現在ある仕事のうち９

０%は AI に置き換えられる」というものがある。  

しかし、すべての仕事が AI に奪われる訳ではないと感じた。例えば、映画監督や、漫画

家、ミュージシャンなど、クリエイティブな仕事は AI が代わることは出来ないであろう

し、助産師や、社会福祉施設介護職員や、精神科医など、専門的なコミュニケーションや

交渉が求められる仕事も同様に、AI が人間の感情や発言の裏側まで想定することができな

いため、人間の代わりをすることは出来ない。  

［２］  

ままととめめ   

深層学習（ディープラーニング）は機械学習の 1 つの手法であり、人間側が学習の定義

について設定を行う必要がなく、特徴や傾向の把握まで機械が自ら判断するため、より複

雑なプロジェクトでの運用は深層学習の方が向いている。しかし、学習データの処理には

時間がかかることも多いため、スピーディーに結果を得たい場合は、機械学習を応用する

ことが向いていることもある。  

参参考考文文献献   

［１］ディープラーニングの現状と５つの弱点  

 http://neuro-educator.com/ai2/ 

［２］日本の人工知能の現状と「深層学習」の課題  

https://www.nippon.com/ja/currents/d00307/ 

［３］機械学習と深層学習の違いとは？メリットや課題を上げながら解説  

https://www.dsk-cloud.com/blog/difference-machine-learning-and-deep-

learning 
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システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

澤山　大地
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人工生命シミュレーション 
 

システム情報科    
福岡教育センター   
指導教員：齋藤 健司 

1870439 
釣出 瑛祐 

 
１．はじめに 

このテーマは、自分で想定した人工生命をプログラム上に複数生成し、それらがお互いに様々な
影響を与え合うことができるようにしそれを観察し考察するテーマになっている。 
 ここで重要なのは注目すべきポイントで、繁殖、進化、動き、形、など色々考えられますが、私
は繁殖と進化に注目を置いた。 
 

２．生物の種類 
私たちが住んでいるこの地球には様々な生態系が存在しこれらの生態系に支えられた多様な生

物が存在している。全世界の既知の総種数は約 175 万種で、このうち、哺乳類は約 6000 種、鳥類
は約 9000 種、昆虫は約 95 万種、維管束植物は約 27 万種となっている。まだ知られていない生物
も含めた地球上の総種数は大体 500 万～3000 万種の間という説が多い。[2] 
 

３．使用したプログラムの説明 
 今回のテーマで使用したプログラムは、Steamで販売されている、「SPECIES ARTIFICIAL LIFE 
REAL EVOLUTION」というソフトを使って観察を行った。このソフトでは、最初に世界の平均気
温・栄養の量などを設定することができる。ゲームがスタートした後は気温や海水面を上下するな
どをすることで間接的に進化に干渉することができるほか、ジェネティックエンジニアリングによ
って自分の好きな造形の生物の遺伝子を既存の生物に適応することもでき、リアルタイムで生物の
突然変異や進化の観察や進化系統樹や各生物種の生息マップも見ることが出来る。 [４] 

  
（図１生物が生息するマップの設定）[３]     （図２生物が生息する環境の設定）[３] 

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

釣出　瑛祐
1 8 7 0 4 3 9

40 .人工生命シミュレーション

システム情報学科
福岡教育センター
指導教員 : 齋藤　健司
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（図３ 生息マップ）[３]                 （図４ 進化系統樹）[３] 

 
４．環境の変化で進化する生物 

 今回設定した環境は、徐々に温度が上昇していく環境と、徐々に温度が低下していく環境にする
ことで、コンピュータ内の環境を変えることで生物が生存しづらくしてみた。その結果、生物はそ
の環境に適応する生物ができるまで突然変異と進化を繰り返していた。突然変異をしてもほとんど
が生存できず全滅してしまう。中には突然変異も進化もせず姿が安定しそのままの状態の生物も存
在した。 [３] 
 

５．終わりに 
今回使用したプログラム「SPECIES ARTIFICIAL LIFE REAL EVOLUTION」のゲームの世界

では、本来の世界の進化とはかなり異なる進化をしていた。他にも、海面を上下させ海だけの状態、
陸だけの状態、重力を強くしたり弱くしたりなどの環境の変化もできた。 
実際の生物は、途方もないくらいの時間をかけて変異と進化を繰り返し行い現在の姿となってい

る。今回のシミュレーションのように突然変異や進化しているが途中で絶滅してしまった生物が大
昔には存在しており、現在の生物もまだ変異と進化の可能性を秘めている。よって、将来の生物の
変異と進化をこの仮想空間で試すことで様々な可能性を見つけることができる。 

 
参考文献 
[１] 岡 瑞起、池上 高志、ドミニク・チェン、青木 竜太、丸山 典宏 著 
「作って動かす Alife -実装を通した人工生命モデル理論入門」オライリー・ジャパン、2018 
[２] ２地球温暖化による生物多様性の危機－環境省 
https://www.env.go.jp/policy/hakusyo/h20/html/hj08020601.html  
[３] Steam ゲーム SPECIES ARTIFICIAL LIFE REAL EVOLUTION 
[４] Steam ゲーム SPECIES ARTIFICIAL LIFE REAL EVOLUTION 
レビュー EvolveMk.2 
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電子教材の作成 

 

北九州センター 

システム情報学科 

指導員 齋藤 健司 

1870578 

二宮 慎司 

 

1． はじめに 

 社会の情報化が進み、ウェブサイトやアプリなどで様々な電子教材を目にするようになった。

また近年ではコロナウイルスの影響もあり、学校での授業が難しくなっている情勢である。コロ

ナウイルスの影響が今後も続くことが懸念されることから電子教材の需要が一層高まっている

と考える。そのためまず電子教材とはどのようなものかについて考え、現在どのようなものがつ

かわれているのか考えていく。そして私自身も実際に電子教材の作成を行った。そこで感じたこ

となどを述べていく。 

  

2． 既存の電子教材について 

 私は高校生の時にタブレット端末やスマホを使った学習を行ったことが電子教材に触れたき

っかけである。そして高校を卒業し KCS 北九州専門学校に入学してからは色々なサイトやアプ

リを見る機会が増えたので電子教材を目にすることもあった。また専門学校の大学併修科では

ノートパソコンを配布することに納得をしたが、弟や妹の学校でタブレット端末が配布された

ことには少し驚いた。そのため、いつから電子教材が進められどのように発展していったのか、

そして今後どのようになってゆくのかについて考えていく。 

 

3． ICT 教育について 

 ICT とは Information and Communication Technology の略で情報通信技術のことである。そ

の情報通信技術を用いた教育を ICT 教育という。［1］2013 年の 6 月ごろから政府が ICT 教育を

進めていくことを示し、現在は学校における ICT 環境の整備について（教育の ICT 化に向けた

環境整備 5 か年計画（2018（平成 30）～2022 年度））が進められている段階で１日１コマ分程度

児童生徒が１人１台環境できる環境や授業を担任する教師の１人 1 台の指導者用コンピュータ

がある環境などが目標とされている。［2］また学校教育法等の一部を改正する法律により紙の教

科書に代えてデジタル教科書を使用できるようになり、同時に立証研究が行われている。［3］ 

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

二宮　慎司
1 8 7 0 5 7 8

41 .電子教材の作成

システム情報学科
北九州教育センター
指導教員 : 齋藤　健司
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図図  ２２  作作成成ししたたアアププリリ  図図  ３３  作作成成ししたたアアププリリ  

 

4． アプリ作成について 

 電子教材の作成ということで私は Android Studio を使って単語帳アプリを開発した。理由と

して教材の作成する上での教材データを持っていなかったことと私が１度そのようなシステム

を組んだ経験があったことの 2 つである。初めに単語帳を作成して単語を登録し、その単語を覚

えたかを問題機能を使って確かめるためのものである。【図 1】【図 2】【図 3】 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

5． おわりに 

 電子教材について様々な考察をしていったが、電子教材は便利ではあるが不便な部分もある。

電子教材を使うことに固執しすぎず、あくまで手段の一つということは頭の片隅に置いていて

ほしい。 

 今後は多くの人が電子教材を使うことで多くのデータが収集できるようになり、様々な分析

が行われより良い活用方法などが見つかるだろう。そしてより情報化が進み、ハード自体の性能

の向上や新技術の開発など電子教材の新たな成長も促すだろう。 

 
引用・参考文献 

1情報通信技術 - Wikipedia 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%83%85%E5%A0%B1%E9%80%9A%E4%BF%A1%E6%8A%80%E8%A1%93 

 

2 教 育 の ICT 化 に 向 け た 環 境 整 備 ５ か 年 計 画 （ 2018 ～ 2022 年 度 ）

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/201

8/04/12/1402839_1_1.pdf 

 
3（資料３）デジタル教科書に関する制度・現状について 

https://www.mext.go.jp/content/20200710-mxt_kyokasyo-000008653_03.pdf 

図図  １１  作作成成ししたたアアププリリ  
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

岡﨑　明子
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42 .深層学習を用いたシステムの考察

システム情報学科
正科生 A
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

髙根　虹花
1 8 7 0 0 4 9

43 .  ID(インストラクショナル・ デザイン )に基づいた

システム情報学科
札幌教育センター
指導教員 : 斎藤　一

『地域』 のことが学べる Web教材制作
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

宮﨑　海晴
1 8 7 0 0 5 6

観光客に必要な情報とは何か

44 .新しい観光サイトの提案

システム情報学科
新潟教育センター
指導教員 : 斎藤　一
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

角田　拓郎
1 8 7 0 0 5 7

45 .  ID(インストラクショナル・ デザイン )に基づいた

システム情報学科
新潟教育センター
指導教員 : 斎藤　一

『地域』 のことが学べる Web教材制作
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

中岡　勇人
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46 .スマートフォン向けコンテンツ開発

システム情報学科
鹿児島教育センター
指導教員 : 斎藤　一
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

半間　郁士
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スマホ向け横スクロールシューティングゲーム

47 .スマートフォン向けコンテンツ開発

システム情報学科
新潟教育センター
指導教員 : 斎藤　一
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

井上　　叶
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48 .新しい観光サイトの提案

システム情報学科
福岡教育センター
指導教員 : 斎藤　一
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

下竹　一槻
1 8 7 0 3 4 5

４７都道府県の観光サイトの比較と考察からわかる現状

49 .新しい観光サイトの提案

システム情報学科
広島教育センター
指導教員 : 斎藤　一
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

髙橋　すずね
1 8 7 0 3 8 0

－ Pythonを学習する Web教材－

50 .  ID(インストラクショナル・ デザイン )に基づいた

『プログラミング』 を学習する Web教材

システム情報学科
札幌教育センター
指導教員 : 斎藤　一
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

丸野　廉士郎
1 8 7 0 4 4 7

高等学校でのプログラミング教育必修化に伴う初心者に向けた

51 .  ID(インストラクショナル・ デザイン )に基づいた

『プログラミング』 が学習できる Web教材制作

システム情報学科
鹿児島教育センター
指導教員 : 斎藤　一

『Python』を学習できる Web教材作成の Web教材制作
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

塚川　美月
1 8 7 0 5 5 6

無理ない北海道旅行を楽しむ為に

52 .新しい観光サイトの提案

システム情報学科
札幌教育センター
指導教員 : 斎藤　一
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

河野　一美
1 8 7 0 5 7 5

53 .オープンソース CMS(Contents  Management  System)や

システム情報学科
北九州教育センター
指導教員 : 斎藤　一

LMS(Learn ing  Management  System)を用いた『学生』 を支援する Webサイトの試作
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芥芥川川龍龍之之介介のの小小説説でで使使用用さされれるる語語のの語語彙彙集集のの編編纂纂  
  

システム情報学科 
鹿児島教育センター 

指導教員: 齋藤 康彦 
1870262 
二宮 大和 

1. はじめに 
 近年、保護期間を超過し、著作権の消失した文学作品が、青空文庫というインターネット上の電子
図書館において公開されている。これにより芥川龍之介などの作家の作品が、インターネットにおい
てテキストファイルの形式で読むことが可能となった。本研究では、青空文庫から芥川龍之介の小説
のテキストデータを入手し、これを解析するプログラムを開発して、作品中に含まれる語の統計情報
を、グラフを用いて整理した語彙集を編纂した。 
 
2. 語彙集の概要 
 本語彙集は、データ取得作品一覧・語彙一覧・索引から構成される。 
2.1 データ取得作品一覧 
 解析の対象とした 139 作品の作品名と執筆日付の一覧である。各作品に ID(識別番号)を割り振る。
2.2 語彙一覧 
 形態素解析ソフトウェア MeCab を使用し、作品から抽出した語について、2 種類の棒グラフと使用
回数表、品詞種別を掲載する。左側のグラフには作品における語の使用回数、右側のグラフには作品
中の語の使用率を、作品の執筆時期の時系列順に掲載する。語の使用率は、以下の式で計算する。 
 語の使用回数÷作品のすべての語の語数×100 
 グラフの下の表は、IDで識別される各作品における、その語の使用回数を表す。「:」の左側に作品
の ID、右側に使用回数を表記している。使用回数が 0の作品は掲載しない。 
 なお、語彙一覧では、MeCab によって認識された品詞に基づいて、自立語(体言)、自立語(用言)、
付属語の 3 カテゴリに分けて掲載する。各カテゴリ内は、対象とした全作品における使用回数の多い
順に掲載する。 
2.3 索引 
 語彙一覧の語を五十音順に整列し、語の読みから語の掲載ページへの索引とする。 
 
3. 語彙集の使用法 
 図 1 の左のグラフでは、執筆時期の前半から中頃にかけて、語の使用回数が増え、後半では減ってい
ることがわかる。右のグラフから、使用回数が増えた時期において、作品内での使用率も上がっている
ことから、語の使用回数が増えた理由が、作品の総語数増加が原因ではないことがわかる。また、グラ
フ下の作品内使用回数と、データ取得作品一覧から、使用回数に大きな変化が見られる時期の作品を調
べることもできる。 

二宮　大和
1 8 7 0 2 6 2

54 .芥川龍之介の小説で使用される語の語彙集の編纂

システム情報学科
鹿児島教育センター
指導教員 : 齋藤　康彦
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図 1 語彙一覧の掲載例 

 
4. プログラムの概要 
 語彙集を編纂するプログラムの機能は、青空文庫からダウンロードしたテキストファイルを入力
し、Wordファイルとして語彙集を出力する。このとき、使用回数を集計したデータを格納する CSV
ファイルと、語彙集に掲載される各グラフの JPEG ファイルも生成される。 
 
5. 終わりに 
 本研究では、文学作品が含有する数値的なデータを可視化することに重点を置いた。 
 作品中における語の使用例や、単語の前後文との関係・文法的な位置づけなど、作品の文章データ
から得られる情報は多岐にわたる。今後の課題として、これらの情報を活用した語彙集の編纂を検討
している。 
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https://www.aozora.gr.jp/, 参照 Dec. 18, 2021. 
[2] re --- 正規表現操作, Python 3.7.10 ドキュメント, Python Software Foundation, 
https://docs.python.org/ja/3.7/library/re.html, 参照 Nov. 9, 2021. 
[3] Japanera, PyPI, Python Package Index, 
https://pypi.org/project/Japanera/, 参照 Nov. 9, 2021. 
[4] MeCabを Python3 で使ってみよう｜形態素解析について分かりやすく解説, .NET コラム, 
https://www.fenet.jp/dotnet/column/言語・環境/7805/, 参照 Nov. 9, 2021. 
[5] 旧字体・新字体対照表, みんなの知識 ちょっと便利帳, みんなの知識委員会, 
https://www.benricho.org/moji_conv/14_shin_kyu_kanji.html, 参照 Nov. 9, 2021. 
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アップル 
アップルの競争優位性と iPad のアクセシビリティに関する考察 

 
経営ネットワーク学科 
正科生 A 
指導教員：坂本英樹 

1770441 
嘉賀多賀子 

 
1.はじめに 
わが国では、文部科学省が打ち出した GIGA スクール構想により、令和 2年度中の児童・生徒 1人 1
台のタブレット端末とオンライン化の整備が進められた。文部科学省によるタブレット端末の標準仕
様書では MicrosoftWindows、GoogleChromeOS、iPadOSの 3OSをモデル例として挙げているが、特
別支援学校においては、以前から学校に iPad が導入されているケースが多くみられる。アップルの創
業者であるスティーブ・ジョブズが 1980 年代に目指した“誰にとっても使いやすい”製品は現在、特別
な支援を必要とする子どもたちにとって、他のタブレット端末と比較して、使いやすい製品であると
いえるだろう。本論文では、アップルの製品開発過程の背景と、鳥取県の特別支援学校における iPad
の活用事例から、アップルの競争優位性について検証を行った。 
 
2.アップルの競争優位性に関する考察 
2-1 米国における障害者福祉に関わる制度と IT 企業 
米国では、世界に先駆けて障害者福祉に関わる法律が制定された。1973年に制定されたリハビリテー
ション法においては、障害者は保護の対象であるという考え方から、障害者の人権を保障し、社会
的、経済的活動に参加する権利を有するという考え方へと転換した。1986 年のリハビリテーション法
改正により、電子、情報技術に関する障害者の差別禁止が追加され、1998 年の改正では、アクセシビ
リティ・スタンダード（技術基準:Accessibility Standard）として定めた。これにより連邦政府と関連
機関は、アクセシビリティ・スタンダードに準拠した電子・情報技術の調達をすることが義務付けら
れた。アップルは 1985年に IT 企業としてはじめて、障害者対応の組織「Disability Solution Group」
を作り、特に教育関係に重点を置いて開発を行っている。 
 
2-2 アップルとアクセシビリティ開発の背景 
アップルの創業者であるスティーブ・ジョブズが、iPhone・iPad の製品開発時に、タッチ機能付きデ
ィスプレイの制作を指示したことにより、iPhone・iPad はハードウェアキーボードではなく、ソフト
ウェアキーボードが採用され、流動的なインターフェースとなった。その後 2007 年に初代 iPhoneを
発売したが、仮想キーボードであるソフトウェアキーボードは、当時、視覚障害者にとって適した機
器とはいえず、米国を中心に反発が強まった。このような流れを受けて、iPhone3GSから新たにアク
セシビリティ機能が追加され、声で操作が可能なボイスコントロールや、ディスプレイ上の表示を音
声で知らせる VoiceOverが搭載された。 
2011年 8 月にスティーブ・ジョブズの後を引き継ぎ、アップルの最高経営責任者（CEO）となったテ
ィム・クックは、アクセシビリティを基本的人権ととらえ重要視している。 

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

嘉賀　多賀子
1 7 7 0 4 4 1

アップルの競争優位性と iPadのアクセシビリティに関する考察

55 .アップル

経営ネットワーク学科
正科生 A
指導教員 : 坂本　英樹
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2-3 アップルのアクセシビリティに基づく持続的競争優位性 
アップルのアクセシビリティに関する背景と取組みから、持続的競争優位性について、バーニー
（2002）の VRIO のフレームワークを用いて分析を行った。（図 1） 
VRIO の基礎はバーニー（1991）の VRIN というフレームワークだが、アップルの持続的競争優位性
を説明するのに不十分であった。あらゆる経営資源を結び付け活用できる能力を有することにより、
持続的競争優位を獲得できるとして VRIO では組織が追加されており、有形資源だけではなく無形資
源も含まれる。 

 

バーニー（2002）VRIO フレームワークをもとに作成（図 1） 

経営資源 
 

1.価値 
2.稀少性 
3.模倣困難 
①独自の歴史的条件 
②因果曖昧性 
③社会的複雑性 

4.組織 

持続的競争優位 

・ジョブズの創造性 

（アップル設立：1976 年） 

 

アップルⅡ発表（1977 年）16 年
間に渡りパーソナルコンピュータ
ーの後継機種を発売 

 

・誰にとっても使いやすい機器の
開発と発売（iMac：1998 年）イ
ンターネットの普及による一般家
庭の消費者向けデスクトップパソ
コン 

 

・タッチ型ディスプレイの開発と
発売（iPhone：2007 年・iPad：
2010 年） 

・米国において先行したアクセシビリテ
ィの取組み 

障害者対応チームの結成（1985 年） 

 

・クックの経営理念 

（アップル CEO 就任：2011 年） 

 

・アクセシビリティ性向上に向けた開発
研究費の投資 

 

・製品のアクセシビリティ性の高さ 

 

・ユーザの評価、アップルブランド 

社社会会的的要要因因  

米国「リハビリテーション法」改正（1986 年）連邦政府、教育機関におけるアクセシビリティ・スタンダ
ードに準拠した機器の導入。 

国連総会本会議「障害者の権利に関する条約」採択（2006 年） 

iPhone 発売 米国で視覚障害者の反発の声があがる（2007 年） 
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次にダイナミック・ケイパビリティ論から、アップルの競争優位性について考察を行った。ケイパビ
リティとは、企業のもつ様々な資源を組み合わせ直す能力のことで、それらが動的（ダイナミック）
であるという意味を持つ。ダイナミック・ケイパビリティを有していない企業は、環境変化に対応で
きず、持続的優位性を獲得できないとされる。アップルはジョブズによって創造された信念や企業文
化が、現在の CEO であるクックに引き継がれ、アップル製品におけるアクセシビリティは継続的に成
長・発展することが可能となった。 
 
3.鳥取県特別支援学校における iPad の活用事例 
iPad による通常のカメラ操作が困難な生徒 2 名の事例と、シャッターボタン操作の多様なアクセス方
法から、iPad のアクセシビリティ性について検証を行った。また、特別支援学校の教諭で自身も視覚
障害を持つ T先生にインタビュー調査を行い、アップルのアクセシビリティについて話しを伺った。 
 
イヤホンの音量ボタンを用いたシャッター操作 

 

 

Bluetoothキーボードを用いたカメラ操作 

   

倉吉養護学校 2017 年 11 月 13 日撮影
 
4.まとめ 
米国では、障害者の権利に関する法整備が早くから進み、教育における合理的配慮も世界に先駆けて
行われていた。1976 年に米国で設立されたアップルにとって、政府や教育機関に導入するパソコンの
仕様を、障害を持った人でも使いやすい機器にすることは、事業戦略としても避けては通れない課題
であったと考えられる。またパソコンだけでなく、タッチ機能付きディスプレイを制作し、iPhone販
売台数の増加や事業規模の拡大を狙う競争戦略においても、機器のアクセシビリティ向上はアップル
にとって重要な視点であった。 
鳥取県の特別支援学校おいても iPad が直接的、間接的に、障害を持つ多くの児童、生徒の可能性を引
き出すきっかけになっていることを考えると、数多くある情報機器の中でも iPad は、スティーブ・ジ
ョブズが目指した“誰にとっても使いやすい製品”に限りなく近いといえるのではないだろうか。 
 
5.今後の課題 
アクセシビリティ機能の中で、マイクロソフトに遅れをとっている視線入力に関しても、近く iPadで
視線入力ができる可能性があることなど、OSのアップデートによる機能追加に期待ができる。しか
し、マイクロソフトやグーグルなど、他の米国 IT企業もアクセシビリティ機能を備えた情報機器を開
発・販売している。この 2 社の製品開発における背景やアクセシビリティについては、本論で扱うこ
とができなかったため、今後の課題としたい。 
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https://www.mext.go.jp/content/20200219-mxt_jogai02-000003278_401.pdf(2021 年 9 月 24 日)。 
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LVMH 
LVMH モエ ヘネシー・ルイ ヴィトンの経営戦略 

システム情報学科 
新潟教育センター 
指導教員：坂本 英樹 

1870013 
佐竹 琉聖 

 
一章 序論 
・LVMH 
 LVMH モエ ヘネシー・ルイ ヴィトン(以下：LVMH)とは、世界最大の一大コングロマリットで
ある。今や、高級ブランドと言ったらルイ・ヴィトンを思い浮かべる人が大半である。ここまで
LVMH が高級ブランドのトップとして世間に認知されたのにはどのような経営戦略があったのか、そ
してどのように一大コングロマリットを形成したのか考察していく。LVMH はモエ・ヘネシーとル
イ・ヴィトンの両社が合併して誕生した。LVMHの傘下ブランドはとても歴史があり多彩な企業ばか
りで、その数は 50 を超える。そしてこのラグジュアリーブランド業界の可能性にいち早く気づき
LVMH をトップとして導いてきたのがベルナール・アルノーである。 
・ベルナール・アルノー 
 1989 年に 40 歳にならないうちにアルノーは LVMH の代表取締役に就任した。元は、父親の建設会
社を経営していたアルノーだったが、渡米した際にタクシー運転手との何気ない会話の中で「フランス
のことは何も知らない、大統領の名前すら知らない、だけどクリスチャン・ディオールのことは知って
いる」、という言葉を聞いてファッションビジネスの知名度の高さに可能性を感じファッション業界に
参入を決めた。 
 
二章 コングロマリット 
・LVMH の戦略 

LVMH は世間的知名度の高く影響力が高い有名ブランドばかり選び買収していたのではない。顧客・
地域・分野などの幅を広げるための買収などを進めてきた。例えば、各分野で市場の独占をしている有
名ブランドを多く買収することにより、傘下ブランドで市場での独自ブランド・ポジションを占め、参
加ブランド同士でのポジションの奪い合い、顧客の取り合いをなくしている。また、LVMH はそれぞれ
に得意分野を持つブランドを多く集めることで、財政的にも商品的にも安定化を図り、合理的な取捨選
択・優先順位を導き出し最適な投資の意思決定を図る戦略、分野別ポートフォリオ・マネジメントを取
り入れている。ファッション分野は、シーズンごとに収益が安定しないがイン・スピリッツ分野は毎年
安定した売り上げを維持しており、この収益でファッション分野の財務体質を補填して全体的に安定し
た成長を行っている。 

 
三章 LVMH のマーケティング 
・LVMH のビジネス手法 
もしルイ・ヴィトンの商品が発展途上国の大規模工場で、機械によって大量に同じ商品が生産されて

いたとしたら、その商品は何万、何十万という高い価格では売れない。ルイ・ヴィトンの商品はフラン

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

佐竹　琉聖
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スのパリの職人が手作りで作成したモノであるからこそ信頼と価値が生まれるのである。反対に、低価
格で大量生産で定着すると、そのブランドはブランドということ自体を忘れさられてしまうのである。
高級ブランドのアトリエのマルティエが作る、製造シリアル付きの商品であり希少性があることが高級
ブランドの証明になるのである。 
・新型コロナウイルス禍での LVMH 
 パンデミック初頭、LVMH は四半期の売上が前年同期比 15%減と大きく減収となった。しかし、
LVMH は減収で厳しい中、マスクや除菌ジェルの生産・寄付を開始し、合計でこれまで約 4000 万枚
分のマスクを医療従事者・フランス保険当局に寄付をした。また、物品だけでなく新型コロナウイル
スの研究費として 500 万ユーロを感染症の研究・解析に取り組むパスツール研究所に寄付をしてい
る。その後 LVMHは 2021 年現在、上記の売上高が前年同期比で 56％増加したことを明らかとした。
こうした増収は、LVMHが奉仕活動で得てきた信頼の裏付けともいえ、マーケティング戦略だけでな
く奉仕活動などでの顧客や国からの信頼を得ることも重要と言える。 
 
四章 LVMH のルイ・ヴィトン 
・ルイ・ヴィトン 
 LVMH の代表ブランドであるルイ・ヴィトンがなぜここまで繁栄できたのか。旅行用カバンの専門店
として創業したルイ・ヴィトンが現在の地位を築く足がかりとなったのはプロ経営者による経営の変化
があったからである。企業として長期的な成長を望むのであればファミリービジネスから脱却し、クオ
リティの高い商品を支える製造や流通、ブランドイメージの維持・向上をプロ経営者と結託しながら進
めていくことが重要である。ブランド規模が拡大すると製造・流通・広告のコントロールが必要不可欠
となり、これらと商品のクオリティをうまく結合させることが必要となってくる。 
・ルイ・ヴィトンが LVMH 傘下の企業へ 
 LVMH 傘下になることで受けるメリットは、今まで手が出せなかった時計・宝飾系分野への進出であ
る。ルイ・ヴィトンのコンセプトとしてあげられるものは「旅」である。この旅に必要なものをルイ・
ヴィトンは商品としてきた。旅行用カバンから始まり、財布、ポーチ、手記などを作ってきたが、旅に
不可欠な時計・ジュエリーには手出しができなかった。しかし、グループ内の時計ブランドのノウハウ
を授かり、満足の行くものが作成できたのである。そして、これからも今まで取り扱ったことがない製
品を短時間・低コストで開発できることは、LVMH 傘下に入った全企業に言えるメリットと言える。こ
れらの大きな変化を自らの糧としてきたからこそルイ・ヴィトンは躍進できた。 
 
五章 結論 
 LVMH が世界トップの一大コングロマリットを形成できたのは、アルノーが常に強気に買収してコ
ングロマリット・事業を拡大し、参加ブランドの自由度をある程度確保しながら経営をコントロールし
た手腕が成功の一番の要因と考える。だが、流行というものは常に変化し移ろうものである。そこを
LVMH、そしてベルナール・アルノーはどう見極め、どう対応していくのか。今後の動向に注目してい
きたい。 
 
参考文献 
[1]長沢伸也(2002)「ブランド帝国の素顔」 日本経済新聞出版 
[2]長沢伸也(2007)「ルイ・ヴィトンの法則 -最強のブランド戦略-」東洋経済新報社 
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モスフードサービス 
 

 
システム情報学科 
新潟教育センター 

指導教員：坂本英樹 
1870019 
駒沢 佳泰 

 
 

1 はじめに 

モスフードサービスでは、経営理念「人間貢献・社会貢献」と、創業の心、基本方針、経営ビジョンの４つ
の言葉から構成される理念体系を定めている。この４つの言葉は、モスグループで働くすべての人間が大切
にするモスの心そのものなのである。モスバーガーの仕事はお客様の活力、エネルギー、生きる力を再生産
するのがモスバーガーの仕事である。 

1.1 モスの経営  

2020 年度モスフードサービスはコロナウイルス感染症の拡大により、多くの店舗で一時休業や営業時間の
短縮を余儀なくされるなど、多大な影響を受けました。そこで国内モスバーガー事業では、ニーズが高まっ
ているテイクアウトの強化・促進などに取り組んでいる。 

2 モスバーガーの歴史 

モスバーガーの 1 号店は東京・板橋区の成増店です。成増店は 1972 年 3 月 12 日パイロット店としてオー
プン、その後モスバーガー1 号店として 6 月 21 日に営業を開始しました。日本にも必ずハンバーガーの時代
が来ると確信した櫻田は、日本人の嗜好にあったおいしい商品と真心のサービスで、地域のお客さまに深く
愛される店作りを目指し、1972 年株式会社モスフードサービスを設立しました。 

2.1 モス（MOS）の意味 

モスバーガーの MOS はそれぞれ、M-Mountain（山）、 O-Ocean（海）、S-Sun（太陽）の頭文字をとった
ものであり、この「山・海・太陽」にはそれぞれ、「山のように気高く堂々と」「海のように深く広い心で」
「太陽のように燃え尽きることのない情熱を持って」という意味が込められている。 

 

2.2 モスの心ができるまで 

挫折や苦難を乗り越えながら、大切な人たちに支えられて誕生したモスバーガー。創業者・櫻田慧の体験
はモスの心となり、今も引き継がれています。 

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

駒沢　佳泰
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2.3 モスの日 

1972 年 3 月 12 日、東京・板橋区の成増にモスバーガーのパイロット店がオープンしました、いわばモス
バーガーの誕生日ともいえるこの日を記念して「モスの日」と名付けている。 

3 ビジネスモデル 

モスバーガーのうち約 9 割の店舗がフランチャイズ加盟店です。 

3.1 コアコンピタンス（企業の強み） 

モスはハンバーガー業界の中でみると高価格に位置しているのである。その中でも高品質を売りにし日本
人の味覚に合うようなメニューの作成し、アフターオーダー式を採用しているので常に出来立ての温かい商
品を食べることができる。 

3.2 日本人好みに合うように作られたバーガー 

いまや和風バーガーで定番の多くの人に人気のテリヤキバーガー、実はモス生まれである。 

4 競合他社（マクドナルド）との比較（特徴） 

人材不足への対応は、飲食業に関わらず、日本のあらゆる業種においても急務の課題となっています。マ
クドナルドでは特に「主婦（主夫）」の採用に力を入れています。一方で、モスバーガーではシニアスタッフ
の雇用に力を入れています。 

4.1 モスバーガー成功の要因 

マクドナルドは安くて早いというハンバーガー業界 NO１のマクドナルドに対し、モスバーガーは遅くて
高いが高品質という強い「おいしさ」へのこだわりを長い時間をかけて確立し、正反対のポジショニングを
することにより成功しているのである。 

5 結論 

モスバーガーは、やはり「おいしさ」へのこだわりは業界 NO１だと思う。特に野菜へのこだわりを強く
感じた。約２９００軒の協力農家さんたちと交流し、協力農家さんとの絆を強くすることで日本の農業をも
っと元気にし、さらなる品質向上を目指しているのである。 
 
参考文献 
（1） モスフードサービス企業サイト 
https://www.mos.co.jp/company/outline/philosophy/fn_mos_Idea_otl.pdf (2021年 11 月 11日) 
（2） モスバーガー公式サイト 
https://www.mos.jp/faq/company/history/ (2021年 12月 4日) 
（3）   フランチャイズの窓口 
https://www.fc-mado.com/useful/mos-fc/ (2021 年９月 10 日) 
（4）   IT mediaビジネス ONLiNE 
https://www.itmedia.co.jp/business/articles/2001/22/news006_5.html （2021 年 10月 5日） 
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ヤマト運輸 

システム情報学科   
新潟教育センター   
指導教員：坂本 英樹 

1870033 
川口 十志輝 

 
第一章 はじめに 
 宅配便とは、１９７６年に大和運輸（現在のヤマト運輸株式会社（以下、ヤマト運輸と表記））が
「宅急便」というサービス名で始めたのが始まりである。 
 大和運輸初代社長は谷村端四郎、２代目社長は小倉康臣、３代目は小倉昌男であり、社長が小倉昌
男になってから、ヤマト運輸という名前に変更となった。 
 本論文では日常に欠かせないインフラとなっている宅配業の中でも、多く利用され、身近であるヤ
マト運輸について成功要因や経営戦略について深く知ることを目的とする。 
 
第二章 宅配業界とヤマト運輸の現状 
 現在、宅配業界は新型コロナウイルスの影響による「巣ごもり効果」によって、売り上げが伸びて
いる。それは「新しい生活様式」となり、宅配便の需要が急増しているためである。外出を自粛して
いる中、ネットショッピングで生活必需品等、様々なものを購入することができるため、当然それら
の利用が増えている。 
ヤマト運輸は２０２１年４月にグループ会社の統合を行っている。ホームページにて「これを機

に、お客様に対する窓口を一本化させるとともに、より一層サービスの向上に取り組んでまいりま
す。」としている。 
 また、ヤマト運輸は１９７０年代にコンピュータ利用への乗り出しや、最近でいえば海外への進出
などの様々な変革を行っている。 
 
第三章 ヤマト運輸の行っているサービス 
 ヤマト運輸の行っている翌日配達は、当時送った荷物が３～５日後に到着するのが当然であったた
め、大きなサービスの差別化となった。 
 小倉昌男は県庁所在地だけでなく、過疎地に翌日配達の体制を整えるとした。それが本当の意味で
のサービスの差別化であると考えたためである。 
コロナ禍後、ヤマト運輸は、Ｙａｈｏｏ！と提携し、全商品の全国翌日配送を目指すとした。２０

２４年度までにＥＣサイトで商品の全国翌日配送体制を整える予定である。 
 このサービスはヤマト運輸が「フルフィルメントサービス」を行い、サービスを提供している。 
フルフィルメントとは、「お客様が商品を注文してから届くまでに発生する業務」全般のことであ

り、発注や問い合わせ、発送や配送はもちろんクレーム対応や入金管理や返品処理などのプロセスの
ことを指す。 
利用者としては翌日配達以外にも、Ｙａｈｏｏ！とヤマト運輸が一括で配送契約を結ぶため、出店

者が個別依頼をするよりも配送料が少なることも多い。 
 

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

川口　十志輝
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第四章 ヤマト運輸の成功要因と経営戦略 
 経営者は、過去の成功体験があるとそれにこだわり、往々にして経営の路線を間違うことがある。
小倉昌男の父、康臣もそうであった。長距離輸送への参入が遅れたためである。 
小倉昌男は経営危機脱却のために個人宅配市場への参入を試みる。 
個人宅配業の実現のため、全国規模のネットワークを作るにあたり、ハブアンドスポークと言う方

式を採用した。依頼のあった荷物は、デポ（Ｄ）から、センター（Ｃ）へ集められベース（Ｂ）に移
送されて全国を届けられるというものである。まず各都道府県に一か所、運行車の基地となるハブを
置く。人口の多い荷物の多い東京等には２、3か所必要である。それをヤマト運輸内ではベース（B）
と呼んでいる。 
ベースには、到着した荷物を配達したりする営業拠点として、20前後のセンターが所属する。そし

てセンターには、必要に応じて荷受けをするデポ（D）や取扱店が所属する。 
小倉昌男は、宅急便を始めるにあたり、役員を説得するため「宅急便開発要綱」を作り役員会で提

出した。承認を得てワーキンググループを立ち上げ、宅急便という事業を成功させるために、宅急便
の「商品化」に向け動きだした。 
ヤマト運輸としての成功要因は、小倉昌男による功績が大きい。 

小倉昌男は、過去の成功体験にこだわらずに、サービスの効率化や利便性の向上を怠らなかった。ま
た、マーケティング戦略の一環として、１９８２年に大和運輸からヤマト運輸へと社名の変更がされ
た。 
 
第五章 結論 
 ヤマト運輸における一番の成功要因は、経営危機であったときに小倉昌男の行った個人宅配業市場
への参入であると考えがちであるが、経営者は一度の成功にとらわれてしまい、その後の環境変化を
見誤ってしまう。そうならず、個人宅配事業成功後も、変革を怠らなかった経営戦略が一番の成功要
因である。こうしてヤマト運輸は日本で高いシェアを誇っている。 
 そんな企業にたくさんの功績を残し基盤を作ったのは小倉昌男であり、彼が経営者として残したヤ
マト運輸の「社格」も人としての「人格」も素晴らしいものであったといえる。 
 
参考文献 
［１］小倉昌男（１９９９）「小倉昌男 経営学」 日経ＢＰ社 
［２］小島尚烈 石井晋 （２０２０）「ヤマト運輸１００年史」 ヤマトホールディングス株式会社 
［３］ポストコロナの勝者はヤマト運輸か佐川急便か 

https://www.itmedia.co.jp/business/articles/2101/07/news039.html,(参照 2021-12-20) 
［４］ヤマト運輸 中期経営計画｢One ヤマト ２０２３｣の策定 

https://www.yamato-hd.co.jp/news/2020/2021012902.html ,(参照 2021-12-20) 
［５］Ｙａｈｏｏ！との提携 

https://buzzap.jp/news/20210810-yahoo-next-day-delivery-yamato/,(参照 2021-12-20) 
［６］ヤマト運輸 サービス 

https://www.kuronekoyamato.co.jp/ytc/customer/service/,(参照 2021-12-20) 
「７」クロネコヤマトの長所と短所 

http://www.as-mode.com/webreport/senryaku-yamato.html,(参照 2021-12-20) 
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任天堂(2021) 
 

                                   システム情報学科 
                                   札幌教育センター 

指導教員:坂本 英樹 
1 8 7 0 0 4 7 

鈴木 徹太 
1.はじめに 
1-1 研究の背景 
 近年、ゲーム業界はコロナ禍によって世界中の様々な業界で大打撃を受けている中、その影響を寄せ
付けないほどの急成長を遂げている。新型コロナウイルスの影響による巣ごもり需要によって家でゲー
ムをする時間が増えるようになったからだ。 
私は幼い頃から任天堂が販売したゲームソフトをよくプレイしており、任天堂が販売するゲームソフ
トはその多くが長時間プレイしても飽きさせない魅力があった。この論文を通じてゲームをプレイする
側とゲームを作る側の二つの視点で任天堂を考察し、長年感じていた疑問への答えを見つけていきたい
と考え、研究対象として選ぶに至った。 
1-2 研究の目的 
 本論文では、初めに任天堂という会社についてその創立から世界に誇る大企業に成長していった経緯
についてまとめる。そして、任天堂が販売するゲームソフトの魅力について事例を取り上げ、どのよう
なところに人を飽きさせない魅力を出しているのかをゲームをプレイする側と作る側の二つの視点で
明らかにすることである。 
2.任天堂について 
2-1 任天堂の歴史 
 任天堂は明治 22年（1889年）に山内房治郎が創業した 130年近くの歴史がある老舗企業である。創
業した当初はゲームの開発・製造・販売は行われておらず、花札の製造・販売を行っていた。1902年に
は日本で初めてとなるトランプの製造を開始し、日本一のカードゲーム会社として成長を遂げていく。 
そして 2002 年、山内溥はハル研究所から同社取締役へと呼び寄せていた岩田聡に社長職を譲り、岩田
聡が任天堂の 4代目社長に就任した。この山内溥が岩田聡に社長職を譲ったことが、後に任天堂がゲー
ム業界での不動の地位を決定づけた。 
2-2 任天堂のゲームソフト 
 次に任天堂のゲームソフトの魅力について語っていく。任天堂はゲーム機とゲームソフトの開発を両
方手掛けている。任天堂が販売するゲームソフトは子供から大人まで楽しめる幅広い層をターゲットに
しており、おそらく世界中のゲームソフトの中でも特に人気・知名度が圧倒的なゲームソフトが多い。 
2-3 プレイする側の視点 
 次に任天堂のゲームソフトをプレイする側の視点を考察していく。任天堂のゲーム機は他社のゲーム
機とは違い、これまでとは異なる発想に基づいたゲーム機が多い「ニンテンドーDS」は 2-1の任天堂の
歴史で述べたように携帯ゲーム機本体にタッチペンで操作可能なスクリーンを採用した上下 2画面を備
えている。これにより、従来のゲームソフトでは実現できなかった新しいゲームの楽しみ方を広げる結

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

鈴木　徹太
1 8 7 0 0 4 7
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果となった。 
このように、任天堂はそれまでゲームをしなかった家庭の家族層でも楽しめる独自の操作方法を持つ
ゲーム機でゲームをプレイするからこそ任天堂のゲームソフトは飽きさせない魅力を持っている。 
2-4 開発する側の視点 
 次に任天堂のゲームソフトを開発する側の視点で考察していく。任天堂のゲームソフト開発はグラフ
ィックスや物理演算、AI、サウンド、UI、ゲームシステム、通信といったゲーム機の中で動くプログラ
ムのほか、PCツールやWebアプリ、ゲームサーバー、ゲーム機の外で動くプログラムなど開発に必要
なプログラムを作成して行われる。 
2-5 任天堂の成功要因 
 現在任天堂Nintendo Switchと人気ソフトの販売が好調である。特にNintendo Switchの累計販売台
数は 8459万台となっており、その携帯型ゲーム機と据え置き型ゲーム機の相反する 2 つの需要を一機
で満たせることができる点も需要の高い大きな要因である。 
3.結論 
3-1 研究目的に対応した結論の提示 
 今回調べたことから、なぜ任天堂が販売するゲームソフトにはプレイする人を飽きさせない魅力を持
っているのは、任天堂が常にゲームを遊んでくれるユーザーを第一にゲーム機、ゲームの開発において
他のゲーム会社とは異なる大胆なアイデアによって成り立っていることがわかった。これからも任天堂
は常にゲーム業界の最前線に立ち、新しいゲームの楽しみ方を提供してくれる任天堂には感謝の意を表
したい。 
参照文献 
[1]井上理(2009)『任天堂 "驚き"を生む方程式』日本経済新聞出版。 
[2]ゲームメーカー・任天堂が出来るまで〜花札からファミコンまで（第 1回） 
https://japanese.engadget.com/jp-2016-05-08-1.html. 2021年 9月 16日情報取得 
[3]任天堂の歴史 The社史 https://the-shashi.com/tse/7974/. 2021年 9月 16日情報取得 
[4]質疑応答（要旨）- 任天堂 
https://www.nintendo.co.jp/ir/pdf/2020/200202.pdf. 2021年 9月 16日情報取得 
[5]任天堂 仕事を読み解くキーワード：遊んでくださる人を第一に 
https://www.nintendo.co.jp/jobs/keyword/51.html. 2021年 9月 16日情報取得 
[6]任天堂 理工系の仕事 ゲーム開発 
https://www.nintendo.co.jp/jobs/introduction/engineer/soft-game.html. 2021年 9月 16日情報取得 
[7]株主・投資家向け情報：決算ハイライト 
https://www.nintendo.co.jp/ir/finance/highlight/index.html. 2021年 9月 28日情報取得 
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アップル 
 
         システム情報学科 
         大阪教育センター 
         指導教員：坂本 英樹 
 

1870099 
大西 笙太 

 
11..  ははじじめめにに  
 2021年5月末、株式時価総額が2兆ドルを超えているグローバル企業はアップルだけであり、世界最
大となっている。なぜアップルはこれほどまでに成功し、高い人気と支持を得ることができたのか。 
 そこで、アップルの歴史的過程、足跡、ビジネスモデルなどを通じて、アップルが成功した要因を
明らかにし、アップルの今後について述べていく。 
 
22..  アアッッププルルのの歴歴史史  

22--11..  アアッッププルルのの創創業業  
 アップルは、1976 年にスティーブ・ジョブズ氏がスティーブ・ウォズニアック氏とともに、ジ  
ョブズの実家のガレージで創業したことに始まる。 
22--22..  アアッッププルルのの低低迷迷とと逆逆襲襲  
 アップルは『Macintosh』を開発するが、売上減少等に悩まされることとなり、ジョブズ氏は失
敗の責任を負わされ、最終的にはアップルを追われることになった。後にアップルに復帰したジョ
ブズ氏は、ビジネスセンスを発揮してアップルを黒字転換にし、経営を一気に回復へと導いた。 
22--33..  ジジョョブブズズのの死死・・ククッッククのの台台頭頭  
 2011 年 8月 24日、ジョブズ氏はアップルの CEO を退任し、ティム・クック氏にその任を譲
り、ジョブズ氏はアップルの会長に就任。2011年 10 月 5 日、ジョブズ氏は 56 歳で亡くなった。22--
44..  話話題題をを提提供供しし続続けけるるアアッッププルル  
 ヘッドフォン『AirPods Max』、紛失防止タグ『AirTag』、アップルが開発中と噂されている AR
ヘッドセット『Apple Glasses』など次々と新製品が話題になっている。 

 
33..  アアッッププルルのの足足跡跡  
 アップルは企業哲学・理念・ミッションやビジョンを明確に示した文書が存在しない。明確に示し
た文書がなくとも、それぞれが持つ熱い想い一つ一つがアップルの企業哲学・理念になってきた。 
 彼らの思いやこだわりが、品、サービス、店舗など会社全体に浸透し、強いブランドの構築につな
がっている。その点においてアップルは、ジョブズ氏の強いメッセージとそれを継承するクック氏、
そしてアップルの情熱やこだわりを製品に昇華させるジョナサン・アイブ最高デザイン責任者の手腕
により、他社を圧倒する強いブランド力を持ち、顧客から支持され続けている。 
 あえて企業理念を明文化せず、それを何度も繰り返し語ることが、ジョブズの死後もアップルに理
念が受け継がれている要因なのかもしれない。 
 

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

大西　笙太
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44..  アアッッププルルののビビジジネネススモモデデルル  
 アップルのビジネスモデルの本質は、「消費者を所有する」ことである。 
 アップルのビジネスモデルは、高い価格帯を維持しながら、低コストの調達戦略と高いスイッチン
グペナルティを維持して消費者を惹きつけ、E2Eのサプライチェーンを圧倒的にコントロールするとい
う独自の能力を持っている。一歩アップルの世界に足を踏み入れれば、シームレスで、卓越したオー
ルインワンの体験が保証され、その体験は生涯を通じて進化し続ける。 
 エコシステムビジネスモデルは、ユーザが考えたり不必要な判断をしたりする必要のない環境であ
り、すべてが適切な場所に適切なタイミングで配置されている空間である。 
 
55..  ままととめめ  
 企業にとって最も重要なことは、他社に真似のできない独自の価値を創造することである。 
 アップルが今後も成功し続けるためには、アップルの独自の価値である、アップルが創業当初から
掲げてきた哲学を改めて社内に浸透させ、それを全社的に実践し、それに基づいた経営を行うことを
今後も貫いていく必要がある。 
 
<参考文献>  
(1) Bloomberg (2021) 『アップル、時価総額３兆ドルを予想する声も－アップルカーなどに期待』 
https://www.bloomberg.co.jp/news/articles/2021-03-15/QPZLGZDWRGG001 (2021/03/15)。 
(2) Apple (2021) 『Apple (日本)』https://www.apple.com/jp/  (2021/05/25)。 
(3) auncon (2021)『世界 40 カ国、主要OS・機種シェア状況【2021年 5 月】 
～多言語Web プロモーションにシェア状況データを活用する～』 
https://www.auncon.co.jp/corporate/2021/0525.html (2021/05/25)。 
(4)アップル(2020) 『Form10-K』 
https://s2.q4cdn.com/470004039/files/doc_financials/2020/ar/_10-K-2020-(As-Filed).pdf 
(2021/05/25)。 
(5)ジムカールトン・山崎 理仁 (1998)『アップル 上・下 世界を変えた天才たちの２０年』 早川書房。 
(6)ウォルターアイザックソン・井口耕二 (2011) 『スティーブ・ジョブズ Ⅰ・Ⅱ』 講談社。 
(7) Owen Linzmayer（2004）,『Apple Confidential 2.0: The Definitive History of the World's Most Colorful 
Company』, No Starch Press . 
(8) ウォルターアイザックソン・井口耕二 (2011) 『スティーブ・ジョブズ Ⅰ』 講談社。 
(9) buckeye.way-nifty.com (2011) 『アップル「think different」広告の日本語訳』 
http://buckeye.way-nifty.com/translator/2011/11/think-different.html  (2021/08/01)。 
(10) Bloomberg (2017) 『Tim Cook on Donald Trump, the HomePod, and the Legacy of Steve Jobs』 
https://www.bloomberg.com/news/features/2017-06-15/apple-s-tim-cook-on-donald-trump-the-
homepod-and-the-legacy-of-steve-jobs  (2021/08/01) . 
(11) Reuters (2018) 『Apple CEO calls $1 trillion value a 'milestone' but not a focus』 
https://www.reuters.com/article/us-apple-cook/apple-ceo-calls-1-trillion-value-a-milestone-but-not-a-
focus-idUSKBN1KO05A  (2021/08/01) . 
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https://developer.apple.com/jp/app-store/review/guidelines/ (2021/07/01)。 
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1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

豊福　晃基
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１．はじめに 
任天堂は「ニンテンドーDS」や「Wii」、「Nintendo Switch」などの家庭用ゲーム機器と

これらのゲーム機器で遊ぶことができるゲームソフトを製造、販売する企業である。任天堂
が次々と新しいヒット作品を生み出せている理由を研究するために、任天堂が実際に発売
したゲーム機とライバル企業であるソニー・インタラクティブエンタテインメントと比較
して文献や資料を分析、理解して考察する。 
 
２．任天堂のヒット商品たちの原点 
任天堂初の携帯型ゲーム機であるゲーム＆ウォッチを作り出した任天堂の発想力の原点

となった「枯れた技術の水平思考」は、これからの任天堂の基本戦略にもなるものだっ
た。ゲームウォッチは電卓の使われなくなってしまった部品や技術を用いて作成されたゲ
ーム機であり、当時の電卓以前の技術を用いているため、製造コストも大幅に削減でき
た。 
次に売り出された家庭用ゲームの「ファミリーコンピュータ」、通称ファミコンはマリ

オブラザーズやドンキーコングのようなソフト重視の開発が爆発的なヒットに火をつけ
た。  
また、ファミコンは縦横操作を可能にする「十字キー」や本来のレバーを押すとゲーム

のＲＯＭカセットがポンと飛び出るイジェクトの機構が初めて搭載されたゲーム機であ
り、現在の最新機種である「Nintendo Switch」にも搭載されている。このことからファ
ミコンはハードの側面でも任天堂の基盤となる技術が組み込まれており、これからを担う
ソフトの開発にも力をいれた任天堂の出発点といえるゲーム機であるといえる。 
 
３．ニンテンドーDS 
世界で最も売れた携帯型ゲーム機であるニンテンドーDSシリーズは日本 1位、世界２

位の売り上げを誇っている。DSでは老若男女問わないソフト開発を行っており、犬のお
世話や遊びに付き合う「ニンテンドックス」や悩の衰えを改善する「脳を鍛える大人の
DS トレーニング」などおよそゲームらしくないゲームがゲームを忘れていた大人、ある
いはゲームに興味がない大人の購入動機となり、ＤＳの販売が大きく伸びていった。に大
いに貢献した。また、のちに発売された「ニンテンドー３DS」は DS からのアップグレー
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1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー
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ドはもちろん、ゲーム機自体に新しい遊びを作ることで新規層を取り入れることに成功
し、売り上げも好調だった。 
 
４．任天堂の優位性 ソニーとの比較 
任天堂のライバル企業であるソニー・インタラクティブエンタテインメント（以下ソニ

ー）と比較してソニーはグラフィックなどの最先端技術へのこだわりが任天堂と比べて優
れており、半導体の進化がゲーム機の進化をもたらし、グラフィックスが 2 次元から 3次
元へと移行し、これのおかげで、映画やアニメのワンシーンのようなムービーがゲームに
挿入されることが増え、3 次元で描かれたグラフィックスと高音質の音楽は、「ピコピコ
音」に慣れたファミコン世代を魅了した。 
それと比べて任天堂の強みは、常に新しい娯楽の創造を目指し、事業展開として、全世

界のゲーマーに、かつてなかった経験や娯楽を提供することを重視していることである。 
任天堂は今までにない市場を開拓し、ユーザーを集めることで、一般消費者の動向を捉え、
ゲーム本来の楽しさに重きをおくことを決断した任天堂は直感的で容易な操作性や今まで
の遊びとは全く異なる遊びを取り入れることで、ゲームに馴染みのない層の取り組みに成
功した。ゲームを忘れていた、あるいは興味がない大人に向けて、そのきっかけを与えるソ
フトを提供し、ゲーム人口の拡大を図る。その戦略は任天堂の基本戦略となって引き継がれ、
その戦略を補う発想力を携えている。 
 
５．これからのゲーム業界と任天堂 
新型コロナウイルスの流行によって外出を制限された結果、多数の業界は需要が激減し

たが、ゲーム業界は需要が急増した。しかし、ゲーム業界の商品をカテゴリー別でみてい
ると、オンラインプラットフォームの売り上げは伸びている一方で、家庭用ゲーム機の売
り上げは大きくシェアを落としている。このことから、これからのゲーム産業は VR や
AR 機能を使ったゲームを e－スポーツの主に２つが安定して伸びていくと予想した。任天
堂はコロナ禍での自宅待機でニンテンドースイッチやそのソフトの売れ行きが好調だが、
次のハードやソフト開発を任天堂の強みをいかして開発すべきだ。 
その結果任天堂の強みはゲーム＆ウォッチから始まり、枯れた技術の水平思考によって

生み出された発想力からであり、ソニーと比較しても勝っている部分であるとわかった。任
天堂が次々に新しい商品を生み出せるのはそれ自体が任天堂の強みだからと十分と考えら
れる。今後の任天堂の発想力がゲーム業界にどのような影響をあたえるのか期待される。 
 
参考文献  
井上理 任天堂 “驚き”を産む方程式 4版 2006 年 P.307 
糸井重里 岩田聡はこんなことを話していた 2019 年 P.219 
牧野武文 横井軍平ゲーム館「世界の任天堂」を築いた発想力 4版 2015 年 P.248 
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1.はじめに 
２０２１年になり、２０１９年１２月３０日から２０２０年１２月２７日に国内メーカーから発売さ

れた家庭用ゲームのソフト売上ランキングが確定した。１位から１０位の中にある任天堂のソフトは、
６種類ランクインを果たした。また、１位から１０位には、２０１７年に発売された「Nintendo Switch」
で使用できるソフトのため、「Nintendo Switch」の人気が一目で分かる結果となった[1]。 
そこで、この論文では任天堂がなぜこれほどまでにヒット商品を生み出すことができるのかを任天堂

の創業から現在までの歴史を振り返り、競合他社であるソニーと比較しながら考察していく。 
2.任天堂とソニー 
2.1任天堂の歴史概要 
 １８８９年９月２３日に創業、１９４７年１１月２０日に設立する。 
２０１７年３月３日に据置型ゲーム機「Nintendo Switch」を発売する。 
２０１６年７月６日に海外で株式会社ポケモンからゲームアプリ「Pokémon GO」をリリースする[2]。 

2.2ソニーの歴史概要 
１９９３年１１月１６日に、株式会社ソニー・コンピュータエンタテインメントが設立する。 
１９９４年１２月 3 日に、初代の「PlayStation」を発売する。 
２０２０年１１月に「PlayStation5」を発売する[3]。 

3.経営戦略 
3.1任天堂の経営戦略  
 任天堂の経営の基本方針として、ホームエンターテインメントの分野において、健全な企業経営を維
持しながら、新しい娯楽の創造を目指している。事業の展開においては、世界のユーザーへ、今までに
経験したことのない楽しさと面白さを持った娯楽を提供することを最も重視している。また、任天堂の
利益配分に関する基本方針は、会社の成長に必要な研究開発や設備投資などを内部留保で賄うことを原
則としており、将来の経営環境への対応や厳しい競争に勝ち抜くために、財務面での健全性を維持しつ
つ、株主への直接的な利益還元については、各期の利益水準を勘案した配当により実施することを基本
方針としている[4]。 
3.2ソニーの経営戦略  

ソニーは、日々変化する事業環境の中で、SIE(ソニーインタラクティブエンターテインメント)を次の
ステージに推し進めることで、プレイステーションプラットフォームのさらなる進化と、プレイステー
ションに欠くことのできないネットワークが可能にする色々なエンターテインメント体験の加速を可
能にすることを基本方針として掲げている[5]。 
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1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

有田　大地
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任天堂とソニーが成功した理由

63 .任天堂

システム情報学科
福岡教育センター
指導教員 : 坂本　英樹
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4.成功の要因 
4.1任天堂の成功要因 
任天堂は敢えてその最先端技術が枯れるのを待ち続け、量産効果により安くなった「枯れた技術」を

組み合わせの水平思考により新たな利用方法を考えている。つまり、任天堂は「枯れた技術」を組み合
わせて新たな商品価値を生み出すのである。それにより、まだ誰も踏み入れなかった市場の新規開拓を
創り出し、競争者のいない市場で顧客に対して高付加価値低コストを提供する戦略である「ブルーオー
シャン戦略」を行っている。 
4.2ソニーの成功要因  
 ソニーのゲームは、技術力を強みにしており、他社がやらないことややれないことをやるといった価
値観のもとに、差別化戦略を図ってきている。他社が研究開発投資を抑制するなかでも、ソニーは研究
開発投資を惜しまず、高付加価値のゲームを市場へ投入してきた[6]。そして、ソニーはとにかく最先端
の技術を求めて高品質なゲーム機を提供するといった任天堂とは真逆ともいえる戦略を取っている。 
5.結論  
 任天堂が成功した理由は、「枯れた技術」の組み合わせの水平思考によって、まだ誰も踏み入れなかっ
た市場の新規開拓を創り出し、競争者のいない市場で顧客に対して高付加価値低コストを提供する戦略
である「ブルーオーシャン戦略」を行ってきたことが、任天堂がヒット商品を生み出す要因の一つなの
である。 
 ソニーが成功した理由は、他社がやらないことややれないことをやるといった価値観のもとに、「差
別化戦略」を図り、最先端の技術を求めて高品質なゲーム機を提供したことが、ソニーが成功した要因
の一つなのである。 
6.今後のゲーム業界について 
 今後のゲーム業界はグラフィックの進化より、ユーザー体験を意識したものに変わっていくものと思
われる。そのため、ソニーは「VR」に新技術を用いて新しい体験を提供したり、任天堂は「AR」と何
かしらの「枯れた技術」を用いた体験を提供したりするなど、仮想空間上のゲームが伸びていくのでは
ないかと予想している。これからどのようなゲームが生まれて市場に出るのかは分からないが、任天堂
とソニーは、これからもユーザーに驚きと感動を与えてくれるものになることに違いない。 
 
参考文献 
[1] 2020 年ソフト売上ランキング 参照日 2021-06-10 

https://teitengame.com/2020_01.html   
[2] 任天堂株式会社 会社の浴革 参照日 2021-06-11 

https://www.nintendo.co.jp/corporate/history/index.html  
[3]ソニー・インタラクティブエンターテインメント 会社の浴革 参照日 2021-06-14 
 https://www.sony.com/ja/SonyInfo/CorporateInfo/History/company/  
[4]任天堂 社長メッセージ  参考日 2021-06-16 
  https://www.nintendo.co.jp/ir/management/message.html  
[5]ソニーインタラクティブエンターテインメントの新経営体制 参照日 2021-06-19 

https://www.sony.com/ja/SonyInfo/News/Press/201902/19-0212/ 
[6]ソニーの差別化・マーケティング戦略のポイントとは 参照日 2021-6-24 

https://www.shopowner-support.net/glossary/differentiation/sony/  
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ガガンンホホーー・・オオンンラライインン・・エエンンタタテテイイメメンントト  

 
        システム情報学科 

福岡教育センター 
担当教員:坂本 英樹 

                                       1870160 
                                       渕 舜介 
 
1. はじめに 

私たちが普段利用しているスマートフォンアプリは日々進化している。アプリには様々なジャンル
が存在しておりその中でも特にゲームで人気を得たのがガンホー・オンライン・エンターテイメン
ト制作のパズル＆ドラゴンズである。ガンホー・オンライン・エンターテイメントがどのように成
長しこれからの市場でどうしていくのかを考え解説していく。 
 

2. ガンホー・オンライン・エンターテイメントについて 
ガンホー・オンライン・エンターテイメントは現在数々のスマートフォン向けゲームを開発・配
信している。まずガンホーの経営理念を確認していきたい。経営理念は以下の通り。 
「Smile for Everyone「感動と楽しい経験」を提供する」 
である。ここからわかるポイントは、ガンホーの人々はここから分かるポイントは、ガンホーの
人々は「世界中の人々にエンターテインメントを通じて「感動と楽しい経験」を提供することを目
指している」ということである。そのため、世の中に「感動と楽しい経験」を提供できるような新
しいものを生み出せる人、そのようなことを楽しめる人が求められているのである。 
 

3. パズドラがヒットした要因は何か 
 まずパズル＆ドラゴンズは、ガンホー・オンライン・エンターテイメントから配信されている

ISO・Andoroid・タブレット用ゲームアプリ。略称はパズドラである。ジャンルは、RPG とパズ
ルゲームを融合させたパズル RPG。プレイヤーキャラクターは持たず、RPG 的な要素はモンスタ
ーの収集と育成、ストーリーが付随するダンジョンなどである。プレイヤーは最大 6 体のモンスタ
ーで構成されるパーティを編成しダンジョンへ潜入、パズルドロップを消すことによって敵モンス
ターを攻撃しダンジョンクリアを目指す。プレイヤーが使用できるモンスターは敵モンスターを倒
した際の一定確率によるドロップ、ガチャ、関連グッズや雑誌などの特典などによって入手する。
ゲーム自体は無料配信されているが、コンテニューやスタミナ回復、レアガチャや使用可能モンス
ターの上限の拡張などに必要な「魔法石」が有料というアイテム課金となっている。 
このようなその時のアプリゲームにはないようなシステムを作ることでそこに注目が集まりヒット
したのではないかと考える。 
 
 
 

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

渕　　舜介
1 8 7 0 1 6 0

64 .ガンホー・ オンライン・ エンタテイメント

システム情報学科
福岡教育センター
指導教員 : 坂本　英樹
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4. 他のビジネスモデルの他社との比較 
 まずガンホー・オンライン・エンターテイメントのビジネスモデルは、「新規価値の創造であ
り、人々の生活習慣すら変えてしまうような、これまでに無い体験を提供していける存在でありた
いと考えています。そのため、面白さに徹底してこだわった新しいユーザー体験を提供していける
よう、新規タイトルの開発に取り組んでいます。 また、これまでは主に日本市場への配信を中心
としたゲーム開発を行っていました。しかし、日本への配信後に海外展開を行うと海外展開に時間
を要するだけでなく、地域によって好まれるゲームも様々なため、幅広い地域で受け入れられるサ
ービスを提供することは容易ではありません。そのため、ゲーム開発の段階から日本だけでなくグ
ローバルに配信することを見据えてゲーム開発を行い、スマートフォン向けのみならず、家庭用ゲ
ーム機や PC向けゲームも含め、マルチプラットフォームへ展開してまいります。」とある。これら
のことからガンホー・オンライン・エンターテイメントは開発段階から日本だけに留まらず世界へ
向けたゲームの開発をしているということである。実際に 2021 年になってグローバル向けにアプ
リ開発をしそれを配信しているのである。 
任天堂はプラットフォームやハードウェアにも力を入れており、時代の環境に合わせたゲーム作

りを常にしており臨機応変に対応しているのである。常に新しい価値そして任天堂でのキャラクタ
ーづくりなどにも挑戦し続けているのである。 

DeNA はゲーム事業だけでなくスポーツ事業やＡＩ様々な点に力を入れておりモバイルゲームだ
けでなく複数の分野にも視野を置いている。このように任天堂や DeNA との違いはゲームのハード
ウェアを販売しているのに対しガンホー・オンライン・エンターテイメントはアプリ配信などでの
ビジネスモデルを構築しているのである。 

5. 成長するための今後の事業 
これはガンホー・オンライン・エンターテイメントのビジネスモデルにあったように、ゲーム開

発の段階から日本だけでなくグローバルに配信することを見据えてゲーム開発を行い、スマートフ
ォン向けのみならず、家庭用ゲーム機や PC 向けゲームも含め、マルチプラットフォームへ展開し
ていくということを継続して行っていくのが大事なのだと考える。これからもこのようにグローバ
ル展開やマルチプラットフォームへの展開そして挑戦し続けることが大事であると考えるのであ
る。そして他社とのビジネスモデルで比較したように、任天堂のようにハードウェアや自社のキャ
ラクターなどを実際に制作しこれをグローバルに発表していくことでまた成長するのではないかと
考える。そして DeNA のようにスポーツやゲーム以外へのビジネスを展開していくことによって幅
広い層の獲得にもつながりゲーム事業も盛り上がってくるのではないかと考えている。 

 
 参考文献 
[1] 【ガンホー・オンライン・エンターテイメント株式会社ホームぺージ】 
http://www.gungho.co.jp/ (2021 9/24) 
[2] 【パズドラ大ヒットの理由は？海外進出も HUFFPOST 】 
https://www.huffingtonpost.jp/2013/07/29/pazudora_n_3668746.html(2021 9/24) 

[3] 【あなたはなぜパズドラにはまったのか？ソーシャルゲームの作り手が明かす舞台裏】 
著者 鈴屋二代目・井原歩・斎藤大樹 出版社 双葉社 初版発行 2014 年 8 月 24日 
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ソフトバンク 
ソフトバンクの経営戦略と通信業界 

 
 
 

システム情報学科 
福岡教育センター 
指導教員：坂本英樹 

 
1870165 
岩本昂大 

 
 
1 研究の背景について 
私がソフトバンクの経営について研究を行った背景は 5G や移動通信事業者の新規参入が増え競争が

激化する中でソフトバンクはどのような経営をしていくのか興味を持ったからである。 
 本研究はソフトバンクの経営戦略や通信業界についてどのように変化していくのかを研究するのが
目的である。 
 
2 ソフトバンクという企業について 
ソフトバンク株式会社は２０２１年現在創業４２年の企業である。 

「情報革命で人々を幸せに」を理念に掲げて４０年、世間の耳目を集める大型 M&A で 1995 年にジフ・
デービス・パブリッシングや 2006 年にはボーダフォン株式会社などを大胆に取り入れた経営戦略が功
を奏してソフトバンクは急成長を遂げ、日本を代表する企業グループを形成するまでになった。ソフト
バンクは今まで数々の M＆A を行っており、最初に大きく投資して大きなリターンを得る挑戦的な戦略
が特徴である。 
 
3 ソフトバンクの提供するサービスと他の通信事業者のサービスの違い 
ソフトバンクとその他大手二社が提供するサービスに大きな違いはなく料金も同じデータ使用量なら
料金に大きな変化はなく横並びの状態である。楽天モバイルは他の通信事業者と比べても容量制限もな
く低価格なプランを提供している。このようなプランを提供できる理由は専用の通信設備を導入せず汎
用機でネットワークの完全仮想化を実現した点である。 
 
4 大手三社の新ブランドとその比較 
 世界的にも割高と言われる日本の携帯料金がクローズアップされたことにより国からの指摘を受け
移動通信事業者各社では料金の見直しに着手した。三社の新ブランドは三社とも基本料金が安く楽天モ
バイルに迫る低価格である。楽天モバイルと異なるところは 20GB を超えてしまうと通信制限がかかっ
てしまうことである。 
 
5 ソフトバンクの経営競争について 

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

岩本　昂大
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ソフトバンクの経営戦略と通信業界

65 .ソフトバンク

システム情報学科
福岡教育センター
指導教員 : 坂本　英樹
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 ソフトバンクは先ほど述べたように通信事業者としてはシェア率も多くなく、新ブランドでもシェア
率を上げるには厳しい状況である。なので通信事業者を主軸にするよりほかの事業へ転身をすることが
予想される。ソフトバンクの強みとしては、挑戦的な姿勢である。 
数々の M＆A や paypay の「１００億円あげちゃうキャンペーン」などで最初に大きな投資をして利益
をつかんでいくという挑戦的な経営方針は他の通信事業者にはない大きな強みである 
 
6 携帯電話サービス並びに関連するビジネスはどのように進化していくのか 
 これからのビジネスは更なる携帯電話料金の値下げや５G を中心としたサービスが広がっていくだ
ろう。ここではこれからのビジネスの可能性、５G や lot の進化やそれに伴うビ 
ジネスの発展について言及している。 
 
7 結論 
ソフトバンクは国内でのシェア率は 3位であり、現状トップであるドコモとは大きな差が開いている。

新ブランドで対抗するも楽天モバイルは大きくシェアを伸ばしておりドコモや楽天モバイルと戦うに
は決定打に欠ける。しかしソフトバンクは持ち前の挑戦的な姿勢で通信事業者ではなく投資会社に転身
を図ることにより経営競争を戦っていく方針である。 

 
参考文献 
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ソフトバンク大型 M＆Aの歴史 
（参照 2021-6-30） 
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ソフトバンクモバイル公式サイト（参照 2021-8-20） 
https://www.softbank.jp/mobile/network/area/map/ 
楽天モバイル公式サイト（参照 2021-8-20） 
https://network.mobile.rakuten.co.jp 
linemo公式サイト（参照 2021-8-21） 
https://www.linemo.jp/ 
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https://povo.au.com/spec/ 
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ガンホー・オンライン・エンターテイメント 
 

                                 システム情報学科 
                                 新潟教育センター 

                                   指導教員：坂本 英樹 
1870237 
石川 莉来 

11．． 研研究究のの背背景景とと目目的的  
この研究を通して理解を深めるとともに、ガンホー・オンライン・エンターテイメントを筆頭とする

スマートフォンアプリ業界の成功に至った経緯について明確にしたいと考え、取り組むに至った。 
本論では、なぜガンホー・オンライン・エンターテイメントの事業がここまで成長したのか、具体的

には、どのような活動をしてきた結果として、どのような成果を上げたのかなどを明らかにしていく。
また、今後どのような事業展開が予想・期待されていくかについて論じていく。 

 
22．． ガガンンホホーー・・オオンンラライインン・・エエンンタターーテテイイメメンントトににつついいてて  
22--11..  ガガンンホホーー・・オオンンラライインン・・エエンンタターーテテイイメメンントトのの歴歴史史  

1998 年、社名は現在のガンホー・オンライン・エンターテイメントではなく、オンセール株式会社と
してネットオークションサイト事業に注力していた。 

2002年、社名をガンホー・オンライン・エンターテイメントに変更し、「ラグナロクオンライン」の
国内運営権を取得する。 

2012年、「パズル＆ドラゴンズ」（以下、パズドラ）をリリースした。パズドラは、2012 年 1月-12月
売上高が前年比 2.7 倍増の 258 億円に、営業利益は 7.9 倍増の 92 億円になったようにモバイル部門の
売り上げが PC 部門を上回る大ヒットとなった。 
ここから、ガンホー・オンライン・エンターテイメントは積極的に、「パズドラ」を中心としたアプリ

ケーション開発を行っていく。 
  
22--22..  ガガンンホホーー・・オオンンラライインン・・エエンンタターーテテイイメメンントトののココンンセセププトト  
 ガンホー・オンライン・エンターテイメントは、KPI （重要業績評価指標）として MAU数(Monthly 
Active User：月に 1 回以上ゲームにログインしている利用者)を掲げており、MAUを維持・拡大させる
ことが、長期的なゲームブランドを構築し、ガンホー・オンライン・エンターテイメントの成長や収益
に大きく貢献し、「既存価値の最大化」につながるとして MAUを重視している。 
 
33．． ガガンンホホーー・・オオンンラライインン・・エエンンタターーテテイイメメンントトののビビジジネネススモモデデルル  
 ガンホー・オンライン・エンターテイメントは「フリーミアム」というビジネス戦略をスマートフォ
ンアプリに取り入れている。フリーミアムとは、「フリー（無料）」と「プレミアム（割増）」の二つの言
葉を合わせてできた造語である。フリーミアム戦略では、基本的に無料で扱うことのできる製品やサー
ビスを提供しながら、さらに便利な上位機能にお金を払うことで無料よりも質の高い機能やサービスを
解放できる。これは、基本は無料で提供していながら、一部の顧客やユーザからの課金によって収益を
上げていくという手法である。例として、この戦略をパズドラの「魔法石購入」というもので取り入れ
ており、魔法石というゲーム内アイテムを購入し使用することにより、一定期間のダンジョン潜入回数

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

石川　莉来
1 8 7 0 2 3 7

66 .ガンホー・ オンライン・ エンタテイメント

システム情報学科
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の増加や、レアキャラクターの獲得の効率化を図ることが可能となる。 
 
44．． パパズズドドララのの成成功功要要因因  
パズドラは無料で手軽に遊ぶことができ、直接スマートフォンの画面をタッチしたり、スライドして

動かしたりするといった、当時では画期的な遊び方や直感的な操作感が人々の間でマッチし、成功に導
いたのである。ちょっとしたスキマ時間や、通勤電車の中でもスマートフォン 1 つで遊ぶことができる
ため、場所や時間にとらわれないという強みを持っていた。 
 また、人気を博している嵐をコマーシャルに起用している点も成功要因として挙げられる。特に二宮
和也氏自身がイメージキャラクターを演じる「パズドラ党」というコマーシャルは、二宮和也氏がパズ
ドラで明るい日本を目指す新政党「パズドラ党」を結成し選挙に出馬するといった内容となっており、
物語チックでパズドラの良さをアピールする画期的で面白いコマーシャルとなっている。嵐自体の人気
も高いため、宣伝効果は絶大であるといえる。 

 
55．． 今今後後のの事事業業展展開開  
長期的展開を視野に入れたゲームのブランド力の向上を目指し、スマートフォン向けゲームのみなら

ず、さまざまなプラットフォームでのパズドラタイトルの実装や、アニメ、キャラクターグッズ、コミ
ック、イベントの開催などを多角的に展開していく既存価値の最大化や、「ラグナロクオンライン」や
「パズドラ」で培った開発・運営ノウハウを活かし、「直観的」「革新的」「魅力的」「継続的」「演出的」
といった開発 5 原則を基盤にした、さまざまなプラットフォームに向けての新規価値の創造が期待でき
る。 

 
66．． 結結論論  
ガンホー・オンライン・エンターテイメントはスマートフォンアプリケーション市場を牽引する存在

になった。その背景には画期的な操作性・アイデアに加え、フリーミアム戦略という運営体系の在り方
を浸透させたパズドラの力が働いており、大きいものだと判断した。そして、長い運営の結果、MAU も
減少する傾向になる可能性も捨て切れず、今後の事業展開の流れにより、パズドラの命運が決まるとい
っても過言ではないといえる。 
このような結果から、私は、普段では知りえることのなかったガンホー・オンライン・エンターテイ

メントの歴史や事業戦略などをこの研究を通して深く理解することができ、達成感を覚えている。 
 
参考文献 
【1】 ガンホー・オンライン・エンターテイメント株式会社公式ホームページ。 

https://www.gungho.co.jp  (2021年 7月 9 日) 
【2】 ガンホー・オンライン・エンターテイメント Wikipedia。 

https://w.wiki/3zuY (2021 年 7月 9日) 
【3】 第 24 期定時株主総会招集ご通知。 

https://ssl4.eir-parts.net/doc/3765/ir_material1/155842/00.pdf  (2021 年 9月 2日) 
【4】 2012年 12 月期 決算説明資料。 

https://ssl4.eir-parts.net/doc/3765/ir_material_for_fiscal_ym/38740/00.pdf（2021 年 9月 8日） 
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ガンホー・オンライン・エンタテイメント 
 

担当教員名 
坂本 英樹 

        大阪教育センター 
        正科生 B 
                                柴崎 拓也 
 
1.研究の背景と目的 
 パズドラを選んだ目的は、普段からプレイしていてパズドラが人気の秘密を知りたくて
論文にまとめたいと考えたからだ。普段から何故人気が続いているのかを書き起こしてい
く。9 年経った現在でもスマートフォンゲームのパズドラは人気の秘密は何処にあるか明ら
かにする。任天堂・DeNAのビジネスモデルと比較して違いを述べ、ガンホーオンラインエ
ンタテイメントの今後の展開を述べていくことを目的に進める。 
 
2.パズドラ、任天堂・DeNA とは 
 ガンホーオンラインエンタテイメントで代表なスマホゲームアプリ、パズドラが 2012 年
2 月に初めてリリースされた。パズドラのゲームはモンスターを育てながら相手モンスター
を倒して物語を進めて行くゲームである。同じ色のドロップを縦・横どちらか３つ以上揃え
て消してダンジョンを進める。ルールも難しくないので手軽に遊べる。パズドラのゲームは
３DS でも発売された。 
 任天堂のゲームは主に家庭用の物が多い。DS(3DS)は基本的に 1 台で遊ぶときは 1 人で
楽しむことになるが、対戦になると友達や家族と一緒に楽しむために複数のゲーム機器を
用いて行うシーンが多い。Wii はテレビ画面でプレイするゲームでリモコンの操作で遊ぶ。
マリオやどうぶつの森など幅広いゲームがあり、家族でプレイしたりできるゲームである。 
最近のゲーム機器の Nintendo Switch 本体と Lite がある。大きな違いとしてはテレビゲー
ム機能があるかどうかである。 
 DeNA はモバイル開発・配信に力を入れている企業である。パズル＆ドラゴンズと同じ
ようにスマートフォンアプリのゲームで種類も様々ある。それは逆転オセロニアだ。普通の
オセロと同じでゲームを進めて、キャラクターのスキルも使いながらゲームが出来るのが
魅力的である。 
 
3.パズル＆ドラゴンズの人気の秘密 
 人気の秘密は単純なゲームであると考えられる。難しくもないので覚えやすい。RPG 要
素があるので更に面白さが上がっている。2 つ目は無課金で長く遊べることだ。ログインボ
ーナスで大量の魔法石がもらえると基本的に課金する必要がないのだ。3 つ目は運にあたる。

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

柴崎　拓也
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67 .ガンホー・ オンライン・ エンタテイメント

システム情報学科
大阪教育センター
指導教員 : 坂本　英樹
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特に運になったのはリリース時期がスマートフォンの急激に浸透する時期と重なったこと
にあるのだ。テレビ CM でパズル＆ドラゴンズを宣伝しているのは見かけるが、現在まで
人気になるのは考えられなかった。 
 
4.ガンホーオンライエンタテイメント・任天堂・DeNAのビジネスモデル 
 ガンホーオンラインエンタテイメントはスマホアプリ、コンシューマゲーム、PCオンラ
インゲームの３つである。スマホアプリはパズドラやサモンズボードなど様々なスマホア
プリが開発されている。有名なパズドラはほとんどの消費者がプレイしている。ガンホーオ
ンラインエンタテイメントはインターネットを介したゲームが多い。 
 任天堂のビジネスモデルとしては娯楽を楽しむためのゲーム機器で商売をすることであ
る。任天堂のゲーム機器として DS・3DS・Wii・Nintendo Switchが学生でも馴染みのある
ゲーム機器である。任天堂はゲーム機器を購入すれば自動的に何かのゲームソフトを購入
して消費者に楽しんでもらうのを目的にしている。 
 DeNA のビジネスモデルとしては、「Mobage(モバゲー)」を中心に力を入れている。モバ
ゲーとは１０００種類以上のゲームや小説・占いなどエンタテイメントや日記・サークルな
どといったコミュニティ機能を中心にスマートフォンで楽しめるゲームプラットフォーム
である。例を挙げると「HUNTER×HUNTER」がある。 
 
5.ガンホーオンラインエンタテイメント・任天堂・DeNA のビジネスモデルの違い 
ガンホーオンラインエンタテイメントは複数のビジネスモデルを行っているところである。
スマートフォン・コンシューマゲーム・PC オンラインゲームの 3 種類が主に力を入れてお
り、多種類のゲームを楽しんでもらえるようなビジネスモデルであると考えられるのだ。 
 任天堂の場合はスマートフォンや PC ゲームよりは家庭用のゲーム機器を中心にビジネ
スモデルを行っている。任天堂はスマートフォンと違い、家族や友人で楽しむことを目的に
ゲーム機器を作成し、ゲーム機器と一緒にゲームソフトを購入するという狙いがあるのだ。 
 DeNAは「Mobage」のゲームが主に力を入れているのだ。ガンホーオンラインエンタテイ
メントも PC オンラインにも力を入れていますが、DeNA は専門的に力を入れているので
ある。また、「Mobage」と同じ PC オンラインの「AndApp」にも力を入れている。 
 
6.ガンホーオンラインエンタテイメントの今後活躍について 
 ガンホーオンラインエンタテイメントの今後活躍していくには、スマートフォン・コンシ
ューマゲーム・PCオンラインゲームでも様々な形態で活躍しているが、ゲームの種類が少
ないから増やしていくべきである。スマートフォンゲーム・コンシューマゲーム・PC オン
ラインゲームもそれぞれ 10 種類のゲームがなく、PC オンラインゲームは 1 種類しか存在
しない。ゲームの品質は１つ１つ良く、長くプレイ出来るのでゲームの種類を増やしていけ
ば、活躍していくのではないかと考える。 
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参考資料 
・パズドラ関連の資料 
https://game2i.com/pazudora.html ← パズドラの公式サイトの URL 
2021 年 4 月 26 日９時 21 分 11 秒 
https://enjoy.sso.biglobe.ne.jp/archives/puzzle_dragons/ ← パズドラのゲーム特徴 
2021 年 4 月 26 日 9 時 37 分 35 秒 
https://post.gamer2.jp/gm-20007/ ← パズドラのゲーム特徴 
2021 年 4 月 26 日 10 時 2 分 44 秒 
https://strainer.jp/companies/946→パズドラのビジネスモデル 
2021 年 4 月 27 日 9 時 32 分 17 秒 
https://game2i.com/pazudora.html        ←人気の秘密 
2021 年 4 月 27 日 9 時 55 分 29 秒 
https://teawithlemon27.com/game-21-2168 ← 人気の秘密 
2021 年 4 月 28 日 9 時 22 分 08 秒 
https://www.mag2.com/p/news/207530    ← 人気の秘密 
2021 年 4 月 28 日 10 時 11 分 12 秒 
https://ameblo.jp/dennou-nao2/entry-
11480018795.html?ei=Edj9UcfuKKTmiwKyh4HICA&sa=U&usg=AFQjCNEWkxtl8o3fI5L
Qal8TBcsluKybJw&ved=0CI4BEBYwIw ← 人気の秘密 
2021 年 4 月 30 日 9 時 17 分 36 秒 
https://toyokeizai.net/articles/-/13026?page=3 ← 人気の秘密 
2021 年 4 月 30 日 10 時 7 分 41 秒 
https://www.huffingtonpost.jp/2013/07/29/pazudora_n_3668746.html ← 人気の秘密 
2021 年 4 月 30 日 10 時 41 分 18 秒 
https://news.livedoor.com/article/detail/11646977/ ← 人気の秘密 
2021 年 5 月 7 日 9 時 22 分４７秒 
https://diamond.jp/articles/-/37257?page=7 ← 人気の秘密 
2021 年 5 月７日 9 時 47 分 32 秒 
https://artroot.jp/article/201402240/2 ← 人気の秘密 
2021 年 5 月 10 日 9 時 20 分 53 秒 
https://biz-journal.jp/2013/06/post_2400_2.html ← 人気の秘密 
2021 年 5 月 11 日 9 時 37 分 21 秒 
・任天堂と DeNA 関連の資料 
https://nomad-journal.jp/archives/492  ←2021 年 12 月 13 日 8 時 11 分 06 秒 
https://diamond.jp/articles/-/70641?page=3  ←2021 年 12 月 13 日 8 時 11 分 44 秒 
https://logmi.jp/business/articles/44106  ←2021 年 12 月 13 日 8 時 13 分 12 秒 
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・任天堂のビジネスモデル関連の資料 
https://www.sankei.com/west/news/150514/wst1505140002-n3.html ←2021 年 12 月 13
日 8時 16 分 18秒 
https://strainer.jp/companies/2729  ←2021 年 12 月 13 日 8時 17 分 02 秒 
https://www.keiei123.info/entry/2017/05/27/050000  ←2021 年 12 月 13 日 8 時 17 分
33 秒 
https://takapi-blog.jp/nintendo-sumahogame/ ←2021 年 12 月 13 日 8時 18分 15 秒 
・DeNA のビジネスモデル関連の資料 
https://venturecapital.typepad.jp/bunseki/dena/ ←2021 年 12 月 13 日 8時 20分 20 秒 
https://type.career-agent.jp/knowhow/industry/corp/dena_interview.html  ←2021年 12
月 13日 8時 22分 27 秒 
https://strainer.jp/companies/357  ←2021 年 12 月 13 日 8時 25 分 11 秒 
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楽天の経営戦略と今後の展望 
システム情報学科 
北九州教育センター 
指導教員・坂本 英樹 

1870254 
藤野 那弥 

 
１・研究の背景・目的 

2021 年現在、コロナウイルスの影響により外出自粛が促され、デジタルによるサービス
提供が今まで以上に拡大している。 
本稿では国内のインターネットショッピングサービスの代表会社である楽天に焦点を当

て、楽天が長期化するコロナ禍において何故売上を伸ばす事が可能なのかという点を分析
し、競合他社との比較を行った上で今後の楽天の在り方について考察する。 
 
２・関連研究 
慶應義塾大学大学院・経営管理研究科・磯部研究会では、日本の EC 業界における典型的

な企業としての楽天と Amazon を事例にして、ビジネスモデルの形成と展開を通して両社
の成長戦略を比較している。私はこれを参考に楽天を競合他社と比較し、それぞれの企業の
経営手法を紐解き、楽天が今後発展していく上で取り入れる要素を考察していく事にする。 

 
3・楽天の歴史 
楽天は現在多くのユーザーの支持を集めているが、勿論創業し始めからそうではない。楽

天の歴史を調べる事で、経営戦略の移り変わりやビジネスモデルの形成を見る事が出来た。
今の楽天が大きく成長する事が出来たのは深慮遠謀な経営陣の手腕によるものだと言える。 

 
4・楽天とコロナ禍 

2021 年現在のコロナウイルスの猛威によって経済は全体的に落ち込んでいる。しかし楽
天の 2021 年度第 2 四半期決算ハイライトを見ると、グループ売上収益は第 2四半期として
過去最高額(前年同期比 8%増)を記録している。何故このコロナ禍において売上を伸ばす事
が出来るのか、その経営戦略について調べた所、巣ごもりの傾向にあるユーザーへのサービ
ス利用を促す工夫がされていた。 

 
5・競合他社との比較 
今回は楽天市場と同じ EC 事業を運営している｢Amazon｣と｢Yahoo！ショッピング｣の経

営戦略と各社のアプリについて比較を行った。 
Amazon は小売型の経営手法なので常にユーザー目線での物事の考え方をする事で売上

を伸ばすことに成功している。 

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

藤野　那弥
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また Amazon のアプリの視聴数の多さが若い男性に偏ってる点について、アプリのデザ
インや男性脳と女性脳の違いから独自の見解を述べた。 

Yahoo！ショッピングは楽天とビジネスモデルが酷似しているが、出店料が無料という強
みを生かして出店数を伸ばしている。出店料が無料という点を容易に真似しない楽天に疑
問を持った為、メリットとデメリットを考察した。 

 
6・まとめと考察 
楽天は今後も楽天経済圏を拡大していく為、ユーザーよりも企業や出店者への事情を優

先する機会が増える事だろう。しかし今よりも利用者目線に立って企業の今後を見据える
事こそが、重要性が高いと私は結論付ける。 

 
7・参考資料 
・楽天とアマゾンの成長戦略の比較(2016) … 
https://core.ac.uk/download/pdf/145798755.pdf(2021 年 8 月 2 日) 
・楽天ホームページ(企業情報)…https://corp.rakuten.co.jp/about/(2021年 8 月 2日) 
・坂本英樹(2007)「ここから始める経営学」千倉書房 pp250-256 
・デジタルアーツ「日本におけるインターネットの歴史」… 
https://www.daj.jp/history/internet/(2021 年 8月 3 日) 
・日経 XTECH「楽天市場の出店料金が従量制に」(2002) … 
https://xtech.nikkei.com/it/free/NNB/NEWS/20020222/1/(2021年 8 月 3 日) 
・楽天トラベル(「楽天トラベル」の新型コロナウイルス感染症防止対策 
レスキューホテルプロジェクト)(2020) … 
https://travel.rakuten.co.jp/info/rescuehotel/(2021 年 8月２日) 
・文教大学学術リポジトリ(2012) … 
https://bunkyo.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=repository_view_m
ain_item_detail&item_id=6025&item_no=1&page_id=29&block_id=40(2021年 9月 12 日) 
・ディップ株式会社「よくある８個のビジネスモデルについてまとめてみた」(2018)… 
https://www.wantedly.com/companies/dip/post_articles/117106(2022 年 8月１日) 
・｢アマゾン｣の利用者数は 5004 万人(2019)… 
https://netshop.impress.co.jp/node/6600(2021 年 8 月１日) 
・産経新聞「どれだけ違う？女性脳と男性脳 会社で受け身の女性「やる気がない」ではな
い」(2017)…https://www.sankei.com/article/20170116- 
NLD2737H5BJWFIGQE76Y6JXTZA/?outputType=amp(2021 年 9 月 15 日) 
・楽天市場への出店・開業案内  ( 他社ショッピングサイトとの違い ) …
https://www.rakuten.co.jp/ec/compare/(2021 年 9月 15 日) 
・進撃の YAHOO！JAPAN E コマース事業を解剖！(2020)… 
https://note.com/ayanapeace/n/nd80d00debecc#6cvpQ(2021 年 9 月 15 日) 
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LVMH に学ぶブランド価値の維持と向上の⽅法 
システム情報学科 
⿅児島教育センター 

１８７０２６１  指導教員：坂本 英樹 
福⽥ 要 

１１．．  序序論論 
 2020 年、コロナの影響でビジネスシーンは⼤打撃を受けた。その中でも、ホテル、飲⾷店、アパレ
ル等の店舗を構える形態の業種は打撃が想像以上に⼤きく、全国的にも昔からの有名店や⼈気店も、
軒並み閉店を余儀なくされている状況である。今回はそのなかでも「アパレル業界」さらに「⾼級フ
ァッションブランド」に絞って本⽂を書き進めていく。全世界の⾼級ファッションブランド品市場に
おいて、規模と売上⾯で絶対的地位を占めているコングロマリットの代表的な企業である LVMH 社の
事例研究を通じて、コロナ禍で売上を伸ばす経営⽅法を調査し、LVMH のブランド価値の維持、向上
の⽅法について考察する。 
 
２２．．市市場場調調査査  
 LVMH は特別なブランドの集合体で各ブランドは伝統を守ると同時に現代的な側⾯もあわせ持ち、
ユニークな洗練された製品を⽣み出している。LVMH の代表的なブランドにルイ・ヴィトンがある。
ルイ・ヴィトンはモノが売れない時代に、売れるモノを売ることができている。それは、ただ製品を
提供しているだけでなく、顧客の購⼊したい気持ちをくすぐるさまざまな⼯夫があってこそなし得る
ことが出来ている。普及品の市場と⾼級品の市場で影響度合が異なるが、物の販売にはブランド⼒が
影響する。「ブランド」とは、単に所有権を⽰し、⽣産者を識別するためのものではなく競合との差別
化をし、さらには消費者の購買決定に影響を与えるものだ。消費者はブランドが信⽤できるものかど
うかで購買決定する傾向が強まり、ブランドの重要性はますます⼤きくなっている。 
 
３３．．LLVVMMHH のの戦戦略略ととココロロナナ  
 LVMH はモエ・ヘネシーとルイ・ヴィトンによる共同経営で開始された。他にも FENDI、
LOEVE、Berluti など、著名なブランドが傘下に加わり、今の LVMH は 75 のブランドを抱える巨⼤
コングロマリットとしてポートフォリオマネジメントを実践している。ポートフォリオマネジメント
とは、複数のブランドを持ち、それぞれの得意分野を持つ事で、財務的にも商品的にも安定化を図る
戦略とされている。堅実な売上と利益をもたらすワインスピリット分野とファッション分野によって
LVMH のポートフォリオマネジメントを可能にしている。コロナ禍の現在、アパレルファッション業
界は⻑期化する新型コロナの影響を⼤いに受けている。LVMH のファッション分野であるルイ・ヴィ
トンは、コロナ禍でも商品の⾼い質と変わらぬブランド価値、そして強気な戦略で総売上の向上を成
し得ることが出来た。多くのアパレルブランドが EC に⼒を⼊れる中、コロナ禍前のルイヴィトンは
EC に積極的ではなかった。しかし、ルイ・ヴィトンも、中国第 2 位の EC 企業 JD ドットコムと提携
し、EC に⼒を⼊れ始めた。 
  

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

福田　　要
1 8 7 0 2 6 1

69 .  LVMHに学ぶブランド価値の維持と向上の方法

システム情報学科
鹿児島教育センター
指導教員 : 坂本　英樹
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 2 

４４．．ココロロナナ禍禍でで売売りり上上げげをを伸伸ばばすすブブラランンドドのの戦戦略略  
 変異ウイルスの流⾏や災害など緊急事態に追い込まれても、ダメージを最⼩限に抑えるにはどのよ
うな戦略が必要か。EC サイトの売上の向上が⾒込めるのであれば「実店舗を閉店し、EC のみに集中
した経営を⾏うべきである」と仮説(1)を⽴てて、分析をする。EC やオンライン販売のメリットやデ
メリットと実店舗のメリットやデメリットを⽐較し、EC のデメリットと実店舗のメリットの部分は
IT 技術やマーケティング、分析によって補うことができることが分かった。仮説(1)の分析結果は、実
店舗を閉店し、EC やオンライン販売に集中した経営をするべきである。 

LVMH は、新たな業界に参⼊し経営の軸を変更するために、「新たにアウトドアレジャー業界に参⼊
することが、さらなる売上の上昇につながる」と仮説(2)を⽴てる。ファッション業界はコロナ禍の影
響で売り上げが下がっている。コロナ禍によるダメージに加え、近年の⾼級ブランド品離れにより、
LVMH のファッションラグジュアリー部⾨の将来性がないと考える。LVMH はファッションなど⼀分
野に⽌まらず、家具から⾷器・雑貨まで、そのフィールドを⽣活全般に広げるためホテル業界に進出
しているが、コロナの影響により⼤きなダメージを受けている。これを打開するために、ホテル業界
のようにブランドフィールドを⽣活全般に広げることができ、かつコロナ禍で注⽬を集めているアウ
トドアレジャー業界に新たに参⼊するべきである。10 年前と⽐べ、世界中のアウトドアの市場規模は
７割、⽇本は５割増加している。キャンプ⼈⼝や Google などの検索エンジンでの検索数は、じわじわ
と増え続けているので、キャンプ⼈⼝が急減することはない。よってアウトドアレジャー⽤品の安定
した売上拡⼤と仮説(2)の実現が⾒込めると分析する。 
 
５５．．結結論論  
 本研究では、コロナ禍による LVMH の危機を脱却し、さらなる売上上昇を⽬指すためには LVMH
はどのような戦略を取るべきか研究を⾏ってきた。２章では、LVMH の魅了と歴史に迫り、ファッシ
ョン分野のルイ・ヴィトンの経営⽅法から LVMH の戦略を読みとった。3 章では、LVMH の戦略とコ
ロナ禍の経営状況についてまとめた。4 章では、２章と３章を踏まえ、LVMH の経営戦略とコロナ禍
の経営状況を取り上げ、コロナ禍で売り上げを伸ばすブランドの戦略について２つの仮説・分析を基
に明らかにした。２つの分析結果を合わせ、EC・オンラインショップのみの経営⽅針をとり、経営の
軸をファッション分野からアウトドアレジャー分野に変更することが、コロナ禍による LVMH の危機
を脱却し、さらなる売上が上昇する戦略であると結論づける。 
 
参参考考⽂⽂献献  
[1]ユーフォー「LVMH グループの財務諸表分析」 

https://bunsekizaimu.com/lvmh1/( 2021/07/29)。 

[2]TIANWEI ZHANG 訳・井⼝恭⼦「ルイ・ヴィトン 、中国第⼆位の EC 企業 JD ドットコムと連携」 

hhttttppss::////wwwwww..wwwwddjjaappaann..ccoomm//aarrttiicclleess//11220055004433( 2021/07/29)。  

[3] WILL WORKS「アパレル業界の将来性はあるのか？業界の現在値と未来予想図」 

https://willworks.tokyo/ff/1938/( 2021/07/29)。 

[4]業界動向 SEARCH.COM「アウトドア⽤品の業界」 

https://gyokai-search.com/3-outdoor.html( 2021/07/29)。  
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セセブブンンイイレレブブンン・・ジジャャパパンン  

  

システム情報学科 
広島教育センター 
指導教員：坂本 英樹 

1870297 
中村 知加子 

11.. ははじじめめにに  

年中無休かつ24時間営業があたりまえになっているコンビニエンスストアではあるが、一般的な大

手コンビニストアでは、大きく分けて2種類の経営形態があることをご存じだろうか。コンビニの運

営会社に勤める正社員が派遣されて運営する直営店舗と、コンビニエンスストアを経営したい一般人

がオーナーとなって、会社とフランチャイズ契約を交わし、運営するフランチャイズ加盟店がある。

その中でもフランチャイズ契約について、数年前から現在に至るまで、さまざまな問題が発生してい

る。 

本論文では、コンビニエンスストア業界内で1位の売上高とシェア率を誇っており、最近コンビニ

本部とフランチャイズ加盟店の間で大きな問題となった、セブンイレブン・ジャパンのフランチャイ

ズ契約について詳しく述べる。 

22.. フフラランンチチャャイイズズ契契約約ととはは  

フランチャイズ契約とは、コンビニ本部とオーナー間で交わされる対等な契約である。コンビニ本

部側は、オーナー側に自社の商標等などの使用を許可する。オーナー側は、以上の契約内容への対価

としてロイヤリティ等の金銭による支払いを行う。以上のことを契約が続く限り行う、持続的な契約

であると本論文では定義する。 

本章では複雑なフランチャイズ契約の仕組みについて、メリットデメリットを踏まえながら詳しく

述べる。 

33.. フフラランンチチャャイイズズ契契約約ににおおけけるる問問題題点点  

フランチャイズ契約のシステムの肝は、ロイヤリティにある。セブンイレブン・ジャパンのセブン

イレブン・チャージと称するロイヤリティの計上方法は、純利益ではなく売上総利益にロイヤリティ

の倍率を掛ける方式で算出させる。売上総利益とは、売上高から売上原価を引いたものである。つま

り、売り上げた額縁通りの金額から、売れたもののみの仕入れた原価を引いて、そこにおよそ

43~76％を掛けた金額をロイヤリティとして徴収している。このロイヤルティの負荷が加盟店には高

く、軽減するかを考え値下げ販売を行った。しかし、セブンイレブン・ジャパン本部は、値下げ販売

に対し妨害行為を行い、裁判まで発展した。経営上問題のない店舗であれば、契約を切られるリスク

を負ってまで1円廃棄を行わないだろう。だが実際に、値下げ販売への妨害を受けていた店舗は全国

にわたる。これは、一部店舗の努力が足りないのではなく、フランチャイズシステムに問題があるの

ではないだろうか。 

本章ではセブンイレブン・ジャパンを含むコンビニエンスストアのフランチャイズ契約におけるロ

イヤリティシステムの問題点について、オーナー側と加盟店側の対立から食料廃棄問題に触れながら

論じる。 

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

中村　知加子
1 8 7 0 2 8 7

70 .セブンイレブン・ ジャパン

システム情報学科
広島教育センター
指導教員 : 坂本　英樹
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44.. 今今後後ののフフラランンチチャャイイズズ契契約約ににつついいてて改改善善案案のの提提案案  

セブンイレブン・ジャパンのみならず大手コンビニエンスストアにおけるロイヤリティの算出方法

は現在の日本国税制度と比べても、その算出方法は異常に負荷の高いものとなっている。ゆえに加盟

店側は1円廃棄や値引き販売等の様々な方法をもって努力を行っている。しかし、この加盟店側の努

力はロイヤリティの支払いを抑えるためであって、純粋な経営努力ではない。つまり、経営努力のた

めの労力を本部へのロイヤリティの軽減のために使っており、経営努力のために使われるはずだった

労力を損失している。よって、本部としても加盟店としても経営の観点からすればデメリットでしか

ない。 

共栄のためにロイヤリティを徴収する対象、反抗の対象ではなく経営におけるパートナーとして共

栄する関係性を築くことができるかが、今後の課題ともいえるのではないだろうか。 

55.. おおわわりりにに  

セブンイレブン・ジャパンと加盟店の間で起きた問題を調べていくうちに、加盟店側が訴訟を起こ

した裁判がセブンイレブン・ジャパン側に対して多く見受けられ驚いた。私は来年から新社会人とし

て、社会の荒波に揉まれていくことになるが、勤め先と私個人と対等な雇用契約であることをしっか

りと自覚して、私個人の権利を守りながら契約により発生した義務を果たすために、学び続けていか

なければならないと自覚できる良い機会となった。今回の論文作成により得た経験を活かし、今後の

人生をより豊かなものにしていきたいと思う。  

 

【参考文献】 

[1][2]セブンイレブン・ジャパン「売上高、店舗数推移」

https://www.sej.co.jp/company/suii.html(2021.9.21)  

[3]朝日新聞「東大阪のセブン、本部側が対立店舗の駐車場で営業開始」

https://www.asahi.com/articles/ASP543SJ0P54PLFA001.html(2021.9.21) 

 [4]環境省「スーパー及びコンビニエンスストアにおける食品廃棄物の発生量、発生抑制等に関する

公表情報の概要」 

http://www.env.go.jp/council/former2013/03haiki/y0314-05/ref01-4.pdf(2021.9.21) 

[5][6][7][8]セブンイレブン・ジャパン「食品ロスの低減・廃棄物の減量化」

https://www.sej.co.jp/csr/environment/waste.html(2021.9.21) 

[9]セブンイレブン・ジャパン「エシリカルプロジェクト」

https://www.sej.co.jp/csr/environment/ethical.html(2021.9.21) 

[10]一般社団法人日本フランチャイズチェーン協会「セブン-イレブン フランチャイズCタイプ契約

の要点と概要」 

http://fc-g.jfa-fc.or.jp/misc/pdf/71-2.pdf(2021.9.21) 

[11]「食品ロス削減に向けた取り組みについて」 

https://www.7andi.com/library/csr/news/pdf/2020/20200117_01.pdf(2021.9.21) 
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株株式式会会社社ササンンリリオオエエンンタターーテテイイメメンントト  
～～ササンンリリオオピピュューーロロラランンドドのの VV字字回回復復～～  

 
システム情報学科 
札幌教育センター 
指導教員：坂本 英樹 

 
1870312 

田中 真理愛 

1..ははじじめめにに  

 人気テーマパークといえば、千葉県浦安市の東京ディズニーランドや東京ディズニーシー、大阪府大
阪市のユニバーサル・スタジオ・ジャパンなどが有名である。それらとサンリオピューロランドの圧倒
的な違いは室内外で遊び場か、室内だけの遊び場かであると考える。室内だけでは楽しみ方は圧倒的に
減ると考えられるが、テーマパークランキング上位にランクインし、人気だと思われる。 
また就職活動の時に企業研究を進め、サンリオエンターテイメントの企業説明会に参加した時に、「当

社は V字回復に成功しました」と人事の方が話していた。V字回復は簡単にできるものではないと考え
ているため、話を聞きながらとても謎に感じたことを覚えている。 
 上記 2件を踏まえ、サンリオピューロランドの人気はどこからやってくるのか、V字回復をするため
になにし、どう工夫をしたのか、研究しようと思う。 
 

22..ササンンリリオオエエンンタターーテテイイメメンントトににつついいてて  

 まず、サンリオとはソーシャルコミュニケーションギフト商品（プレゼント用品）の企画・販売、グ
リーティングカードの企画・販売、映画製作などの事業としている日本の企業である。また、総数 263
種類もの自社開発のキャラクターを生み出し、ハローキティやシナモロール、ポムポムプリンなど多く
の人気キャラクターが日本だけでなく、世界でも人気になっている。サンリオという社名はスペイン語
の「San Rio」に由来され、日本語で「聖なる河」と表すことができる。[1] 

またサンリオの 100 %子会社である、サンリオエンターテイメントは、東京都多摩市にある「サンリ
オピューロランド」と大分県速見郡日出町にある「ハーモニーランド」のテーマパーク運営を事業内容
とする。大好きなサンリオキャラクターにあえるコミュニケーションパークとして、コンテンツ（ライ
ブショー、アトラクション・グッズ・フード）を企画・制作し、多くのお客様にご来場いただけるよう
にプロモーション（営業・広報・マーケティング）を行っている。 
 館名であるサンリオピューロランドの「ピューロ」は「ピュア」と「ピエロ」をかけた造語であり、
「純粋に人を楽しませることができるパークでありたい」という願いが込められ、作られた言葉である。 
サンリオピューロランドでは買う・遊ぶ・食べる・観ると 4 つの遊び方があり、サンリオピューロラン
ドでしか楽しめない工夫が施されている。そのため、来場者した誰もが楽しめる雰囲気を作り上げてい
ると考える。 
 

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
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システム情報学科  
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1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

田中　真理愛
1 8 7 0 3 1 2
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33..ササンンリリオオピピュューーロロラランンドドのの VV 字字回回復復[3]  

V 字回復を行ったのは現在サンリオエンターテイメント代表取締役社長、兼サンリオピューロランド
館長を務めている小巻亜矢(以下、小巻社長)である。 
当初、サンリオ社内ではピューロランドの行先きを不安視する声があがっており、ピューロランドの

経営悪化が指摘されていた。ピューロランドの低迷を他人事ではないと感じ、一般客として一人でピュ
ーロランドに遊びに行った。当初のピューロランドはスタッフに笑顔がないこと、頼んだ料理が冷たい
状態で運ばれてくること、ショップ販売の商品にオリジナル感がないこと、お客様専用駐車場の壁が汚
いことなど全体的に暗く、どんよりしていた。 
「これで人はこないだろう」と感じた矢先、ピューロランドを五感で味わったことで「ピューロラン

ドは絶対よくなる」という思いが芽生え、サンリオエンターテイメント会長宛に自身がお客様として訪
れたピューロランドの感想と目についた課題を手紙に綴り送り、客観的な視点でチェックくれるサンリ
オ好きの友人と 2回目の視察も行った。 

2 回の視察を行い、今のピューロランドはキャラクターやショー、コンテンツを通じて、何をしたい
のだろうと考え、再度、会長へ視察結果を報告。その結果、V 字回復をやってみないかと誘われ、一時
悩んだものピューロランド顧問に着任。 
まず、小巻社長が行ったことは「社員の話を一対一で聞くこと」である。着任後、ピューロランド館

内以上に、バックヤードが沈んだ空気に包まれていることを感じた。負のスパイラルにハマっているピ
ューロランドを良くするために、まずはバックヤードを元気にすることから始めたのである。 
また”PEST 分析”を使用し、在のピューロランドが置かれている状況を客観的に見ることで、経営の

立て直しを考え、来場者のターゲット層を幼い子供から大人女子に変更した。例えば、「イケメン俳優に
よる、2.5 次元ミュ－ジカル」を使用することで、彼らのファンになってもらい、イケメン目当てにリ
ピーターが増えると考えた。また、「KAWAII KABUKI～ハローキティー座の桃太郎～」は「和＋KAWAII」
として異色コラボを行うことで、日本国内だけでなく、外国からのお客様を増やすことができ、開幕以
来、国籍や性別問わずにたくさんの方が観ている。 

44..おおわわりりにに  

今回、好きなサンリオついて調べることができ、とても楽しかった。この研究を通して小巻社長は社
員、アルバイト、お客様の全員が「ピューロランドが好き」と言える場所を作り上げようと日々、努力
と提案、挑戦を組み重ねていると考えられる。今後も、サンリオエンターテイメントが成長するために
も、「新しいイベントの企画と提案」「大人女子が今後も”サンリオを好き”でいるための工夫」について
考える必要がある。 

 

55..参参考考文文献献  

[1] 西沢正史(1990)『サンリオ物語 ―こうして一つの企業は生まれた』サンリオ、1990 年 11 月 20 日 
[2] 株式会社サンリオ・サンリオピューロランドの「ピューロ」とはどういう意味ですか
https://faq.sanrio.co.jp/faq_detail.html?category=&page=1&id=14 （2021 年 07 月 21 日） 
[3] 小巻亜矢(2019)『来場者 4倍のＶ字回復！ サンリオピューロランドの人づくり』ダイヤモンド社 
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１．はじめに 
 2020 年 4月 7 日、新型コロナウイルスの蔓延により東京・大阪を含む 7都府県に緊急事態宣言が発
令された。それにともなう不要不急の外出自粛によって、ネットショッピングの需要が高まってい
る。2021年のネットショッピング利用額は前年に比べると大きく増加しており、買い物に行きたくて
も行けない状況で、自宅で購入・受け取りが出来るネットショッピングはコロナ禍の救世主といえる
だろう。そんなネットショッピングにおいて欠かせない存在が、運送業である。現在様々な運送会社
が存在しているが、本論文ではヤマト運輸を軸として論じていく。 
 
２．日本における運送業の発展と歴史 
 日本では江戸時代から陸路や水路を開拓し、農作物などを運んでいたが「物流」という言葉が生ま
れたのは 1950 年代である。この頃の日本ではまだまだ道路の整備が進んでおらず、舗装されていない
道でも荷物が破損しないよう、梱包に多額の費用が掛かっていた。この状況は日本の景気上昇に問題
を生じさせると考えた政府はアメリカに視察団を送り、運搬について学んだ。1960年代の高度成長期
に入った頃には、商品の大量生産・大量消費が進んだ。そのため陸路や水路の整備が急速に進めら
れ、国内物流量は右肩上がりで増加していた。しかし 2020 年代以降はバブルが崩壊し多品種少量生産
に変化したため、配送先が細分化され、複数の配送先に効率よく届けるためのシステムが注目される
ようになった。 
 
３．ヤマト運輸の歴史 
 1919 年、ヤマト運輸はトラック 4 台を保有するトラック運送会社としてスタートした。創業当初は
鮮魚輸送と至近距離商業貨物輸送が事業の軸であった。その後 1950年に通運事業へと進出し、長距離
輸送を可能にする通運免許を取得した。しかし 1970年代に入ると主力事業で問題が生じ始め、業績は
下がっていった。1971年に社長となった小倉昌男は個人宅配事業を始め、「電話一本で集荷・一個で
も家庭へ集荷・翌日配達・運賃は安くて明瞭・荷造りが簡単」というコンセプトの宅急便が誕生し
た。 
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1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

清　日奈々
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４．ヤマト運輸のサービス 
 スキー宅急便や Pサイズ荷物の対応、クール宅急便など送る側に便利なサービスや、受け取り日時
を指定できる宅急便受け取りサービス、クロネコメンバーズ、NEKO システムなど受け取る側にとっ
て便利なサービスを多数生み出した。 
 
５．宅配便ビジネスの今後 
 ネットショッピングの拡大で宅急便の取り扱い個数が急増したことにより、宅配業界では配達員の
人員不足が叫ばれている。日々拡大していく需要にこのままでは対応できなくなるといわれており、
この深刻な危機は「宅配クライシス」と呼ばれている。宅配クライシスの原因としては、EC 市場の拡
大や送料無料による宅配コストの増加、ドライバー不足、再配達による宅配業務の圧迫などが挙げら
れる。再配達を減らすため対面で受け取らず、指定した場所に荷物を置いてもらう置き配が生まれ
た。これはコロナ禍で人との接触機会の減少が求められる中でもありがたいサービスである。 
 
６．まとめ 
 1950 年代に「物流」という言葉が生まれるずっと前から私たちの生活に欠かせなかった荷物の運搬
は、コロナが蔓延し生活が一変しても日々の当たり前として存在している。トラック 4台で始まった
ヤマト運輸は、今や 10 万台のトラックを走らせ、日々私たちの元に荷物を届けている。通運事業の悪
化や、百貨店配送の減少など様々な困難に道を阻まれながらも、個人配送の宅急便を生み出し、物流
の新しい当たり前を作り出した。コロナで私たちの生活が変わってしまったように、今後宅急便に求
められるものも変化していく。今はまだ誰も気にしていないような問題が今後生まれ、大きな困難に
なることもあるだろう。その中で配達員の人員不足や再配達などの今ある問題を解決し、今後も私た
ちの生活に合わせた新しいサービスを続けていくことが、今後のヤマト運輸に求められる課題であ
る。 
 
≪参考・引用≫ 
[1]『宅急便の歩み』(2021/07/20) 
https://www.kuronekoyamato.co.jp/ytc/corporate/ad/40th/ 
[グラフ 1]『ネットショッピングの状況 二人以上の世帯』統計局ホームページ(2021/07/20)  
https://www.stat.go.jp/data/joukyou/12.html 
[表 1]  平成 31 年 4月 国土交通省の調査より(2021/07/20) 
・『ヤマトグループ創業 100 周年サイト』(2021/08/05) 
https://www.yamato-hd.co.jp/100th-anniversary/column/ 
・『江戸時代の海運と五街道』(2021/08/05) 
http://www.eonet.ne.jp/~shoyu/mametisiki/reference-11.html 
・塚原康博(2020)『インターネット通販の拡大と宅配クライシス‐再配達の有料化と実現可能性に関
する調査研究‐』「情報通信学会誌」38 巻 3号 p1-13(2021/08/31) 
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jsicr/38/3/38_1/_pdf/-char/ja 
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1 はじめに 
日本にハンバーガーという文化が広まり始めたのは、第二次世界大戦後とされている。一般的には戦

後の日本に駐留していたアメリカ兵士によって伝えられたと言われている。徐々にハンバーガーを販売
する飲食店が増加していった。そして、ハンバーガーの国内企業として初めてドムドムバーガーが 1970
年に東京都町田の「原町田ショッパーズプラザ」にオープンした。翌年 1971 年にマクドナルドが日本
に上陸したことがきっかけに、1972 年にはモスバーガーやロッテリアの 1 号店などが続々とオープン
していった。 
 
2 ハンバーガー業界の現状 
現在ハンバーガー業界のシェアは 1 位が日本マクドナルド、2位がモスフードサービスである。 

 売上高で比べると、日本マクドナルドは 2020年通期決済において全店売上高が約 5,900 億円、モス
フードサービスは 2021年 3月期において約 720億円と圧倒的な差があることが見て取れる。 
またコロナウイルス蔓延の影響により、外食産業は甚大な被害を受けている。 

 
3 モスフードサービスのビジネス 
３-１モスフードサービスの歴史 
株式会社モスフードサービスは 1972 年に櫻田 慧(さくらだ さとし)により設立された。 
櫻田は、もともとは証券会社に勤めていた。仕事をする中で、「どうせ仕事をするのなら、感謝される

仕事がしたい」、「仲間とともに同じ目標に向かって成長できる組織を作りたい」という想いが強くなり、
独立を決意した。日本人の嗜好に合ったおいしい商品と真心のサービスにより地域のお客様に深く愛さ
れる店作りを目指し、株式会社モスフードサービスを設立した。 
 
３-２モスフードサービスのコンセプト 
モスフードサービスの経営理念は「人間貢献、社会貢献」で、経営ビジョンは「食を通じて人を幸せ

にすること」である。そして「おいしさ、安全、健康」という考えを大切にした商品を「真心と笑顔の
サービス」とともに提供している。 
 
３-３コロナ禍でのモスフードサービスの取り組み 
・テイクアウト専門店オープン 
実験店舗は東京の新宿区にある食品スーパー「ヨークフーズ新宿富久店」内に開業。宅配サービス

に対応するほか、スーパーへ買い物に訪れた顧客の利用なども想定されている。番号呼び出しボード
を導入することにより、商品が出来上がるまでの時間を活用して買い物がしやすくなるような工夫も
取り入れられている。 

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

西川　祥央
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・高級食パン事業への新規参入 
モスフードサービスは 2021年 2 月に高級食パン事業への新規参入を表明した。 
商品名は「バターなんていらないかも、と思わず声に出したくなるほど濃厚な食パン」である。あ

えて商品名を長くし、インパクトを与え名前が顧客の記憶に残るよう工夫されている。 
 
4 モスフードサービスのビジネスモデル 
４-１モスフードサービスのビジネスモデル 
・立地戦略 
モスフードサービスは 2・3等地に店舗を構えており、「裏路地戦略」と呼ばれている。 
日本マクドナルドとの差別化を図るきっかけとなった。 

・健康志向の訴求 
「カロリーをできるだけ減らしたものを食べたい」などという顧客の声から健康志向のメニュー開

発が行われるようになった。そこから生まれたのが「ソイパティ」や「モスの菜摘」である。 
 
４-２モスフードサービスのコアコンピタンス 
モスフードサービスのコアコンピタンスは、おいしさを追求し続ける探究心だと考える。 
いかに日本人の嗜好に合うハンバーガーを開発できるか、顧客からの声にしっかりと耳を傾けてよ

りよいメニューを開発出来るように努力し続ける姿勢は業界トップだと考える。 
 
5 他社との比較検討 
 モスフードサービスと日本マクドナルドを比較検討する。 
ハンバーガー業界の多くの企業は日本マクドナルドの経営戦略と同じコスト・リーダーシップ戦略を

取り入れている。そのため、モスフードサービスは他社との明確な差別化を達成することができた。そ
して、ハンバーガー業界シェア 2位になることができたのである。 
 
6 結論 
 ハンバーガー業界は日本の外食産業のファストフード業態において、必要不可欠な存在となっている。
そのため、今後も時代や流行に合った形で発展をし続けなければならないと考える。 
モスフードサービスは来年５０周年を迎えるため、高級食パン事業で得た若年層の支持や話題性を

有効に活用して業界を支える柱の一つとして成長・発展してもらいたい。 
 
参考文献 
[1] 加藤 勝美（2001）『夢見る雑草たち－モスバーガー路地裏経営の解明』出版文化社。 
[2] 木下 繁喜（2011）『モスバーガーを創った男の物語「羅針盤の針は夢に向け」』東海新報社。 
[3] 櫻田 厚（2014）『いい仕事をしたいなら、家族を巻き込みなさい！』KADOKAWA/中経出版。 
[4] 田村 茂（2020）『外食マネージャーのためのぶれないプライドの創り方』同友館。 
[5] モスのこだわり・安全安心 モスバーガー公式サイト 
  https://www.mos.jp/omoi/(2021 年 8 月 31 日)。 
[6] 会社情報 モスフードサービス企業サイト 
  https://www.mos.co.jp/company/outline/(2021 年 8月 31 日)。 
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任天堂 
システム情報学科 
新潟教育センター 

                                                         指導教員:坂本 英樹 
1870386 

長部 尚希  
 

1. はじめに 
 今日のゲーム業界はソーシャルゲームの戦争になっている。そんな中でもゲーム業界を盛り上げ世
界中から愛されるゲームを開発し続けている任天堂。そんな任天堂は成功と失敗を繰り返してきた。
本研究では任天堂はどのような歴史を歩みどんな商品を開発してきたのかそれらを追求していく。 
 
2. 任天堂が発売した商品 
1889 年、花札の製造を開始。 
1953 年、日本初のプラスチック製トランプの製造に成功、量産開始。 
1959 年、ディズニーキャラクターを使用したトランプを発売。 
1966年、遠くのモノを掴み、手元に引き寄せて遊ぶ「ウルトラハンド」を発売。 
1968年、部屋の中で遊べる小さなバッティングマシン「ウルトラマシン」を発売。 
1969年、男女の愛情を測る「ラブテスター」を発売。 
1980 年、携帯型ゲーム機「ゲーム&ウオッチ」発売。 
1981年、業務用テレビゲーム機「ドンキーコング」を開発、販売開始。 
1983年、家庭用テレビゲーム機「ファミリーコンピュータ」を発売。 
1989年、携帯型ゲーム機「ゲームボーイ」を発売。 
1990年、家庭用テレビゲーム機「スーパーファミコン」を発売。 
1996年、家庭用テレビゲーム機「NINTENDO64」を発売。 
2001年、携帯型ゲーム機「ゲームボーイアドバンス」、 

家庭用テレビゲーム機「ニンテンドーゲームキューブ」を発売。 
2004 年、携帯型ゲーム機「ニンテンドーDS」を発売。 
2006 年、家庭用テレビゲーム機「Wii」を発売。 
2008 年、携帯型ゲーム機「ニンテンドーDSi」を発売。 
2011年、携帯型ゲーム機「ニンテンドー3DS」を発売。 
2012年、家庭用テレビゲーム機「Wii U」を発売。 
2017年、持ち運べる家庭用テレビゲーム機「Nintendo Switch」を発売。 
 
3. 任天堂の失敗 
任天堂が発売した高性能な「NINTENDO64」、「ニンテンドーゲームキューブ」はソニーの「PS」、

「PS2」との競争に敗北した。ゲーム業界の誰もが、画面が綺麗で 3 次元の世界があって、難しくて時
間がかかって量が多いほど喜んでもらえると思っていた。しかし、時間やエネルギーをゲームに割けな
い人が増え、ソフトが複雑になり手を出すのを怖がってしまい、人々がゲームから離れてしまった。で

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

長部　尚希
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は PS2はなぜ売れるのか。それは、ゲーム機ではなく、データ容量が CD-ROMの 6倍以上ある DVD
を採用し、DVD の再生機として購入されているからではないかと岩田は考えた。当初の PS2 の価格は, 
3 万 9800 円とゲーム機としては高額だったが、DVD 再生プレイヤーと比較すれば、半額から 3分の 2
程度。この価格で最新のゲームを楽しむことができ、さらに昔買った PS のソフトも遊ぶことができる。 

 
4. 任天堂の反撃 
当時の社長岩田は、とにかく議論を重ねることから始めた。もっとも話した相手は「マリオ」や「ゼ

ルダ」シリーズなどの生みの親で、任天堂のソフト部門、情報開発本部の本部長を務める宮本だ。「何で
人はゲーム機に触らないのかな、何で人は逃げちゃうのかな。」2人の議論はそこから始まった。近頃の
ゲーム機は、ボタンが何個もついていて複雑すぎる。ソフトにしても高度な技術を要するものが増え、
うまい人と初心者とのギャップが広がりすぎた。だから、人は怖がって後ずさりしている。あるいは、
敵視してしまうのではないか。そんな議論をしながら、ゲームのテーマについても 2 人の話は及んだ。
普通の人々の生活にも関係のあるテーマを選べば、ゲームを時間の無駄と考えてしまう人も興味を抱い
てくれるのではないか。宮本が思い付いたのが、携帯型ゲーム機にタッチペンを使うというアイデアで
ある。1 つの画面は直感的なインターフェイスとして利用、もう 1つの画面は、メイン画面として使う。
これであれば、誰でも簡単に触れることができるし、ソフトの表現の幅も広がると考え《DS》が完成し
た。DS の次世代機は、ゲーム機としての基本性能を向上させる技術は捨て、家族の機嫌を取るための
技術、「お母さん至上主義」の開発をやろうと言った。次世代機は、DVD ケースが 2,3 枚くらいの容積
に、本体を小さくした。コントローラーは、岩田の言うように、シンプルでテレビのリモコンのような
コントローラーを目指した。そして、テレビのリモコンのように片手で縦に持つ形状。縦長のコントロ
ーラーに加速度センサーを入れれば、傾けたり、振り回したりする動きも検知できる。ボタン配置を工
夫すれば、横にしても使うことが可能なコントローラー「Wii リモコン」が完成した。かくして 2006年
に「振り回す」「テレビに向けて場所を指す」といった、かつてない直感的な操作方法を持つゲーム機、
《Wii》が誕生した。 
 
5. 結論 
任天堂に社訓はないが、成熟した部品や技術を利用するものの、全く違う目的や使い道に活用する「枯

れた技術の水平思考」。喜びや驚きがあり、わかりやすく快適で洗練されたソフトを生み出す「ソフト体
質」。山内はこれらの考え方を門下生に教え、「任天堂らしさ」を受け継いでいる。山内の意思は任天堂
に受け継がれ、私たちに驚きを与えるモノを作り続けている。しかし、最近のハードは壊れやすくなっ
てしまっている。Wii U の GamePad はフリーズが多い、触れていないのにスティックが勝手に動くな
どの不具合も多かった。Nintendo Switch の Joy-Con は壊れやすく特に L,Rボタン、スティックが遊ん
でから半年ほどで反応しなくなり、修理に出すことになった。一方で DS は 10 年以上たった今でも不
備なく遊ぶことができる。昔よりもハードが長持ちせずまた顧客が離れて行ってしまう。任天堂には今
一度ソフトだけでなくハードのことも見直してほしい。 
 
参考文献 
[1]井上理(2009) 『任天堂 “驚き” を生む方程式』日本経済新聞出版社 
[2]会社情報：会社の沿革 任天堂ホームページ 

https://www.nintendo.co.jp/corporate/history/  (2021 年 9月 24日) 
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ソフトバンク 
 

 システム情報学科 
広島教育センター 

指導員：坂本 英樹 
 

1870426 
山中 智樹 

 

１ はじめに 

1.1 テーマ選定理由 
 携帯電話、スマートフォンは現代の私たちにとって欠かせないものとなっている。携帯電話、スマ
ートフォンを提供する企業は沢山ある。その中でも、私が初めて契約し、今でも継続して契約してい
る、ソフトバンクに重点を置いて論文を書いていきたいと思う。ただソフトバンクの事だけを論述し
ても、卒業論文にはならないので、ソフトバンクと他企業のサービスの違い、今後の展望について論
述していきたいと思う。 

2 ソフトバンクについて 

2.1 ソフトバンクの歴史 
ソフトバンクグループは東京都港区に本社をおく企業。1989 年に旧国鉄が新電電子会社として設立

した日本テレコムを吸収合併し、JR通信は日本テレコムへ改称しした。2003 年 10 月にボーダフォン
は日本テレコムホールディングスから会社分割した日本テレコムをリップルウッド・ホールディング
スへ売却し、翌 11 月にジェイフォンはボーダフォン株式会社へ商号変更を実施。015 年 4 月 1 日付
で、ソフトバンクモバイルがソフトバンク BB、ソフトバンクテレコム、ワイモバイルを吸収合併。 

3 ソフトバンクと他社のサービスの比較 

スマートフォンの契約会社としてソフトバンク、au、ドコモが割合の多くを占めているので、au、
ドコモとサービスの比較をしていきたい。 
3.1 料金プラン 
 ソフトバンクのサービスとしてデータ量を気にせずに使用できるプランがある。ソフトバンクが生
み出したプランはメリハリ無制限だ。メリハリ無制限は、ギガ数を気にすることなく使用することが
できるプランだ。au にはメリハリ無制限と料金もデータ量も同じサービスがあるが、auの場合割引を
適応するために利用料金、オプション料金がかかる。 
3.2 決済サービス 
 ソフトバンクには PayPay という決済サービスがある。PayPay とは財布を持ち歩かなくても、スマ
ートにお支払いすることができる、バーコード決済サービスである。ドコモには d 払い、au には
auPayという決済サービスがある。この決済サービスの大きなポイントと言っても過言ではない、還
元率は最大で PayPayが 1.5%、d払いは最大で 0.5%、auPay は最大で 0.5%である。 
3.2 ソフトバンク独自のサービス 

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー
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 Yahoo プレミアムに入会できる。Yahoo プレミアムとは、Yahoo! JAPAN が提供する月額 508 円
（税込み）の有料サービスである。これに加入することで、漫画を読んだり、野球、バスケットの中
継をみたり、スマホの容量を多くすることができるので多く写真を撮ることができる。 

４ 今後の展望 

4.1 5G の展開 
 ソフトバンク株式会社は、2022年春までに 5Gのネットワークによる人口カバー率を 90％にするこ
とを目標に、サービスエリアの拡大を推進している。2021年 9 月 13 日時点で 5Gの人口カバー率は
59％超、基地局数は 1万 4,000 局超に到達して、2021 年 10 月末までに人口カバー率 80％、基地局数
2 万局を達成する予定だ。さらに、より多くのお客さまにソフトバンクの 5Gサービスをご利用いただ
くため、イベント会場や商業施設などでのエリア対策も進めている。 

4.2 ソフトバンクが目指していくところ 

「世界の人々から最も必要とされる企業グループ」を目指してソフトバンクグループは、情報革命
で人々の幸せに貢献し、「世界の人々から最も必要とされる企業グループ」を目指している。 

５ まとめ 

 ここまでソフトバンクの様々なサービスを調べ、他社と比較した。調べてみて、どの会社も他社と
の競合に勝つために色々なサービスを取り入れていることが分かった。この論文を通して、どの企業
も顧客を取り入れるために様々なサービスをしていることが分かった。努力なしには大きな企業、大
きな人間にはなれないと感じた。 
 
【参考文献】 
[1] ソフトバンク Wikipedia 
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BD%E3%83%95%E3%83%88%E3%83%90%E3%83%B3%E
3%82%AF 2021 年 3月 25 日 
[2]ソフトバンク プラン https://www.softbank.jp/mobile/price_plan/ 2021年 4 月 25 日 
[3]au プラン https://www.au.com/mobile/charge/ 2021 年 4月 25日 
[4]PayPayってどんなサービス?  https://paypay.ne.jp/ 2021 年 9月 30 日 
[5] かんたん便利な d 払いお支払いはスマホひとつで。 https://www.au.com/mobile/charge/ 2021
年 8月 10 日 
[6] au PAY でかんたん、便利、おトクにお支払いできます。https://aupay.wallet.auone.jp/ 2021 年 9
月 30 日 
[7]Yahoo!プレミアム https://premium.yahoo.co.jp/ 2021 年 8月 10 日 
[8]5Gの展開 https://www.softbank.jp/mobile/special/softbank-5g/ 2021 年 5月 22 日 
[9]ソフトバンの展望 https://group.softbank/philosophy/vision/next30/ 2021 年 8月 10 日 
[10] 坂本英樹（2017 年）『ここから始める経営学』千倉書房  
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1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー
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1. はじめに 

一時、業界シェア 10%以下まで低下したアサヒビールはその暗黒期を乗り越え、今や日本を代表する
ビールメーカーの一つとなった。いかにして暗黒期を乗り越えたのか。また、ビール離れが囁かれる昨
今、ビールメーカーはどのような戦略でこの状況を抜け出そうとしているのか。本論ではアサヒビール
の歴史と生き残りを懸けた戦略について論じていく。 

 
 
2. アサヒビールの歴史とスーパードライの誕生 

アサヒビールは 1889 年に「大阪麦酒会社」として設立され、設立から 3 年後の 1892 年に「アサヒビ
ール」という名のビールを発売した。商業用チャネルを徹底的に攻めたことが功を奏し、関西を中心に人
気を博していたが、高度経済成長期を機に需要が家庭用チャネルに変化したことでシェアを落とし、暗
黒期に突入した。しかし、その状況を打破するために開発した「アサヒスーパードライ」によって勢いを
取り戻し、1998 年にはキリンビールのシェアを追い抜く結果に至った。いわば、アサヒビールにとって
スーパードライは会社を救った救世主なのである [1] 。 

 
 
3. ビール離れ 

近頃、巷で”アルコール離れ”や”ビール離れ”という言葉を耳にするようになった。特に”ビール離れ”は
若者を中心に加速しておりビールの代わりにチューハイなどを飲む傾向にあるという。そのため、2002
年ごろからビール類全体の市場規模は年々下がり続けている。特に、ビール単体では全盛期と現在を比
べると半分ほどの差がある。 
なぜ、ビール離れは起こったのか。理由として、低アルコール飲料を示す「RTD(Ready to Drink)の登

場」やスマホの普及による若者への「マーケティングがもたらす刺激の低下」、そして、現代の「若者の
ニーズに合うビールが無い」といったことが挙げられる [2] 。 

 
 
4. ビール離れの対策例 

ビール離れが進んでいることを前述したが、密かに売上を伸ばしているビールが存在する。それが、小
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1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー
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規模醸造で個性的なビールを称する「クラフトビール」である。このビールの特徴として、種類が豊富で
消費者が自分好みの味を選択できるという点がある。つまり、多様性に長けているのである。クラフトビ
ールの市場規模は未だ小さいが、このビールにいち早く目をつけ、導入したのがキリンビールである。ク
ラフトビールを楽しめる専用のディスペンサーの開発や月額サービスも行っている。 
このように、これからの需要を見越していち早く行動に移したキリンビールの行動は、ビール離れに

対する危機感と新しい市場を開拓するという強い思いへの現れだといえる [3] 。 
 
 
5. アサヒビールはビール離れにどう対抗するべきか 

アサヒビールは、ビール離れをどのようにして乗り越えればいいのか。分析を行った結果、以下のよう
な結論を出した。 
まず一つ目に「さらなる国際 M&A 戦略への取り組み」である。そして、二つ目に「国内外での RTD

市場の拡大」を行うことである。アサヒビールは、この２つの取り組みを行っている。そして、どちらも
成果は良好であり、成功体験と呼べるほどの売り上げを誇っている。 
スーパードライは M&A 戦略を軸に海外に売り出したことで大きな利益をあげている。そのため、両

者の戦略を掛け合わせ、開発した RTD を M&A 戦略を活かして海外に進出させることで更なる売り上げ
アップに繋がるのではないかと考えられる [4][5] 。 

 
 
6. まとめ 

本研究ではアサヒビールの歴史とスーパードライの誕生を取り上げ、アサヒビールがどのような企業
人生を歩み、復活したのかを取り上げた。そして、ビール離れの時代にどうすれば生き残っていけるかに
ついて、仮説・分析を元に明らかにした。その結果、積極的な国際 M&A 戦略と RTD 事業の促進が大
切であり、それらを実行することでビール離れによるメーカーの衰退を防ぐことができると結論づけた。 

 
 
参考文献 

[1]三菱食品株式会社, 「アサヒビールがたどってきた波乱の歴史を紐とく」, 
https://tanoshiiosake.jp/6554,(2021/07/27) 
[2]集英社,「なぜ酒を飲まない若者が多いのか」, 
https://imidas.jp/jijikaitai/a-40-085-10-10-g388,(2021/07/27) 
[3]日刊工業新聞,「若者は“ビール離れ”なのに「クラフトビール」が成長する理由」, 
https://newswitch.jp/p/20575 ,(2021/07/27) 
[4]東洋経済新報社, 「アサヒ、海外事業が不完全燃焼なワケ」 
https://toyokeizai.net/articles/-/61488, (2021/07/27) 
[5] アサヒグループホールディングス株式会社,「FACTBOOK」, 
https://www.asahigroup-holdings.com/ir/library/factbook.html,(2021/07/27) 
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1.研究の背景と目的 

 現在日本で一番利益を上げた企業として、ソフトバンクグループ株式会社があげられる。ソフトバンクは、携帯電話及
び、AI ロボットの Pepper（ペッパー）君をはじめ、インターネット回線等の様々なサービスを世の中に提供し、人々の
暮らしを豊かにしている。ソフトバンクがここまで成長してきた要因の一つに、孫正義氏の「300年成長し続ける企業」と
いう理念がある。現在、ソフトバンクグループは、創立 40 年程度だが、これまでの歩みは、この理念と本当に一致して
いるのか。また、残り 250 年はその理念で成功するのかについて独自の視点で論じていきたいと思う。 
 

2.孫正義氏とソフトバンクの事業 

 初めに、ソフトバンクの代表取締役社長である孫正義氏のソフトバンク創設までの生い立ちについて述べていく。
1957 年、孫正義は、安本家の次男として佐賀県鳥栖市の朝鮮人集落で出生した。 
1981 年、日本ソフトバンクを設立。 
1990 年、株式会社日本ソフトバンクをソフトバンク株式会社に社名変更した。 
現在ソフトバンクは、7 つの事業を展開させている。 
事業内容として、1．ソフトバンク事業 2．スプリント事業 3．事業 4．アーム事業 ５．ソフトバンク・ビジョン・フ
ァンドおよびデルタ・ファンド事業  6．ブライトスター事業 ７．その他となっている。 
 

3.企業理念 

孫正義氏は、4 つの企業理念がある。 
1．「人生 50 ヵ年計画」・・・人生を 50 年に見立てて考えた計画 
2．「孫の二乗の兵法」・・・事業を始めるときに常に考え、基盤となった理念 
3．「30 年ビジョン」・・・30 年後の未来を説き、ソフトバンクの今後について考えたもの 
4．「300 年ビジョン」・・・300 年続く企業を実現するために考えたもの 
 

 

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
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システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

中村　聡一
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～ 300年見据える企業～

78 .ソフトバンク

システム情報学科
鹿児島教育センター
指導教員 : 坂本　英樹
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4.分析・検討 

4 つの理念の一つ目の「人生 50 ヵ年計画」は、計画通りに成功しているが、唯一「60 代で次の世代に事業を継
承する」は、候補者はいるが達成できていない。そして、二つ目の「孫の二乗の兵法」は、事業に対する考えや取り組み
を決めている。また、最新技術を取り入れ、失敗を恐れずに買収及び投資をしてきた。そのため、買収と売上高のグラ
フからも、ソフトバンクの事業は成功している。3 つ目の「30 年ビジョン」は、300 年に比べ 30 年と短いが、たった 30
年で大きく人々の生活がかわる。その中でソフトバンクの株を倍にしたいという願いは、ICT 事業により可能である。4 つ
目の「300 年ビジョン」は、AI の発展により、不安な一面がある。そのため、共存するために私たち自身が、AI について
学ぶ必要性がある。そうすれば、未だ、どのような世の中になるか予想できないが、少なからず人々の生活は豊かにする
という理念は、実現しそうだ。 

 

5．まとめ 

ソフトバンクは、孫正義氏の 4 つの理念をもとに大企業になった。そのため、企業が成功するためには、理念が必要
であることがわかった。理念のもと、会社の基盤づくりやどのような事業が世の中のニーズにあっているか見分ける必要が
ある。そして、現状維持も大事だが、失敗を恐れず、新しいことへ挑戦することが、企業拡大につながる。これらが研究
を通じてわかったことである。 
 

参考文献・参考 WEB サイト 

[1] ガベージニュース (20 年前は 15％足らず...パソコン普及率の推移や年齢層別の現状） 
http://www.garbagenews.net/archives/2277638.html  最終閲覧日︓2021/07/23 
[2] 日本の優良企業と「危ない」企業分析 ～ソフトバンクは、16 兆の借金持ち︖～ 
https://plaza.rakuten.co.jp/analysiscorp/diary/201803240002/  最終閲覧日︓2021/07/20 
[3]四季報オンライン編集部 (過去最高利益にみる｢日本で一番儲けた会社｣新旧 TOP10) 
https://shikiho.jp/news/0/429463   最終閲覧日︓2021/07/12 
[4] 総務省 （第 2 部 ICT が拓く未来社会） 
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h27/html/nc244300.html   
最終閲覧日︓2021/08/13 
[5] SoftBankGroup (新 30 年ビジョン) 
https://group.softbank/philosophy/vision/next30   最終閲覧日︓2021/07/10 
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https://weekly-economist.mainichi.jp/articles/20200707/se1/00m/020/059000c  
 最終閲覧日︓2021/08/15 
[7] ITmedia エンタープライズ (5G 通信を活用した ICT サービス、NRI が 2025 年度までの市場動向と規模を予測) 
https://www.itmedia.co.jp/enterprise/articles/1911/28/news065.html   
 最終閲覧日︓2021/08/16 
[8] AINOW 編集部 (AI の発達によってなくなる仕事って︖) 
https://ainow.ai/2020/01/28/182805/ 最終閲覧日︓ 2021/08/23 
[9] PRTIMES (1,442 名を対象にした「10 年後の AI、現在の AI」に関するアンケート結果) 
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000122.000010596.html   最終閲覧日︓2021/08/07 
[10]著者 滝田 誠一郎 Kindle 版 300 年企業目指すソフトバンクの組織・人事戦略 労務行政 
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ガンホー・オンライン・エンタテイメント 
                                                                      システム情報学科 
                                   北九州教育センター 
                                   担当教諭：坂本 英樹 

１８７０５６７ 

原口 一樹 
 
1.はじめに 
今はゲーム開発企業として有名なガンホー・オンライン・エンターテイメントについて興味があり、

今はどのような活動をしていて今後はどうしていくのか調べられるとても良い機会だと思い選択した
次第である。そのガンホーが配信してきたサービスの中で私にとって最も印象深く、自身の成長と共に
見てきた「パズル＆ドラゴンズ（以下、パズドラ）」の歴史を見ながらガンホーについて考察を進めてい
こうと思う。 

 
2.ガンホー・オンライン・エンターテイメントの概要  
韓国のゲーム会社グラビティより「ラグナロクオンライン」の国内運営権を獲得し、オンラインゲー

ム運営事業へと転換する。このラグナロクオンラインのヒットにより、2004 年事業年度においての売上
高は約 42 億円と急成長を遂げた。 
 
3.「パズル＆ドラゴンズ」の概要 
「パズル＆ドラゴンズ」（パズドラ）は 2012 年にリリースしたスマートフォン・タブレット向けゲー

ムであり、創業以来初めてモバイル部門の売り上げが PCオンラインゲーム部門を上回るなど、これま
で長年「ラグナロクオンライン」に依存してきたガンホーの収益構造を大きく変化させた。ゲームのジ
ャンルは、RPG とパズルゲームを融合させたパズル RPG である。プレイヤーキャラクターは持たず、
RPG 的な要素はモンスターの収集と育成、ストーリー付随のダンジョンなどである。 

 
4.「パズル＆ドラゴンズ」がヒットした理由  
パズドラが配信された 2012 年当初は、スマートフォンはそれほど普及しておらず、ガラパゴス携帯

が主流であった。それに加えて当時は、コンシューマーゲームでゲームすることが多く携帯でゲームを
するという雰囲気ではなかった。しかし、そのような環境下でも配信当初より売り上げは伸びており、
前年の 2倍以上の売り上げを出していた。また、当時はスマホアプリの数自体が少なく、ライバルも少
なかったため目新しさがあったことも要因と考えられる。 

 
5.現在のガンホー・オンライン・エンターテイメント  
ガンホー・オンライン・エンターテイメントは 2015 年以降より、年々売り上げ利益が低下しており、

2019年にわずかに向上した後ここ 3年は年商 550億円前後の水準で安定して推移しているかにみえる。
この低下の原因として考えられるのは「パズル＆ドラゴンズ」のユーザー数の減少で間違いないだろう。
なぜならば、最近までのこのガンホーにおける売り上げの 9 割程が「パズル＆ドラゴンズ」に関連する
売り上げだからである。ただし、ガンホーもただ低下していくことを指をくわえて見ていたわけではな

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  
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指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

原口　一樹
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システム情報学科
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い。ガンホーも国内のパズドラへの依存から脱却すべく、北米版や中国版の投入といった海外への展開
や、新規スマホゲームの配信、コンソールゲームの販売など継続的に取り組んできた。現在ガンホーの
売り上げの大半はパズドラが占めており、e スポーツ選手権が今でも全国で開催されるようなまさに時
代を代表する作品であると言えるだろう。 
 
6.これからのガンホー・オンライン・エンターテイメント 
今のところスマホアプリにおいても、コンソールゲームにおいても時代の流れや社会に合わせたり、

工夫して追い付いてはいるがパズドラがリリースした時のような時代を先駆けて作っているような当
時あったガンホーの勢いは、今は感じられない。PC ゲームの類には 2002 年 12 月にリリースされた「ラ
グナロクオンライン」以降何も作品を出していないので新たに挑戦するにはむしろ良い環境下にあるよ
うにも思えるが、特にその方面で開発を進めるといった告知は今のところ出してはいないので、今後の
動きに期待である。 
 
7.結論 
ガンホーは「パズル＆ドラゴンズ」という１タイトルに依存し過ぎてしまった。時代を先駆けて大ヒ

ットしたことで会社に大きな利益をあげた作品ではあった。しかし、人間には「飽き」というものがあ
るものだ。ヒットする要因となってきたアップデートの裏では仕様の変更に納得がいかずゲームから離
れていった人たちもいただろう。大きなヒットで人が増える一方でこうやって少しずつユーザーは確実
に減っているのである。他のゲームアプリ開発会社を調べてみるとパズドラが 1 位を独占していたころ
は目立ったアプリもなく鳴りを潜めていたが、現在ではそれぞれの会社がそれぞれの強みを活かして多
くの有名タイトルを運営していたり、ゲーム方面も力を入れつつ日常で使える便利ツールの開発もやっ
たりと 1つこけても会社が傾かないよう大きな依存は無いように見える。ガンホーも今の一本足打法の
ような戦略をやめるという意味でも新たなタイトルの作品の制作に力を入れ、これまでとは違った形で
挑戦を続けて、またあの時のような輝きを見せてほしいと思う。 

 
参考文献 
【1】パズル&ドラゴンズ 
出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』 
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%91%E3%82%BA%E3%83%AB%26%E3%83%89%E3%83%A
9%E3%82%B4%E3%83%B3%E3%82%BA（2021 年 9月） 
 
【2】ガンホー・オンライン・エンターテイメント 
出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』 
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AC%E3%83%B3%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%BB%
E3%82%AA%E3%83%B3%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%82%A8%E3
%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%86%E3%82%A4%E3%83%A1%E3%83%B3%E3%83
%88（2021 年 9月） 
 
【3】ガンホー・オンライン・エンターテイメント株式会社 会社情報 
https://www.gungho.co.jp/（2021 年 9月） 
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システム情報学科 
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指導教員:坂本 英樹 
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小林海斗 

 

1.はじめに 

当たり前のように普及している携帯を提供している 3大キャリアがどのような戦略をもって 3大と

なるまで大きくなったのか。また、ほかの新規キャリアを受け付けないほどの影響力をもたらせた要

因について論じていく。 

 

2.携帯キャリアについて 

1億 1639万 9500 人, これは 2010年 11月時点での携帯電話契約者数である。 

普段我々が利用している携帯は、キャリアとの契約を結び利用するものとなっている。 

キャリアという言葉を使う時、NTTドコモ、au（KDDI グループ）、ソフトバンクモバイルの 3社を

「三大キャリア」と称することも多く、その中に含まれている KDDI内の子会社「au」と契約を結んで

いる端末を利用しているため、3大キャリアの中で特に KDDI について取り上げていく。 

今や、当たり前のように持ち運び、電話等の通信を行っているが、電話機が完成した当時は持ち運び

ができることすらあまり考えられていなかった。 

しかし、時代は進歩し、携帯電話の小型化、通信設備の充実等の要因により急激に成長している。 

これに加えて、ネットワークサービスも充実していき、携帯電話のサービスとネットワークサービス

を組み合わせることで飛躍的に利用人数が増加していっている。 

そんな中で 3大キャリアの中の一つである KDDIがどのような施策を行っていったのか、また施策をし

ていくことによる、社会、利用者、KDDI 事態に発生する恩恵はどのようなものだったのかについて述

べていく。 

 

3. 携帯電話の歴史 と携帯電話市場の特徴 

3大キャリアのうちの一つである、ソフトバンクの社長「孫正義」は正義の化身とも呼ばれている。 

彼は、いち早くインターネットサービスについて目をつけ、様々なサービスを展開していった。 

3大キャリアの中で一番早く低価格によるサービスの提供を始めたが、KDDI、ドコモは低価格での提供

はしていなかった。 

そんな中 KDDIは提供するプランの安さではなく、通信とライフバランスを目的として事業を展開し

ていった。 

生活の中の一つに KDDIのサービスが組み込まれることで、新規の顧客の獲得、またすでに利用して

いる顧客の定着が可能となる。このように値段だけではなく、別の視点から顧客の確保をすること

で、KDDIのサービスに付加価値を付けたサービスを提供し、他キャリアとの差別化を図った。 
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1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

小林　海斗
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4.今後の KDDI 

今後携帯電話事業を行なうには,基地局などの整備を整え、サービス体制を作り,端末も開発･調達し

なければならない｡ 

また、バックボーンのネットワーク構築や管理保守,ユーザーサポートなども含めると,多岐に渡る体

制作りが必要になる｡そのうえでユーザーの目から見えているサービスだけでは、 携帯電話事業は運営

できないため、現在どのような事業を行っているかの見える化を行うことが必要である｡ 

特に新規参入事業者の場合,基地局やネットワークを１から構築しなければならず,これがかなりの負

担になる｡ 

基地局に関しては,近年各社の場所の取り合いが激しくなり,今まで以上にコストが掛かっていると

いわれている｡そのコストの見通しに失敗したのがアイピーモバイルである｡ 

アイピーモバイルはソフトバンクとほぼ同時期に総務省から携帯事業免許を与えられ,参入を試みた企

業である｡ しかし参入コストが予想以上にかかったことにより, 商用サービスの開始がされないま

ま,2007 年 10月 31日には自己破産を申請,総務省へ携帯事業免許を返上した。 

このように新規参入には膨大な資金を必要とするが,そこから得られる見返りはもちろん大きい｡ 携

帯電話の市場規模は 2009年時点でおよそ 8兆 2500 億円であり,これを NTT ドコモ ･KDDI･ ソフ トバ

ンクの 3 社で分けている寡占市場である｡ 2010 年度の純利益においてもシェアトップのドコモが 4947

億円 と,上場企業の中では NTT と並びトップに立っており,KDDIは 2127億と上場企業の中でトップ 10

に入っている。 

 

5.結論 

 ただ KDDI としての事業を継続して経営を行っていき、事業を拡大させていくことよりも、行ってい

る事業の見える化、また、事業目的として挙げている“通信とライフバランス”に注力していくことが

非常に重要である。なお KDDI の継続とは別に、より新規の事業に参入していく方が、結果的に得られる

利益は多くなり、KDDIとしても、また携帯キャリアとしても大きくなれることが必須である。 
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1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

後藤　大輔
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システム情報学科  
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1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー
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1 8 7 0 0 2 7

～新潟の風景～

82 .アニメーションの制作

システム情報学科
新潟教育センター
指導教員 : 高井　那美



169



170

Unityをを用用いいたたアアププリリケケーーシショョンンのの制制作作 
いいききななりりボボススババトトルル 

システム情報学科   
新潟教育センター   
指導教員：髙井 那美 

１８７００３４ 

石山 勇気 
 
１． はじめに 

今回、私が選択した卒業論文のテーマは「Unity を用いたアプリケーションの制作」である。な
ぜこのテーマなのか。それは、私が幼少期から何かを制作することに興味があり、長年慣れ親しん
で遊んできた“ゲーム”というものを、制作する側でも楽しんでみたいと思い立ったからである。 
 

２． 制作環境 
 OS にはWindows10を使用している。制作ツールには Unityを使用し、バージョンは 2020.3.18f1
を使用した。また、スクリプトの作成には Visual Studio 2020 を用い、言語は C#を使用した。 

 
３． Unityについて 

Unity とは、ユニティ・テクノロジーズ社が 2004年に開発し、提供するゲームエンジンである。
エディタや拡張機能などの開発環境、家庭用ゲーム機や携帯ゲーム機、モバイルやWeb など、様々
なプラットフォームで実行が可能なデータを 1つのソースから作成する機能を有しており、多機能
で拡張性のある統合開発プラットフォームと言える。ゲームエンジンとは、ゲームコンテンツで頻
繁に利用される主要な振る舞いや、3D 描画処理、物理演算、衝突判定、サウンド入出力などの処
理をあらかじめ組み込んだソフトウェアである。ゲームコンテンツ共通の振る舞いや処理を、自分
自身で作成するのではなく、ゲームエンジンに任せることで作業工程が効率化され、コンテンツ自
体の質の向上により多くの時間を割くことができると期待されている。 

 
４． 制作について 

 今回の制作は、Unity に対しての知識がほとんど無い状態から始まった。そのため、操作や仕様
を理解するまでに多くの時間を費やしてしまい、作品そのものの内容が薄くなってしまった。制作
した「追いかけてくる敵と対戦する 2D ゲーム」（図１）は言ってしまえば、“倒すか倒されるかの
二択”といったシンプルな作品である。しかし、シンプルとはいえスクリプトが見にくくては作業効
率が落ちると考え、作業環境を整理整頓することを意識するよう心掛けた。この整理整頓こそ、制
作中に最も工夫した点である。日常生活において整理整頓することは重要なことだとされているが、
それはゲーム制作においても同じである。何がどこに置いてあるか分からない状態では、いざ引き
出す場合に不便である。スクリプトにおいては、何についての記述なのかを明確にすることで、変
更を加える際に変更部分を見つけやすくなる。このようにして、整理と整頓を念頭に置いて制作に
取り組んだ。図２は今回作成したスクリプトの一部である。 
 

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  
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1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー
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指導教員 : 高井　那美
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図１. プレイ画面                  図２. スクリプト   

 
 

５． おわりに 
 単なる興味で選択した今回のテーマであったが、ゲーム制作の苦労を思い知る結果となってしま
った。しかし、私たちが楽しくゲームを遊ぶことができるのは、裏での膨大な作業のおかげである
ことを再認識するいい機会であった。世に出回るあらゆるゲームは、制作に数年単位の時間を費や
していると聞くが、今なら納得のいく制作期間と感じることができる。今回の経験で、ゲーム制作
に関係する方々への尊敬の念がさらに高まり、私自身ゲームの制作に触れることができた。私はゲ
ームを制作するきっかけを与えてくれたことから、このテーマを選択して良かったと感じている。 

 
参考文献 
［１］ Unity 

https://store.unity.com 
［２］ Unity Asset Store 

https://assetstore.unity.com 
［３］ 「Unity の教科書 Unity 2020 完全対応版」 

北村愛実 著  SBクリエイティブ株式会社 発行 

［４］ ぴぽや倉庫 
https://pipoya.net/sozai 

［５］ 魔王魂 
https://maou.audio 

［６］ No Copyright Sounds 
https://noncopyright.com/nocopyrightsounds 
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Unity を用いたアプリケーション制作 
クリッカーゲーム「Muscle Salt Fever」 

システム情報学科 
広島教育センター 

指導教員：髙井 那美 
1870042 
松村 湧太 

 
1. はじめに 

私がこのゲームを制作しようと考えたのは、誰が触れても何が起きているのかわかる、単純明快
なゲームを作りたいと考えたからである。そこで考え付いたのがクリッカーゲームである。 
そもそもクリッカーゲームとは、「特定の行動をとる」と「資金を得る」ことができ、その「資金

で設備を購入する」ことで資金をさらに多く得る、というゲームである。もともと単純なゲームで
はあるのだが、購入する設備の種類が多かったり、必要な資金を得るのにかなりの時間を要したり
することが多い。 
それはクリッカーゲームへの入り口を狭くするものであるため、私は、クリッカーゲームをより

単純にしたゲームを作り、このゲームを通じてクリッカーゲームに興味を持ってもらうことを最大
の課題として制作を行った。 
 

2. 制作環境 
制作環境は以下の表の通りである。 

表１ 使用 OS、ソフトウェア一覧 
名称 バージョン 

Windows10 Home 
macOS Big Sur 11.4 
Unity 2019.4.3f1 
Microsoft Visual Studio 8.6.5(build23) 
CLIP STUDIO PAINT PRO 1.9.7 

 
3. 完成版の機能 

ゲームは 2 つのシーンで構成してあり、タイトルシーンとメインシーンである。タイトルシーン
では、メインシーンに遷移するのは勿論、メインシーンで出来ることを図解した画像を見ることが
できる。 
メインシーンはゲームが遊べるシーンである。 
ゲームの内容そのものは極めてシンプルにした。画面内のキャラクターにタッチすると換金アイ
テムを落とし、売却ボタンを押すと換金アイテムを資金に換えることができる。その資金で換金額
や移動速度の上昇、画面内に出現するキャラクターの数を増やす、以上の 3 つの購入上限を増やす
ことができる。 

 
 

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

松村　湧太
1 8 7 0 0 4 2

クリッカーゲーム「Musc le  Sa l t  Fever」

84 .  Un i tyを用いたアプリケーションの制作

システム情報学科
広島教育センター
指導教員 : 高井　那美
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4. 制作過程 
イラストは全て自分で描いた。視覚的な楽しさも求めたため、1人のキャラクターに対し、3つの
イラストを用意することで変化を楽しんで貰うことにした。他にも 4 つのボタンに描かれたアイテ
ムやドロップするアイテムのイラストもこだわって作成した。 
楽曲も制作しようと考えていたのだが、音楽の勉強をするには時間がいくらあっても足りないの
で断念した。 
ゲームそのものは、目標の通り、シンプルで遊びやすいデザインを目指した。アイテムを購入した
際の値上がり具合には特に力を入れ、結果として徐々に成長していく過程が楽しめるものができた。 

 

図１ タイトル画面に表示したゲームルール 
 
5. 課題とまとめ 

課題点はアスペクト比を操作しようとすると今まで作ったものが消えたり色が変わったりと無茶
苦茶な状態になる原因を突き止められなかったことである。アスペクト比を操作するスクリプトを
使用した途端にこの現象が起きたので、再現性や解決方法などはこれから調査していきたい。また、
単純さを求めたため、ゲームが非常に単調でテンポとしては良いものの、作業感が強いレベルデザ
インをしてしまったため、その調整も課題となる。 
視覚的にも操作性的にも単純でわかりやすいゲームができたのは大きな成果である。どれだけ楽
しんでもらえるかはリリースしていないので分からないが、少し触れてもらえればすぐにゲーム性
を理解してもらうゲームを作ることができた。 

 
 
参考文献 
[1]大久保 磨「アプリ＆ゲームプランナー必読！レベルデザイン徹底指南書」2016年 
[2]薬師寺 国安「現場ですぐに使える！Unity2019 逆引き大全 319 の極意」2019 年 
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教科書の作成
－初心者でもよく分かる！ と －

システム情報学科
札幌教育センター
指導教員：髙井 那美

濱田 夕月

．． 序序論論
目目的的やや動動機機

私が 関連を初めて学んだ際に内部の処理がとても難しく感じられる一方で、 や は、
該当箇所の変化が分かりやすく、楽しく学ぶことができた。この理由から、まずは人の目によく触れて
いる や などから学び、コーディングに慣れるということから始めてほしいと思い、この
テーマの選択に至った。

ササイイトトのの構構成成
グループでは「初心者でも分かる」といったテーマを掲

げ、私は と 、一方で の内容で作成した。
グループの作品がまとめてある「 」から私の担当
した サイトへ移動することができる。 サイトの構
成は『はじめに』『 と 』『基本編』『応用編』『練
習問題』の５つで構成されている。

図：トップページ

作作成成環環境境
：

使用ソフト： 、
使用言語： 、
作成場所：学校、自宅

．． 研研究究内内容容
教教科科書書ののメメリリッットト

教科書のメリットとして、コストを抑えられる、身体的に負担が少ないこと、検索が容易（検
索ボタンや のショートカットキー）など、あらゆる点において利便性があることが挙げられる。

教教科科書書ののデデメメリリッットト
教科書のデメリットには素早い対応の欠落や視力の低下、書く力が衰えてしまうことが挙げら

れる。

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

濱田　夕月
1 8 7 0 0 4 8

－初心者でもよく分かる！ HTMLと CSS－

85 .  Web教科書の作成

システム情報学科
札幌教育センター
指導教員 : 高井　那美
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．． 作作成成物物のの詳詳細細
全体の統一部分である サイトの構造は、主に『基本編』で記述したもので作成できるものとな

っている。また、水色、桃色、橙色のバランスや、明度や彩度にはブライトトーンを用いて見やすさに
配慮した。 サイトの内容は、『はじめに』、『 と 』、『基本編』、『応用編』、『練習問題』
の つの項目で成り立っている。
『はじめに』では目的、利用対象者、 教科書のメリット・デメリット、各ページを表示してい

る。『 と 』では、 サイトの仕組み、 ・ の役割、作成環境について表示して
いる。『基本編』では、 ・ の基本構造、基本的に使用されるタグ・プロパティ、デザインに
ついて表示している。 の基本的なタグでは、 サイトを作成する際に用いる頻度が高いタグ
を中心に紹介している。デザインの項目では、デザインをすることに不安を感じている人のことを考
え、「配色」の視点からデザインについて説明している。 の基本的なプロパティでは、 の基
本的なタグの章と同様に、 サイトを作成する際に用いる頻度が高いプロパティを中心に紹介して
いる。『応用編』では、『基本編』より少し複雑なタグやプロパティ、 上でタグを表示させるため
の特殊文字を説明している。『練習問題』では、基本編で記述した タグまたは プロパティ
の内容に基づいて、穴埋め形式の問題を設けている。

．． 苦苦労労ししたた点点、、工工夫夫ししたた点点
苦労した点は、時間配分が大幅に変更された点である。就職活動が長引いてしまったことから、内容

が少し薄くなったように感じられた。その点から、『練習問題』に組み込む予定であった を
断念することになったが、代わりの要素として や といったタグを用いるなどの工
夫から、完成させることができて良かったと感じた。

．． ままととめめ
今回の開発を通して、当時の復習や理解、新たな知識を身に付けることができた。今後は、実装予定

であった を引き続き学んでいきたいと考えている。加えて、実際にプログラミングをやっ
たことがない人に利用してもらい、 サイトをより改善していきたいとも考えている。

参参考考文文献献
鈴木介翔「本当によくわかる の教科書」 クリエイティブ株式会社 初版第 刷
中島省吾「 演習 版」株式会社エスシーシー 初版第 刷
「 クイックリファレンス」 ©HTMQ 最終閲覧日
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

小林　優起
1 8 7 0 0 6 0

－初めてでも大丈夫！ Web教科書で RPAを学ぼう－

86 .  Web教科書の作成

システム情報学科
新潟教育センター
指導教員 : 高井　那美
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アニメーションの制作 

―米―  

 

システム情報学科   

名古屋教育センター  

指導教員：髙井 那美 

 

１８７００６７ 

野中 星良 
 

11.. ははじじめめにに  

日本農業[1]は衰退の一途を辿っている。その一方でアニメーションは、日本社会に大き

な影響を及ぼしている。今回のテーマを決定した理由は、アニメーションを通して、農業

に興味を持たせることができると考えたからである。作品は農業の中でも私たちの主食で

ある「米」に焦点を当て、籾まきから収穫までを忠実に再現することを目的としている。  

 

22.. アアニニメメーーシショョンン  

アニメーション[2]とは、絵や立体物などの動きを持たない静止画を、少しずつ変えコマ

撮りなどによって、連続して動いて見える映像にしたものを指す。アニメーションには 2D

アニメーションと 3D アニメーションがある。 

3D アニメーション[3]とは、3D オブジェクトをモデリングし、3D 空間に配置し、レンダ

リングをして動きをつける手法で作成されたアニメーションである。現実世界の動きに近

いモーションや 2D では描くことが難しい複雑なカメラアングルが可能である。  

 

33.. 作作業業環環境境  

使用した基本 OS は Windows10 である。使用ソフトウェアは、キャラクタモデリングに

VRoid Studio Ver.0.13.1 を使用し、その他のオブジェクト、モーション作成は Blender 

Ver.2.91 を使用した。テクスチャは、ペイントツールである Fire Alpaca Ver.2.4.6 と

CLIP STUDIO Ver.1.10.6 を使用し作成した。動画編集は、AviUtl Ver.1.00 を使用した。 

 

44.. 作作品品ににつついいてて  

「米」をテーマにアニメーション制作した。このテーマに決定したきっかけは、祖母と

伯父の米作りの手伝いをしているからである。米作りの一部を経験していく中で米に愛着

を持つようになっていった。米作りの手伝いをし始めてからは、田んぼに目が行くように

なり、田んぼにゴミが捨てられていることなどが目に付き悲しみと同時に憤りを覚えた。

「米」に興味があったり、大変さを知っていたりすれば田んぼにゴミを捨てることは出来

ないはずである。以上のことから米作りの大変さや、やりがいを伝え少しでも米作りに興

味を持ってもらい、田んぼにゴミを捨てる人を減らしたいと考えた。 

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

野中　星良
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55.. 工工夫夫ししたた点点  

工夫した点は、現実の米作りを忠実に再現することで

ある。祖母や伯父を手伝っていたこともあり、ある程度

は自分でも忠実に再現することができたが、自分では分

からない点は伯父に相談したり聞いたりすることによっ

て再現している。また、記憶を信じないようにした。記

憶はある程度誇張して覚えてしまっていることがあるの

で、モーションを作った後は、必ず第三者に見てもらい不自然な点がないか確認しながら

作成していった。これによって全体を通して現実の米作りを忠実に再現できた。  

 

66.. 反反省省点点・・今今後後にに向向けけてて  

 反省点は大きく分けて 2 つある。 

1 つ目はアニメーションを１から作り直したことである。1 から作り直した経緯は、最

初の予定では身支度をアニメーションにする予定だったが、自分の身支度と同年代の身支

度とでは違いが大きいのではないかと不安を感じたからである。その不安からアニメーシ

ョン制作が思うように進まなかった。したがって、不安を感じながら作業するよりも 1 か

ら作り直した方が良いと判断し変更した。  

 2 つ目は技術不足である。技術不足であったため、やりたいことを表現できないところ

がいくつかあった。例えば、田植えシーンや稲刈りシーンの機械オブジェクトの車輪を回

す予定であったができなかった。本来であれば、車輪オブジェクトにアーマチュアを挿入

して動かす予定だったが、アーマチュア挿入後にオブジェクトとリンクさせることが出来

ずその作業に数日かかったので、オブジェクト結合だけで動きをつけた。これは、後に解

決したのだが、解決したのが 9 月中旬だったので、直すことが出来なかった。  

 以上のことから、今回表現できなかったところや、今回はできたが理屈がわからないと

ころに関しては更に知識を深めて、使用できるようにしたいと考えている。また、今回制

作時間が足りなかったり、3 分に納められなかったりという理由で作成できなかったアニ

メーションに関しては、作成したいと考えている。  

 

77.. 参参考考文文献献・・使使用用著著作作物物  

[1] 農林水産省 – 農業従業者、新規就農者の動向調査  

https://www.maff.go.jp/j/wpaper/w_maff/h18_h/trend/1/t1_2_1_02.html 

[2] Artscape - アニメーション 

https://artscape.jp/artword/index.php/%E3%82%A2%E3%83%8B%E3%83%A1%E3%83%BC%E3%

82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3 2021/7/15 時点  

[3] 業界コラム – アニメ 

https://www.anime.ac.jp/contents/column/2019/06/05/column65/ 

[4] 伊丹シゲユキ『入門 Blender2.9～ゼロから始める 3D 制作～』秀和システム、2020 年 

[5] BowlRoll - 農家  

https://bowlroll.net/fi le/241190 
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２２００２２１１／／９９／／２２４４  
UUnniittyyをを用用いいたたアアププリリケケーーシショョンン開開発発  

CCaarrddiiaa  
11887700111100  

大大阪阪教教育育セセンンタターー  長長谷谷虹虹輝輝  
１１．．ははじじめめにに  
  UUnniittyy ととはは、、ユユニニテティィ・・テテククノノロロジジーーズズがが開開発発ししてていいるるゲゲーームムエエンンジジンンののここととでで、、無無料料（（個個人人でで使使用用すするる場場合合））
でで公公開開さされれてておおりり、、公公開開さされれてていいるるゲゲーームムエエンンジジンンででUUnniittyyはは一一番番使使用用さされれてておおりり、、全全世世界界でで 110000万万人人以以上上のの開開発発
者者がが使使用用ししてていいるる点点かからら、、一一番番参参入入ししややすすいいゲゲーームムエエンンジジンンででああるる。。((参参考考文文献献  11))  
  筆筆者者はは、、「「ポポケケモモンンGGOO」」ががUUnniittyyでで開開発発さされれたたとといいううここととをを聞聞きき、、開開発発方方法法ににつついいてて興興味味をを持持ちち、、ここののテテーーママにに
決決定定ししたた。。  
  
２２．．UUnniittyyのの可可能能性性  
  UUnniittyyははゲゲーームムがが開開発発ししややすすくくししててくくれれるるここととはは間間違違いいなないいがが、、３３DDモモデデルルややエエフフェェククトト、、BBGGMMやや SSEEななどど自自身身
がが作作れれなないい、、作作るるににはは時時間間ががかかかかりりすすぎぎててししままうう難難点点ががああるる。。ししかかしし、、UUnniittyy ででははそそのの使使用用すするる素素材材（（ゲゲーームムデデーー
タタ））をを購購入入すするるここととががででききるる場場所所、、AAsssseett  SSttoorreeがが用用意意さされれてていいるる。。３３DDモモデデルルややイイララスストト、、アアイイココンン画画像像とといいっったた
ももののかからら、、BBGGMM、、SSEE、、ささららににははププロロググララムム処処理理ままでで存存在在すするる。。ままたた、、有有料料販販売売だだけけででななくく、、無無料料でで配配布布さされれてていい
るる素素材材もも数数多多くく存存在在すするる。。  
  ゲゲーームムエエンンジジンンでであありりななががらら、、特特徴徴ととししてて拡拡張張性性がが高高いいたためめ、、非非ゲゲーームムアアププリリででももUUnniittyyをを用用いいらられれるる事事もも少少なな
くくななくく、、建建築築業業ででのの「「リリアアルルタタイイムム BBIIMM」」やや、、自自動動車車のの設設計計ででUUnniittyyででのの VVRR機機能能がが使使用用さされれたた事事例例、、AARR広広告告でで
使使用用さされれたたケケーーススななどどががああるる。。（（参参考考文文献献  22））  
  
３３．．ゲゲーームム概概要要  
33..11  タターーゲゲッットト  
  DDCCGGププレレイイヤヤーー、、ee--ssppoorrttssププレレイイヤヤーーがが主主だだがが、、1100代代～～高高年年齢齢者者ももタターーゲゲッットト ee--ssppoorrttssププレレイイヤヤーーはは反反射射神神経経
等等にによよるる早早期期引引退退がが多多くく見見受受けけらられれるるがが、、ここののゲゲーームムはは戦戦略略性性にに特特化化ししたたゲゲーームムののたためめ、、そそののよよううななププレレイイヤヤーーはは
少少ななくくななるるとと考考ええらられれるる。。  
ままたた、、ガガチチャャにに加加ええてて、、カカーードドををププレレイイヤヤーー間間のの取取引引をを可可能能ににすするる、、手手にに入入れれらられれるるソソーーススががガガチチャャののみみににししなないい
ここととででブブロロッッククチチェェーーンンととししててもも展展開開ででききるるとと考考ええてていいるる。。ブブロロッッククチチェェーーンンがが展展開開ででききるるよよううににななれればば、、ゲゲーームム
ででおお金金をを稼稼ごごううととすするるココアアププレレイイヤヤーーのの参参入入がが見見込込めめるる。。ししかかしし、、新新規規参参入入ししににくくくくななっっててししままううたためめ、、利利用用ししなな
いい方方法法もも設設けけるる。。  
  
33..22  ゲゲーームム概概要要  
開開発発環環境境：：UUnniittyy((VVeerr  22001199..0044..44ff11))                                ジジャャンンルル：：２２．．５５DD戦戦略略対対戦戦 RRPPGG    
ププララッットトフフォォーームム：：ススママーートトフフォォンン、、PPCC  
  
ババトトルル仕仕様様  
 ６６××３３ママススののフフィィーールルドドでで互互いいにに自自陣陣ととししてて３３××33ママススをを持持っってていいるる。。  
 自自身身ははキキャャララククタタをを最最大大３３人人持持っってておおりり、、６６００秒秒にに一一度度キキャャララをを変変ええるるここととがが出出来来るる。。  
 キキャャララククタタははスステテーータタスス（（HHPPやや攻攻撃撃力力ななどど））ののみみででススキキルル等等ははななしし。。  
 スステテーータタススにによよっっててタタンンククややアアタタッッカカーーななどどのの役役割割をを持持たたせせるる。。  
 代代わわりりににカカーードドゲゲーームムののデデッッキキののよよううななももののをを採採用用。。        

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

長谷　虹輝
1 8 7 0 1 1 0

Card ia

88 .  Un i tyを用いたアプリケーション開発

システム情報学科
大阪教育センター
指導教員 : 高井　那美



181

 ゲゲーームム開開始始時時ラランンダダムムでで 11キキャャララ 55枚枚ずずつつ手手札札をを引引くく。。  
 フフェェイイズズはは準準備備フフェェイイズズ、、行行動動フフェェイイズズにに分分かかれれるる。。  
 準準備備フフェェイイズズはは行行動動選選択択やや、、入入れれ替替ええをを選選択択すするる。。  
 準準備備フフェェイイズズ開開始始時時にに出出てていいるるキキャャララののみみデデッッキキかからら 11枚枚引引くく。。  
 ６６枚枚以以上上はは引引くくここととははででききなないい。。（（55枚枚ままでで））  
 カカーードドののスステテーータタススににはは攻攻撃撃倍倍率率やや攻攻撃撃範範囲囲、、ババフフ、、デデババフフががああるる。。  
 タターーゲゲッットトににはは敵敵自自身身にに与与ええるるもものの、、味味方方ににすするるもものの、、  

前前方方にに発発射射すするるもものの、、ママスス自自体体にに影影響響をを与与ええるるももののななどどががああるる。。  
 特特定定のの技技とと技技をを組組みみ合合わわせせるるととココンンボボととななっってて強強力力なな技技をを繰繰りり出出せせるる。。  
 行行動動フフェェイイズズがが始始ままるるととカカーードドのの能能力力とと  

キキャャララククタタののススピピーードドをを軸軸にに順順番番がが決決ままるる。。  
 全全ててのの行行動動がが終終わわれればば準準備備フフェェイイズズにに戻戻るる。。  
  
カカーードド・・デデッッキキ仕仕様様  
カカーードドはは２２００枚枚ままでででで、、同同じじカカーードドはは３３枚枚ままでで入入れれるる事事がが可可能能。。  
能能力力はは、、攻攻撃撃、、回回復復、、ババフフななどどががあありり、、そそれれぞぞれれエエリリアアがが違違うう。。  
能能力力をを複複数数持持っってていいるるカカーードドががああるる。。  
  
４４．．セセーールルススポポイインントト  
 最最近近話話題題ののブブロロッッククチチェェーーンンゲゲーームムにに参参入入ででききるるよよううなな企企画画ででああるるこことと。。  
 タターーゲゲッットト層層をを大大ききくくすするるここととででユユーーザザのの獲獲得得。。  
 タターーゲゲッットトをを ee--ssppoorrttssププレレイイヤヤーーににすするるここととででイインンフフルルエエンンササーーととししてて広広告告ししててももららええるる。。  
 RRPPGGのの 11体体ででははででききななかかっったた連連携携やや役役割割がが可可能能。。  
 キキャャララにによよっっててススキキルルをを覚覚ええささせせるるののででははななくくカカーードドでで別別枠枠ににすするるここととでで、、拡拡張張性性がが上上ががるる。。  
 攻攻撃撃方方法法をを豊豊かかににすするるここととでで戦戦略略のの幅幅がが広広ががるる。。  
 既既存存ののゲゲーームムをを掛掛けけ合合わわせせるるここととにによよっっててしし易易ささはは落落ちちるるもものののの、、楽楽ししささはは倍倍増増すするる。。  
  
５５．．今今後後のの課課題題  
リリリリーーススににつつれれててカカーードドのの量量がが多多くくななるるたためめ、、リリリリーースス以以降降時時間間経経つつほほどど新新規規ププレレイイヤヤーーがが少少ななくくななるる可可能能性性がが

ああるる。。ままたた、、新新カカーードドをを作作るる際際ののパパワワーーババラランンススのの調調整整がが難難ししいいとといいうう点点。。  
デデッッキキ２２００枚枚をを使使用用ししききっったた場場合合にに戦戦闘闘をを終終わわららせせるるののかか、、カカーードドをを再再度度カカーードド構構築築すするるののかかななどどとといいっったた例例外外がが
発発生生ししたた場場合合のの対対処処ななどどもも構構築築ししききっってていいなないい。。  
ままたた、、対対戦戦とといいううここととももあありり、、対対戦戦がが行行わわれれるるササーーババーーのの構構築築ななどどもも必必要要だだ。。  
ほほかかにに、、デデザザイインン、、キキャャララモモデデリリンンググややアアニニメメーーシショョンンななどどででイインンパパククトトやや動動ききががなないいたためめ、、ここれれららもも必必要要にになな

っっててくくるる。。  
  ここののよよううににゲゲーームム開開発発ををすするる際際、、設設計計がが甘甘いいこことと、、時時間間にに対対ししててののゲゲーームム規規模模がが大大ききすすぎぎたたとといいうう点点がが反反省省点点とと
ししてて挙挙げげらられれるる。。完完成成ににはは至至ららななかかっったたもものののの、、卒卒業業ままででにに完完成成ささせせよよううとと考考ええてていいるる。。  
  
参参考考文文献献  
[[１１]]テテッッククアアカカデデミミーー今今ささらら聞聞けけなないい！！ゲゲーームム開開発発でで人人気気ののUUnniittyyととはは【【初初心心者者向向けけ】】  

hhttttppss::////tteecchhaaccaaddeemmyy..jjpp//mmaaggaazziinnee//99229966  
[[２２]]CCAAPPAA「「ゲゲーームムだだけけじじゃゃなないい  UUnniittyyののビビジジネネスス利利用用事事例例紹紹介介」」：：hhttttppss::////wwwwww..ccaappaa..ccoo..jjpp//aarrcchhiivveess//3322887700  

デッキ作成画面 

カード作成画面 
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Unity を用いたアプリケーションの制作 

－２D レトロアーケードゲームの制作－ 

システム情報学科 

鹿児島教育センター 

指導教員：髙井 那美 

1870195 

種田 海 

 

１．はじめに 

私が最初に遊んだゲームはドット絵で描写された２D レトロアーケードゲームだった。今回の

卒業論文では、これまで学んできたゲーム開発の知識や経験をもとにレトロゲームのようなゲー

ムを制作したかったので、このテーマを選択した。 

 

２．ゲームコンセプト 

 このゲームのコンセプトは「一流ハンターになって獲物を倒して高得点を競うゲーム」である。

レトロな雰囲気の画面が好きな人、アーケードゲームが好きな人、敵をポンポン倒す爽快感を得

たい人に向けたゲームである。図１に、このゲーム用に作成したイラストを示す。 

図１．作成したイラスト一覧   図２.主人公キャラクタ 

 

３．ゲームルール 

・スコアの獲得 

 ハンター（自機）が持っているガンで敵を倒す（図２）。倒した敵に応じて、スコアを獲得する

ことができる。ガンの装弾数は６発、弾切れになったらリロードをするまで撃てない。 

 

・ゲームクリア 

時間制限内に敵を倒して得点を獲得し、各ステージに設定されているノルマを達成すると、次

のステージに進むことができる。全５ステージあり、すべてのステージをクリアすると最終獲得

得点をランキングに登録することができる。このランキングを競って楽しむことができる。 

 

４．工夫した点 

私が制作したゲームは、ステージが進むごとに敵の種類と数が多くなる特徴がある。そのため、

UI が多いとプレイヤーが疲れてしまうと考え、UI を最小限に抑えた。 

ゲームが完成後にテストプレイ等をすると、最初は気にしていなかった点がストレスとなるこ

とが分かった。何度も攻略して高得点を目指してほしいゲームだが、敵を倒すためにクリックし

続けると指が疲れてしまうことが分かった。そこで、クリック長押しで射撃できるようにした。

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

種田　　海
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－ 2Dレトロアーケードゲームの制作－

89 .  Un i tyを用いたアプリケーションの制作

システム情報学科
鹿児島教育センター
指導教員 : 高井　那美
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クリック長押しで射撃とクリックで射撃の違いで優劣が出ないように、射撃間隔の制御等を調節、

実装した。さらに、多くの人に楽しめるように、弾数が０発の時にクリックすることでリロード

できるようにする機能を実装した。その結果、ゲームにあまり慣れていない人でも高得点を狙っ

て競い合えるゲームに近づけたと考える。 

 
５．おわりに 

今回の卒業論文の制作物は、私が初めて遊んだゲームを再現しようと開発した。ゲームが完成

して、友人たちが実際にプレイして、高得点を競い合っているのを見たときはとても嬉しく思っ

た。特に工夫した点を褒められたときは制作してよかったと感じた。開発しているうちに本来考

えていた機能以外に、もっと多くの機能を実装したいと思った。例えば、プレイヤーの強化アイ

テム等の実装、ショップ機能の実装、高得点の敵キャラクタの実装などである。卒業論文が終わ

った後も、どんどん機能を実装したいと考える。 
今回の卒業論文で、今まで経験してきたチームによるゲーム開発を１人ですることは、とても

貴重な経験となった。チームでの開発は作業分担できて日程が短縮できるが、結合作業で不具合

が起きることが多い。１人で開発すると膨大な時間がかかるが、自分で考えた仕組みは理解でき

ているため、不具合が少なく済む。 
 今後も機能を増やして改良して、このゲームをさらに楽しめるものにしようと思う。 
 
参考文献 
［１］2D Pixel Perfect：レトロな 8 ビットゲームの制作に向けた Unity プロジェクトのセッ

トアップ方法： 
https://blog.unity.com/ja/technology/2d-pixel-perfect-how-to-set-up-your-unity-project-for-ret

ro-8-bits-games（最終アクセス日：2021/9/3） 
［２］【Unity、WebGL】なるべく簡単にオンラインランキング機能をつけるサンプル： 
https://blog.naichilab.com/entry/webgl-simple-ranking（最終アクセス日：2021/9/3） 
［３］Instantiate を使いこなそう!使い方・使用例まとめ!： 
https://www.sejuku.net/blog/48180 （最終アクセス日：2021/9/3） 
［４］transform.position を変更してオブジェクトを移動させよう!： 
https://www.sejuku.net/blog/51251 （最終アクセス日：2021/9/3） 
［５］【Unity 入門】Instantiate を使いこなそう!使い方・使用例まとめ!： 
https://www.sejuku.net/blog/48180（最終アクセス日：2021/9/3） 
［６］【Unity】2D でクリックした方向に弾を飛ばす【サンプル】： 
https://tech.pjin.jp/blog/2018/10/03/unity_click_shot_bullet_direction/（最終アクセス日： 
2021/9/3） 
［７］Unity 2D アクションの作り方【接地判定】： 
https://dkrevel.com/makegame-beginner/make-2d-action-ground/（最終アクセス日：2021/9/3） 
［８］[Unity]他のオブジェクトについているスクリプトの変数を参照したり関数を実行したりす

る。： 
https://qiita.com/tsukasa_wear_parker/items/09d4bcc5af3556b9bb3a（最終アクセス日： 
2021/9/3） 
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アアニニメメーーシショョンンのの制制作作  

―自分との闘い― 

 

システム情報学科   

名古屋教育センター  

指導教員：髙井 那美 

 

１８７０２０６ 

近藤 夢香 

 
11.. ははじじめめにに  

私は、高校時代に北海道情報大学への 5 日間の研修旅行にてロトスコープを経験し、モ

ーションキャプチャを見学する機会があった。そこでアニメーション制作に興味を持ち、

また自主制作のアニメーション作品を作りたいと思ったため、このテーマを選択し、初め

て 3DCG でのアニメーション制作に挑戦することにした。  

 

22.. アアニニメメーーシショョンン  

 アニメーション[1]とは、複数の静止画を連続して映し出すことで動きを作る映像技術

である。日本ではアニメーションのことをアニメと略称して呼ぶことが多いが、海外でも

anime（アニメ）を日本のアニメのことを指すとされている。  

 アニメーションには、2D アニメーションと 3D アニメーション[2]がある。3D アニメー

ションとは、3D オブジェクトをモデリングし、モーションやカメラアングルなどを用いて

動きをつけていく手法である。今回は、3D アニメーションを制作していくことにする。  

 

33.. 作作成成環環境境  

 OS は Windows10 である。使用ソフトウェアは、モデリング制作では、 VRoid Studio 

Ver.0.13.1（以下 VRoid）で作成し、モデルの修正やモーションなどを Blender Ver.2.92

で作成した。テクスチャは、ペイントツール SAI Ver.1.2.0 で作成し、MikuMikuDance な

どの著作物を使用した。動画編集ソフトは Adobe Premiere Pro Ver.15.4.1 を使用した。 

 

44.. 作作品品ににつついいてて  

 今回は「自分との闘い」をテーマにアニメーションを制作した。このテーマにしようと

思ったきっかけは、私は大学に入ってから、生活環境が変わったことや、国家試験の勉強

など、最初の頃はどうにもならないと考えていたことを思い返したからである。その経験

から、自分が成長でき、挑戦することに意味があると感じたため、挑戦すること自体が大

切であることを伝えたいと考えた。自分から行動を起こすことが重要だといえるため、「自

分との闘い」というテーマにした。制作していく上で、自分が気付いていないだけで闘え

る武器を心のどこかに持っているという考え方次第で立ち向かえることを表現した。  

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー
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55.. 工工夫夫ししたた点点  

 工夫した点は、人間らしい滑らかな動きにすることで

ある。髪やスカートの靡かせ方、手足の動作など、より

女の子らしい動きにすることを意識して制作した。  

 その中でも特に工夫した点は、表情である。表情では、

キャラクターの感情が最も視聴者に伝わる部分のため、

特に力を入れて作成した。VRoid 製のモデルでは眉毛、

目、口それぞれにデフォルトでシェイプキー機能があり、表情を自由に変えられる。それ

を最大限に利用し、喜怒哀楽を表現した。キャラクターが会話するシーンでは、口の動き

がなめらかになるよう表現した。  

 また、動画編集でエフェクトなどを使い、より魅力的な作品になるようにした。  

 

66.. 反反省省点点・・今今後後にに向向けけてて  

 全体を通して最もいえることは、圧倒的な技術力不足である。自分のやりたいことが技

術面でわからないことが多く、できなかった部分が多々ある。  

 また、作業時間不足にも陥った。実際にやってみると難しく、作業量が多いため、当初

の計画より作業が大幅に遅れたからである。そのため、今回は著作物を多く使用して作業

量の削減を図った。機会があればオブジェクトやテクスチャ、音など全て自主制作し、60fps

のアニメーション制作に挑戦したい。 

 最後に、作品制作を通していえることは、初めて 3DCG のアニメーションに挑戦したが、

失敗した点も含めて良い経験を積んだことである。この約 3 分のアニメーションは、スト

ーリー考案やキャラクターデザイン時間も含めると、約 8 か月の制作作業時間となった。  

以上のことから、3DCG のアニメーション制作は、難しい点が多くあり大変だったが、楽

しみながら制作することができた。また機会があればアニメーション制作に携わりたい。  

 

77.. 参参考考文文献献・・使使用用著著作作物物  

[1] アニメ！アニメ！ - 第 1 回アニメとアニメーションの違い  

https://animeanime.jp/article/2008/02/17/2787.html 

[2] 声優・アニメ・e スポーツ・ゲーム業界コラム - 2D アニメと 3D アニメの違いとは？ 

それぞれの特徴を学ぼう！ 

https://www.anime.ac.jp/contents/column/2019/06/05/column65/ 

[3] BOOTH - VRoid Studio 髪型プリセット ツインテールの後頭部 Ruliyna Shop 

https://rln.booth.pm/items/1915892 

[4] BOOTH - 【無料】手描きタッチ髪テクスチャ【VRoid テクスチャ】sweettime 

https://booth.pm/ja/items/1568079 

[5] BOOTH - 剣と盾、ハルバード、クラブ、斧、メイス 3D モデル 無料 BK-114shop 

https://booth.pm/ja/items/2072053 

[6] ニコニコ静画 (イラスト) - 【MMD ステージ配布】エントランスホール / @Ai さんの

イラスト 

https://seiga.nicovideo.jp/seiga/im10125294 
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Web教科書の作成 HTML/CSS の入門書 
 

経営ネットワーク学科 
福岡教育センター 

指導教員：髙井 那美 
1870218 
中村 我斗 

 
１．はじめに 
１．１ 作品について 
 この作品は、プログラミングが苦手な方やプログラミング未経験者の方でも比較的にわかりやすく簡
単で、入門としては最適な HTMLと CSS を題材とした web 教科書である。 
１．２ 目的 
 目的としては、「1.1作品について」にて記載してある通り、読者をプログラミングが苦手な方、プロ
グラミング未経験者の方に焦点を合わせ、HTML5 の理解、苦手意識を和らげる、プログラミングを始
めるきっかけになる３つをコンセプトを軸に作成したものである。IT技術が進んだ現代社会では、エン
ジニア不足という問題に直面しており、プログラミング未経験者の方をプログラマー、システムエンジ
ニアを短期間で１から研修で育てるといった企業が多くある。しかし、多くの人が「難しくて理解でき
ない」「自分にはあっていない」等のプログラミングの難しさ故に一つの壁に直面すると思われる。就活
を通して、ほとんどの企業は C 言語や Java の２つを研修で３か月から半年勉強させるのだが、先ほど
挙げた２つの言語は人によっては基礎そのものを理解するのが一苦労である。実際に筆者がそうであっ
た。では、プログラミング学習のスタート地点を難しい言語ではなく、簡単な言語から始めれば苦手意
識は少しでもなくなるのではと思い、作品制作にあたったのである。どちらかというと企業研修が始ま
った後ではなく、始まる前に読む教科書である。 
 
２．Web教科書 
２．1 Web 教科書の利点 
 Web 教科書の利点は使用する生徒の心身や便利性で働いている。この利点はアナログである紙の教科
書、ノートと比べたものであり、個人によってはアナログのほうが良いという意見もあると思われる。 
 Web 教科書の利点は「拡大表示ができる」、「動画、音声の再生」、「書き込みやログを保存できる」、
「図形やグラフ読み取り問題などで試行錯誤しやすくなる」「荷物がかなり減り体の負担が軽くなる」
の５つが挙げられる。 
２．2 Web 教科書の欠点 
 Web 教科書の欠点は「ネットリテラシーの問題」「金銭的問題」の 2 つが挙げられる。 
・ネットリテラシーの問題 
 まだネットリテラシーなどの教育がないと問題を起こす生徒が出てくると思われる。機種によっては
チャット機能などをつけていない物もあるが、ここ最近で起こったチャット上でのいじめによる犠牲者
が出ている。ネットリテラシー教育をやっていないのかは分からないが、こういった問題は今後Web 教
科書の発展では通るしかない道だと筆者は思っている。対象を小学生にするとネットリテラシーの勉強
は少し難しい、中学生だと一部が悪用しだし様々な問題が発生する等、Web 教科書がすぐ広まらない理

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

中村　我斗
1 8 7 0 2 1 8

HTML/CSSの入門書

91 .  Web教科書の作成

経営ネットワーク学科
福岡教育センター
指導教員 : 高井　那美
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由である。対策としてはチャット機能をなくすことやインターネットに接続させないようにパスワード
をつけて管理するが挙げられているが、この機能の穴場に気づく生徒も少なくはない。問題点としては、
授業以外で最低限のネットマナー、リテラシー、知識をつけさせないといけないため担当教授の負担が
増える、陰湿ないじめに悪用される恐れがあることである。 
・金銭的問題 
 学習タブレットはもちろんお金がかかる。例として筆者が大学に入ったころに購入させられた学習用
タブレットは約 10 万である。家庭によってはこの 10 万を出すのがおしいから無料でもらえる教科書を
選ぶ家庭も出てくるだろう。それに購入したとしても壊れた場合の修理費や遠隔授業で必要なインター
ネットの通信費などもあるため、こういったところでは紙媒体教科書の利点が出ている。今後の育方針
でWeb教科書が全国的に普及して無償化が大きなポイントである。 
２．3 Web(デジタル)教科書の現状 
 現状としてコロナ観点の遠隔授業などで Web 教科書が活躍していると思われているが、義務教育学
校では 8.6％、高等学校では 5.2％と全く整備がされていないのである。紙媒体の教科書でデジタル教科
書化されているものも多くあるが、それでも両方 10％言っていないのである。しかし、これは生徒の普
及率である、指導者用の Web 教科書はかなり普及している。プリンターや電子黒板を活かせば拡大で
きる、授業のテンポがよくなり生徒たちに解説しやすいというメリットがある。この場合だと、生徒は
紙媒体の教科書、担当教授は Web 教科書という構成は金銭的問題も発生しない、ネットリテラシーを
早期で学ぶ必要がない、拡大表示、動画、音声の表示ができるなどのメリット、デメリットを補ってい
るのである。小学校中学校はこの授業形態でも問題ない。今は高学年だけタブレット端末の貸し出しが
あるという情報があり、政府はWeb教科書を全国区で 100％導入できるのは２０２４年か 2025 年とし
ている。それまでにデメリットである金銭的問題を解決すれば前倒しで達成できるのかもしれない。 
３．この web教科書について 
 内容は初心者、未経験者でも楽しく扱える HTML/CSS を軸とした内容であり、HTML自体が今では
web業界で必須かつ未経験者が一番習得したいプログラミング学習としてデータが出ている。HTMLは
ホームページの作成、個人サイト作成ができるため、趣味として覚えるのもいいだろう。しかし、HTML
だけではサイトとは言えないできになってしまうため、彩をつける CSSを学習することによって、普段
見ているサイトと近い形のものを作れるようになることができるのである。当初では javascript も合わ
せて、Web サイト制作入門という形で制作をしたかったのだが、７月後期から新型コロナ感染とその後
遺症により、作成期間が少なくかなり内容を絞ったものを作成せざるを終えなかったのである。今後自
分自身も HTML プロフェッショナル試験を習得するため、趣味としてこの web 教科書を完全な状態で
作成したいと考えている。 
 
参考文献 
HTML＆CSS＆Webデザイン入門講座 著者 Mana 
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UUnniittyyをを用用いいたたアアププリリケケーーシショョンン制制作作  
Android 用アプリケーション「スライムの森」の制作 

システム情報学科 
福岡教育センター 
指導教員：髙井 那美 

1870220 
大屋 伊織 

 
11..ははじじめめにに  
 ゲームアプリ市場は年々拡大し、新型コロナウィルスの影響による自宅時間の増加に伴い、スマート
フォンユーザのスマートフォンゲームのプレイ時間が増加傾向にある。しかし、現在リリースされてい
るスマホゲームに対する不満は多く、スマートフォンゲームプレイヤーの定着は容易ではない。 
そこで、本研究では人気スマートフォンゲームからプレイヤー定着のための要素を研究し、その研究結

果を元に、プレイヤーが長期間遊ぶことのできるゲームアプリケーションを制作する。 
 
22..人人気気ゲゲーームムかかららのの考考察察  
  人気ゲームジャンル「ハイパーカジュアル」のゲームを実際にいくつかプレイし、利用率を上げるため
の要素・ゲームシステムの調査を行う。既存のハイパーカジュアルゲームを多数プレイした結果として
①１ステージをクリアするためにかかる時間は１分にも満たない②ステージ数が多い反面、同じような
難易度のものがいくつもある③ゲームの流れが分かりにくく詳細説明がないゲームが多い、といった共
通点、改善点が挙がった。本研究では①ゲームジャンルはハイパーカジュアルゲーム②直観的に理解す
ることのできるシンプルなゲーム性③少ないステージ数で繰り返し遊ぶことができるやり込み要素を持
つ④ゲーム内容についての詳細説明画面がある、以上の点を踏まえたゲームアプリケーションの開発を
行う。 
 
33..アアププリリケケーーシショョンンににつついいてて  
  制作するゲームアプリケーション『スライムの森』は、ドット絵の見下ろし型アクション PRG である。
ゲームの内容としては、プレイヤーを移動させて敵キャラクターであるスライムを避けつつ、ステージ
上に配置されている鍵を 5 つ集めてゲームクリアを目指すゲームである。複雑な操作を無くし、幅広い
世代で遊ぶことのできるゲームを制作した。 
 
  
44..シシスステテムムににつついいてて  
  制作ツールは Unityで、システムの開発のために Unity 公式のスクリプトリファレンスやWeb サイト
などを参考に制作を行った。システムの開発で苦労した点は、主人公の HP バーとデータセーブの実装
である。本ゲームでは、主人公が敵キャラであるスライムに触れた際にダメージを受ける仕様となって
いる。その仕様のために GameObject の UI の Slider を使用して主人公の HP バーの実装を行った。次
に、データセーブの実装である。本ゲームには、飽きずに繰り返し遊ぶことができるようなゲームシステ
ムがある。そのゲームしステムの実装のために Unity の PlayerPrefs を利用したデータセーブを実現し
た。 

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

大屋　伊織
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Andro id用アプリケーション「スライムの森」の制作

92 .  Un i tyを用いたアプリケーションの制作

システム情報学科
福岡教育センター
指導教員 : 高井　那美
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55..おおわわりりにに  
市場動向や消費者意識基本調査、成功事例を参考にした分析を利用したマーケティングからゲームア

プリケーションを作っていくことによって、リリースされているスマホゲームに対する不満は少なくな
るのではないかと考える。そして、新型コロナウィルス終息した後、ゲームアプリ市場はさらに拡大して
いくのではないかと考える。 
今後の課題としては、より良いゲームへクオリティアップするための改善が必要であると考える。ま

た、全年齢を対象に開発したゲームであるため、実際に 10 代前半や 30 代以上の人にテストプレイして
もらう必要があると考える。適切な難易度であるか、プレイ開始から飽きてしまうまでの期間とその要
因についてなどを調査・改善することによって、さらに良いハイパーカジュアルゲームを制作できると
考える。 
 
参参考考文文献献・・引引用用  
[1]株式会社 KADOKAWA Game Linkage.”2018年の世界ゲームコンテンツ市場は前年比約 2割増”.ファ
ミ通.com.2019-06-07.(参照 2021-7-21) 
 https://www.famitsu.com/news/201906/07177561.html 
[2]株式会社インテージ,”コロナ禍でプレイヤー・プレイ時間増「スマホゲーム」プレイ行動と意識の変
化とは？”.PRTIMES.2020-7-17.（参照 2021-7-21） 
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000094.000036691.html 

[3]Google.”GooglePlay の人気（無料）ゲームランキング”.人気ランキング-GooglePlay の Android アプ
リ.(参照 2021-8-30) 
https://play.google.com/store/apps/collection/cluster?clp=0g4cChoKFHRvcHNlbGxpbmdfZnJlZV9HQ
U1FEAcYAw%3D%3D:S:ANO1ljJ_Y5U&gsr=Ch_SDhwKGgoUdG9wc2VsbGluZ19mcmVlX0dBTUUQ
BxgD:S:ANO1ljL4b8c&hl=ja&gl=US 
[4]株式会社翔泳社.”ゲーム事業者必見！ハイパーカジュアルゲームの収益を高めるベストプラクティス
とは？”.MarkeZine.2021-5-28.(参照 2021-7-21) 
https://markezine.jp/article/detail/36233 
[5] Google.”PARK MASTER”. PARK MASTER-GooglePlayのアプリ. （参照 2021-8-30） 
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.kayac.park_master&hl=ja&gl=US 
[6] 森 巧尚 「楽しく学ぶ Unity2D 超入門講座」 初版 
  株式会社マイナビ出版 2019 年 
[7] STUDIO SHIN 「たのしい 2D ゲームの作り方 Unityではじめるゲーム開発入門」 
  初版 株式会社翔泳社 2021 年  
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アアニニメメーーシショョンンのの制制作作  

―3D アニメーションの制作― 
システム情報学科 
鹿児島教育センター 
指導教員：髙井 那美 

1870224 
福屋 薫 

 
１．はじめに 
 私はガンダムシリーズや攻殻機動隊といった SF アニメを好んで視聴しており、それらの作品でよく

使用されている 3DCG というものに興味があった。そして本校に入学してから 3DCG について基本的

な事を学んだり、ゲーム制作演習の一環としてキャラクターのモーションを作成したりしている内にア

ニメーション制作に興味を抱いたため、このテーマを選択した。 
 
２．アニメーションとは 
 アニメーションとは、一般的に「時間の経過と物の動きを視覚的に表したもの」とされ、作成方法の

如何で幾つかの種類に分けられる。代表的なものとして、セルアニメーション、クレイアニメーション、

CG アニメーションなどが挙げられる。今回私が選んだのは CG アニメーション、その中でも 3DCG を

用いた 3DCG アニメーションである[1][2]。 
 
３．作成手順 
 アニメーション作成は、「絵コンテ作成」「モデリング」「アニメーション」「レンダリング」「編集」

の順で進めた。絵コンテを基に必要なモデルを把握した後、まずは Blender を用いて街やゼロ戦などの

無機物をモデリングした。ただし、メカのモデルは市販の物を使用している(後述)。次に VRoid Studio
を用いて人間のモデルを作成した後、そのモデルを Blender に移す事で準備を整えた。 
 残る作業は全て Blender で行った。本作品の場面毎に 13 分割し、同じ数だけ用意したそれぞれ

の.blend ファイル（Blender で作成したプロジェクトのファイル）にアニメーションを設定した後、レ

ンダリングを実行して MPEG4 形式の動画として出力した。各場面の動画が揃った所で、Blender の動

画編集機能を用い、フェードイン/アウトや暗転などの画面効果や効果音、クレジットなどを設定して再

度レンダリングを行い、最終成果物とした。 
 
４．作品の説明 
 本作品のテーマは一言で表すと「昨今の風潮への異議申し立て」である。具体的には、昨今の前時代

的な価値観や表現などに対する過度に攻撃的な態度を「古めかしい街を襲撃する、近未来的なメカ」と

いう形で暗喩し、「あなた方のしている事は結局こういう事だ」という意図を込めている。 
作品の展開の流れとその表現するものの一覧は、表 1 の様になっている。 

表 1 各シーンの表すもの 
 

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

福屋　　薫
1 8 7 0 2 2 4

－ 3Dアニメーションの制作－

93 .アニメーションの制作

システム情報学科
鹿児島教育センター
指導教員 : 高井　那美



191

 

 

５．工夫した点 
 1 つ目の工夫した点は、メカの持つ機動性や破壊力、5 対 1 で挑んでも敵わないという結果など、両

者の持つ力の差が感じられる様にした点である。それだけではなく、一度は背後を取るシーンを入れる

事で討たれる側の必死さを演出すると共に、映像としても見応えのあるものにしようと工夫した。 

  
図 1 背後を取られるシーン             図 2 メカの圧倒的性能 

 2 つ目の工夫した点は、なるべく写実的に映る様にした点である。具体的には、遠くの景色に霧をか

けて空気感を演出したり、（描画負荷がかからないシーンのみ）ブースター周辺に陽炎を付けたりした。 

 
図 3 遠方の靄                   図 4 ブースター周辺 

使用モデル出典：VAWS-012 "イクシオン" 制作：だんけわーくす氏 
    参照先：https://booth.pm/ja/items/1269105 
 
６．終わりに 
 ゲーム用モーション制作の経験とアニメーションへの興味からこのテーマを選択したが、実際に挑戦

してみると予想以上に大変で時間と手間のかかる作業であり、アニメーション制作に携わる人々と、映

像制作に投入される機材に求められる性能の凄さをまざまざと思い知らされた。 
 どの工程を取っても拘ろうと思えば何処までも拘れるため、必要以上に時間をかけてしまう場合が多

かった。さらに制作途中で作品内容の変更を余儀なくされたり、使用マシンの修理・改修が必要になっ

たり一筋縄ではいかず、内容としてもあまり納得のいく出来ではないが、それでも作品が出来上がって

いく事や、思い通りの動きが出せた時には喜びや楽しさを感じた。今後も時間があれば、本作品の改善

や新しい作品の制作に挑戦してみようと思う。 
 
参考文献 
[1]電子開発学園 メディア教育センター(2019) アニメーション技法 株式会社エスシーシー. 
[2]コンピュータアニメーション」『フリー百科事典 ウィキペディア日本語版』(2021 年 3 月 18 日) 

参照先: https://ja.wikipedia.org/wiki/コンピュータアニメーション 
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Unityを用いたアプリケーションの開発 
―英単語学習 RPG― 

高井那美ゼミ 
1870225 

茶屋道 大輝 
11.. ははじじめめにに  
勉強や運動の自発的な継続は難しいもの

であり、いわゆる「三日坊主」というもので
終わってしまうことが多々ある。任天堂は
2019 年 10 月 18 日にNintendoSwitch にて
「リングフィットアドベンチャー」という
ゲームをリリースした。リング型のコント
ローラーと足に装着するレッグバンドコン
トローラーでユーザが実際に体を動かし、
ゲーム内のキャラクターを操作するという
ゲームデザインで、フィットネスを楽しく
ゲーム感覚で継続できるようにしたのであ
る。私は「勉強や運動をゲーム感覚で継続で
きる」という部分に非常に魅力を感じ、私も
このようなゲームを開発したいと思ったこ
とが、このテーマを選択した理由である。 
 
22.. 英英単単語語学学習習シシスステテムム  
22..11 出出題題範範囲囲とと出出題題形形式式  
 出題範囲について、私はこのゲームをで
きる限り多くの人に遊んでもらいたいとい
う思いがあったため、「高校で学ぶ英単語」
や「システム関連英単語」など一部の人に狙
いを定めた出題範囲は避けることにした。
インターネットで調査を進めている中で、
「NGSL」という英単語帳を発見し、これを
採用した。 
 出題形式について、私は空き時間に手軽
に取り組める英単語学習を実現したかった
ので「入力回答」や「4択回答」ではなく、

「2択回答」を採用した。 
 
22..22 NNGGSSLL英英単単語語群群ににつついいてて  

 NGSLとはNew General Service Listの
略で、チャールズ・ブラウン博士、ブレント
カリガン博士、ジョセフ・フィリップスさん
によって 2013 年に作成されたものである。
英語には 600,000 を超える単語が存在して
いるが、NGSL にはその中から頻出の
2,800+語がまとめてある。このNGSL 英単
語帳を参考に、今回のアプリケーションで
使用する英単語帳 CSV ファイルを作成し
た。 
 
22..33 英英単単語語ククイイズズ出出題題シシスステテムム  
 UnityにStreamingAssetsというフォルダ
を作成し、英単語帳 CSVファイルをインポ
ートする[1]。Unity でアプリケーションの
ビルドを行うとファイルパスが変わってし
まうが、StreamingAssetsは専用の関数を使
うことで中のファイルのファイルパスを動
的に取得することができる。インポートし
た CSV ファイルを C#スクリプトの
StreamingAssets関数で読み込み、String型
の配列の中に代入していく。乱数を生成す
る関数であるRandam.Range()を使用し、ラ
ンダムな英単語を 1 つ取り出し、不正解の
解答は同じ単語の種類の中から選ぶような
仕組みを構成し、英単語クイズ出題システ
ムを完成させた。 

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

茶屋道　大輝
1 8 7 0 2 2 5
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94 .  Un i tyを用いたアプリケーションの開発

システム情報学科
鹿児島教育センター
指導教員 : 高井　那美
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33.. ゲゲーームムシシスステテムム  
33..11 UUII  
 このアプリケーションの画面レイアウト
は、スマートフォンでのリリースを意識し
ている。スマートフォン向けの UI を作成す
るときに、大事なことは「主要な操作を行う
UI は画面下部に配置する」ということであ
る。こうすることで、片手で操作を行う際の
負担が軽減され、持ち運びできるスマート
フォンの強みを生かし、より手軽に使用し
てもらえるアプリケーションを作成するこ
とができる。「英単語クイズを解くことでキ
ャラクターが戦う」というシステムなので
英単語クイズを行う UI を画面下部に配置
した(図 1)。 

 

図図 11  ゲゲーームム画画面面  

 
33..22 演演出出  
 キャラクターグラフィックにドット絵を
採用しているので、エフェクトもドット絵
に統一する必要があった。一枚一枚ドット
絵でアニメーションを描くのは、負担の大
きい作業だ。そこで、ParticleSystemでエフ

ェクトの作成を行い、PixelPerfectCamera
でドット絵に変換するという手法を採用し、
演出面の強化と作業時間の短縮を行うこと
に成功した。 
 
33..33  UUppddaattee関関数数ににつついいてて  
 継続して実行を行う関数には Update 関
数と FixedUpdate 関数がある。Update 関数
は 1 秒間に可能な限り多く実行を行う。こ
れによりユーザのマシンスペックによって
キャラクターの移動スピードなどが変化す
るという現象が発生してしまうのだ。この
現象を回避するために設定した一定の間隔
で処理を実行する FixedUpdate 関数を用い
てマシンスペックに左右されない処理を実
装することができた。 
 
44.. 結結論論  
「英単語クイズを解くことでキャラクタ

ーが攻撃と防御を行い、ゲームを進める」と
いう基礎的なシステムを作成することに成
功したが、ユーザの満足するステージ数の
実装や、着せ替えやスキルの習得など+αの
遊びの実装には至れていない。今後も継続
して開発に取り組み、さらなるコンテンツ
の増強を図りたい。 
 
参参考考文文献献  
[1]Unity で CSV ファイルを読み込む方法 

https://note.com/macgyverthink/n/n83943f3bad6

0 

[2]レトロな  8 ビットゲームの制作に向けた 

Unity プロジェクトのセットアップ方法 

https://blog.unity.com/ja/technology/2d-pixel-

perfect-how-to-set-up-your-unity-project-for-

retro-8-bits-games 
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WWeebb教教科科書書のの作作成成  
～誰でも簡単！RPA の教科書～ 

 
システム情報学科 
新潟教育センター 
指導教員：高井 那美 

1870234 
曽根 健太郎 

 
 

11．． ははじじめめにに  
私は、RPA をテーマに Web 教科書を作成した。この教科書は RPA に興味を持ったばかりの人やこ

れから RPA について勉強していきたいと思う方を対象に作成している。トップページをはじめ、第 1
章から第５章までと章ごとに分け、どのページからも読みたい章に飛ばせるようにわかりやすく作成し
た。RPA の背景、メリットとデメリットなどの RPA についての基本知識から実際に RPA を作成する
ための環境や環境設定、準備、RPA ツールを使ったデモンストレーションが解説されている。さらにオ
リジナルの用語集を作成しており、痒いところに手が届くような誰にでも扱いやすい Web 教科書とな
っている。 
 
２２．．WWeebb教教科科書書  

Web 教科書とは、インターネットにつなげることで見ることができる複数の Web ページで作成され
たものであり、文字や画像・音声・動画など数多くの要素が組み合わされて構成されている。教科書の
媒体は大きく分けて 2種類存在し、紙の教科書とデジタル教科書に分けられる。紙の教科書は紙に印刷
されたものを一つにまとめて書籍にしたものである。一方、デジタル教科書は印刷されたものをデータ
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存在する。このデジタル教科書の一つがWeb教科書である。 
 
３３．．RRPPAAととはは  
 RPA とは「Robotic Process Automation /ロボティック・プロセス・オートメーション」の略語で、ホ
ワイトカラーのデスクワーク（主に定型作業）を、ルールエンジンなどの技術を備えたソフトウェアの
ロボットが代行・自動化する概念のことをいう。仮想知的労働者（デジタルレイバー）とも呼ばれてい
る。RPAは基本的に、パソコンにソフトとしてインストールし、そこで行われる一連の作業工程を記憶
することで業務を行う。そのため、パソコン上のみで最後まで完結するような作業に向いている。 
 
４４．．UUiiPPaatthh  

UiPath とは業務や作業を自動化するロボットを作成する RPA ツールである。UiPath 社が提供して
おり、世界的に多くの導入実績を持っている。2017 年の日本法人設立以降、国内企業でも急速に対応が
進んでおり、各業界から高い評価を受けている。UiPath は Salesforce や SAP などの業務アプリ、ホス
トコンピューターアプリなど、幅広い環境の自動化に対応しており、「UiPath Orchestrator」を使って社
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1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー
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内のロボット処理を一元管理できる。 
 
５５．．WWeebb教教科科書書のの内内容容  
55..11  WWeebb教教科科書書のの構構成成  

Web教科書の構成として「トップページ」「第１章か
ら５章のセクション」「用語集」の７つの構成から成り
立っている。トップページは、画像を押すことで１か
ら 5 章のセクションのどこにでも飛ばせるようになっ
ている。第１章は RPA の基本、第２章は RPA のメリ
ット・デメリット、３章は UiPath の導入手順・方法、
４章では UiPathを使ったデモンストレーション、5章
はまとめとなっており、用語集では難しい言葉やRPA・
ITに関係した用語の説明が書かれている。              図 1：用語集 

 
55..22  開開発発環環境境  

OS： Windows10 
開発ツール：Visual Studio Code ver1.15.1、UiPath ver2021.4.4 
使用言語：HTML5、CSS3、JavaScript 

 
６６．．おおわわりりにに  

Web 教科書の作成にあたって、教科書の内容である RPA や HTML、CSS、JavaScript のコーディン
グの学習経験がなかったため、多くの時間を勉強時間に費やしてしまった。それにより実際の作品への
取り掛かりが遅れてしまい、余裕をもって作品を完成させることができなかった。今後の課題として、
今回の課題で取り入れることのできなかった機能や、通常の紙媒体ではできない機能を取り入れたいと
感じた。HTML や CSS、JavaScriptを利用した様々な機能を作成して、利用者に対してより便利に、理
解の深まりやすい Web 教科書にしていきたいと考えている。そのために、HTML や CSS、JavaScript
の新たな知識を増やすための学習、技術力向上を目指していきたいと考える。 
 
参参考考文文献献  
[１] いちばんやさしい RPA の教本 人気講師が教える現場のための業務自動化ノウハウ（「いちばん

やさしい教本」シリーズ）著者：新藤圭 出版社：株式会社インプレス 2018 年 
[２] できる UiPath 実践 RPA（できるシリーズ） 

著者：清水理史 出版社：株式会社インプレス 2019 年 
[３] RPA のはじめかた～ツールを見ながら巡る！RPA の楽しい世界 

著者：カワサキタカシ 出版社：技術評論社 2018 年 
[４] 文部科学省 学校教育法等の一部を改正する公布について 

著者：文部科学省初等中等教育局長 高橋道和 2018 年 6月 25日 
   https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyoukasho/seido/1412813_00001.htm 
[５] 総務省 インターネットの利用状況 2020年 
   https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r02/html/nd252120.html 
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アアニニメメーーシショョンンのの制制作作  

――ＭＭＭＭDDをを利利用用ししたたキキャャララククタターーののダダンンスス――  
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１１．．ははじじめめにに  

MMMMDD[[11]]とは樋口優が制作した、プリセットされたキャ

ラクターの 3D モデルを操作し、コンピューターアニメ

ーションを作成できる、３DCG ソフトウェアのことであ

る。MMD 上で使用できるキャラクターのプリセットは、

デフォルトで用意されている、キャラクターモデルだ

けでなく、自身で制作したＭＭＤ用の３Ｄモデルや、

有志がネット上で公開している３Ｄモデルなども使用

できる。今回のテーマに、MMD を使うことにした理由

は、MMD を利用することで、有料のソフトを使って一

人で作るよりも、確実に綺麗なアニメーションが作れ

ると考えたからである。 

２２．．MMMMDDのの機機能能  

ＭＭＤでは３Ｄキャラクターの表示だけでなく、キャラ

クターモーションやカメラモーションを組み込むことで

キャラクターを自由に動かして動画にすることができ

る。これも有志がネット上で公開しているものを読み

込んで使用することが可能で、外部ツールを使用す

れば自身で作ったものを使うこともできる。 

他にも光源効果などの有志の制作したツールが数

多く存在するため、それらを利用するとさらに MMD

の機能を拡張することができる。 

３３．．ＭＭＭＭＤＤをを使使っったたアアニニメメーーシショョンン制制作作  

33．．11アアニニメメーーシショョンン制制作作ににつついいてて  

今回アニメーションを制作するにあたって、私が使用

した、ＭＭＤモデル・キャラクターモーション・カメラモ

ーションは、すべてネット上の有志が公開しているも

のを使用規約に沿って使用している。版権元のキャ

ラクターの 2次創作についての規約も確認している。 

今回制作するアニメーションは音楽に合わせたダン

スを MMD のキャラクターに躍らせるという内容のも

のである。 

33．．22実実際際のの制制作作  

制作の流れは、キャラクターや背景などのＭＭＤモ

デルの読み込み、楽曲を選び読み込み、楽曲と関連

するダンスのキャラクターモーションの読み込み、ダ

ンスに合ったカメラモーションの読み込み、エフェクト

の適用、動画として書き出しとなっている。 

使用したＭＭＭＭＤＤキキャャララククタターーモモデデルル[[22]]は、ディズニー

のスマホゲーム「「ツツイイスステテッッドド・・ワワンンダダーーラランンドド」」[[33]]に
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登場する「「ララギギーー・・ブブッッチチ」」[[44]]を元に、まぁぼ氏が製作

したものである。 

背背景景モモデデルル[[55]]は「ツイステッド・ワンダーランド」内で

登場する場所をモデルに製作されたものを使用した。 

ＭＭＤモデルの読み込み方法は、配布先のサイトで

モデルをダウンロードして、ＭＭＤ内でダウンロードし

たデータを読み込むだけである。衣装やアクセサリ

ーを変更する際はモデルによって容易されたものを

使うか、改変が許可されている場合は外部ツールで

データを作り使用することができる。 

次に楽曲はニコニコ動画やユーチューブで niki 氏が

公開している「「ＥＥＬＬＥＥＣＣＴＴ」」[[66]]を使用した。 

キャラクターの MMMMDD モモーーシショョンン[[77]]は「ＥＬＥＣＴ」の踊

ってみたで公開されているダンスを、有志がＭＭＤ用

にトレースしたものを使用している。 

キャラクターモーションも読み込みを行うと、ＭＭＤモ

デルに反映されるようになる。次にカカメメララモモーーシショョンン

[[88]]を読み込む、今回のカメラモーションは有志がネ

ット上で公開しているものを、自身で調整したものを

使用した。カメラモーション事態を制作する際のキャ

ラクターの大きさが違うため、カメラ位置のずれがあ

った、その為自身での調整を行った。 

最後にアニメーションの仕上げとして、エフェクトをつ

ける際にＭＭＭＭＥＥ[[99]]を使用した。 

ＭＭＥとは舞力介入 P 氏によって公開されたＭＭＤ

に付随するツールのことで、MMDに導入すると、エフ

ェクトファイルを適用することで光源などのコントラス

トや質感などが表現できるようになる。図１では、

MME 使用前（左）と使用後（右）の違いがわかるよう

になっている。 

 

図１.MME適用の違い 

４４．．ささいいごごにに  

今回の MMD を利用した、アニメーション制作では、

いろいろな問題と直面することになった、利用規約で

使えないものや、カメラモーションでは中割に失敗し

て完全にやり直す羽目になり、MME に関しては扱い

が難しく、PC スペックが足りず導入を断念したものも

あった。しかし、圧倒的に使いやすさが勝った為、初

めてのアニメーション制作自体は、円滑に進めること

ができた。ＭＭＤの使い方を調べながらの作業には

なったが自分の好きなキャラクターが動いているの

を見ることができるのは、MMD の良さだと考えること

ができた。 

[1] MikuMikuDance 出典: フリー百科事典『ウィキペ

ディア（Wikipedia）』 

https://ja.wikipedia.org/wiki/MikuMikuDance 

[2] まぁぼ式らぎーぶっち ver1.06 

https://bowlroll.net/file/235460 

[3] 【公式】ディズニー ツイステッドワンダーランド

（ツイステ）

https://twisted-wonderland.aniplex.co.jp/ 

[4] ラギー・ブッチ

https://twistedwonderland.aniplex.co.jp/character/r

uggie 

[5]サバナクロー寮 背景 

https://bowlroll.net/file/230610 

だいたいあってりゃいい Route66 Ver2.0 

https://bowlroll.net/file/244529 

[6] オンガク「ELECT」 - piapro(ピアプロ) 

https://piapro.jp/t/G9Ss 

[7] 【MMD 戦国 BASARA】ELECT モーショントレー

ス 

https://www.nicovideo.jp/watch/sm26674854 

[8] ELECT - Camera Motion 

https://bowlroll.net/file/76611 

[9] MikuMikuEffectとは (ミクミクエフェクトとは) [単語

記事] 

https://dic.nicovideo.jp/a/mikumikueffect 

使用した MME 

https://www.nicovideo.jp/watch/sm12149815 

https://seiga.nicovideo.jp/seiga/im4505494 

https://www.nicovideo.jp/watch/sm13813270 

https://seiga.nicovideo.jp/seiga/im4187422 
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処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

山田　早紀
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システム情報学科
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教教科科書書のの作作成成
－初心者でもよく分かる！ プログラミング －

札幌教育センター
システム情報学科
指導教員：髙井 那美

安藤 明日香

．．ははじじめめにに
本論文では成果物である 教科書を作成し

た。 や などのマークアップ言語を学
んだ生徒が、次のスッテプとして学ぶことができ
る内容とし、 を選択した。

テテーーママ・・ココンンセセププトト
教科書をチームで作成するにあたり、私が

担当した部分は の教科書である。また、コ
ンセプトは「初心者の生徒が自主的に学ぶことを
促す教科書」としている。

教教科科書書のの構構成成
サイトの構成は「トップページ」「基本の

お話」「 を使ってみよう」「 について」「お
まけ」の つに分かれている。

作作成成環環境境
は 、使用ソフトは
、ローカルサーバは 、

使用言語は 、 、 、 である。

．． 教教科科書書ととデデジジタタルル教教科科書書
教教科科書書ととはは

教科書とは「 上で動作する科目を教
えるためにメインとして使用する教材」であると
定義することができる。

デデジジタタルル教教科科書書ととはは
デジタル教科書とは「書籍の教科書をそのまま

全て変更なく電子化した教材」であると定義する
ことができる。

利利点点とと問問題題点点
教科書を使用することで授業の幅を広げ、

質を向上することができる。しかし、 教科書
を導入するための環境が整備されていない問題
も抱えている 。

．． 作作成成物物のの概概要要
ととはは

が得意としている開発は アプリケー
ションである。

教教科科書書ののデデザザイインン
サイト全体はピンクで統一している。ヘッダー

部分では左側にロゴ、右側にボタンを設置し、配
置場所を固定している（図 ）。

（図 ヘッダーとボタン）

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

安藤　明日香
1 8 7 0 3 8 2

－初心者でもよく分かる！ Webプログラミング PHP－

98 .  Web教科書の作成

システム情報学科
札幌教育センター
指導教員 : 高井　那美
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トトッッププペペーージジ
このページでは、スクロール行うことで 教

科書の使用方法と環境構築の内容を閲覧するこ
とが可能である。なぜなら、最初に行う行動が学
ぶための環境を整えることであるためである。

各各章章ににつついいてて
基基本本ののおお話話

この章では、コーディングを行う際に使用した
ソフトの紹介、 と の違いについて記
述している。さらに、関連のある場所へのリンク
を記述し、ピンポイントで学びに行くことを可能
である。

をを使使っっててみみよようう
この章では の記述方法や 文などの記述

方法についてサンプルコードを用いて説明して
いる。サンプルコードは初心者が理解しやすいよ
う心掛けて作成している。

ににつついいてて
この章では を接続する方法や の簡単

な構文を紹介している。また、初心者向けの教科
書であるため命令文の意味や構文のみを記述し
ている。

おおままけけ
この章ではコードを作成する際に便利な情報

を一覧表や タグを使用して値を表示する
方法も記述している。 タグは の範
囲であるが、 ではデータのやり取りを行うこ
とが多いため記述している。

ササンンププルルココーードド
初心者がプログラミング

を学ぶ上で、プログラムの
構成を文章で説明すること
は困難である。そのため、サ

ンプルコードを用いて理解できるよう心掛けて
作成した（図 ）。

．．おおわわりりにに
教科書を授業に導入することで授業を効

率よく行うことできると考える。さらに、相乗効
果として授業の質も向上し、生徒自らが学習を行
うことを促すことができる。

参参考考文文献献
よくわかる の教科書

著者：たにぐち まこと
確かな力が身につく 「超」入門

著者：松浦健一郎 司ゆき

コード

学習者用デジタル教科書実践事例集

用語辞典

文部科学省 教科書制度の概要 ．教科
書とは

文部科学省 教科書制度の概要 ．学習
者用デジタル教科書について

コトダマウェブ

学習者用デジタル教科書の現状と課題

図 サンプルコード
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アニメーションの制作 

Vyond を用いた Vyond 紹介 
 

システム情報学科 
広島教育センター 

担当教員名 高井那美 
学籍番号：１８７０４３２ 

氏名：守安海斗 

１．はじめに 
1-1.テーマ決定理由 
 このテーマを選んだ理由は、動画の作成を学んでみたかったからである。近年 YouTube など動

画投稿サイトが流行し、様々な個人が撮影、編集した作品に触れる機会が多くなった。パソコンに

触れる機会や編集ソフトの敷居が下がったことで年齢の低い子供でも独学で編集して動画を投稿

しており、自分もその技術を身に着けたいと考えるようになった。 
1-2.作成環境 
 OS：Windows10 
 使用ソフト：Vyond、Wondershare Filmora X 
 
２．アニメーション 
2-1.アニメーションとは 
 アニメーションとは生命のない物体や絵に、あたかも生命が宿っているかのような動きを与える

技法。またはその技法で得られた映像のことを指す。 
2-2.素材とは 
2-2-1.平面素材 
 セルアニメーションなど二次元的な素材を用いて作成されるアニメーションのことを言う。 
2-2-2.立体素材 
 クレイアニメやなど三次元的な素材を用いて作成されるアニメーションを言う。 
2-2-3.そのほか 
 上記二つのほかにカメラレスアニメーションや CG アニメーションが存在する。 
 
３．使用ソフト 
3-1. Vyond について 
 Vyond とはイラストに動きをつけて動画を作る、オンラインの動画作成ソフトである。直感的な

操作が可能で PowerPoint に近い操作感で作品を作ることができる。サブスクリプション型のサー

ビスであり、決して安くはない。今回は無料トライアル期間を利用し制作した。ナレーションを合

成音声で作ることも可能で、これも利用した。 

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

守安　海斗
1 8 7 0 4 3 2
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3-2. Wondershare Filmora X 
  Wondershare Filmora X は作成した動画をトリミングやクロップするために利用した。普通の

動画を編集するのであればこのソフトで動画の反転や分割、BGM の挿入や文字入れも可能だ。 
  
４．作品について 
4-1.テーマ 
 テーマは今回作品を制作する上で利用した Vyond の紹介である。Vyond の機能を利用してより

分かりやすく具体的に紹介しようと考えた。 
4-2.作成手順 
 アニメーションを選定し、大まかな流れを想像して配置した。素材の中からテーマに合致した、

目を引く動きの大きいものを意識して選択した。その後テキストを配置し動きを編集した。 
 次にナレーションを追加した。音が聞き取りづらくならないように言い回しや間隔を調節し、同

時にアニメーションのタイミングに合わせてナレーションが再生されるように配置した。 
 BGM は、ナレーションの邪魔をしないものを選んだ。ナレーションと BGM の音量をここで調

節した。 
  Wondershare Filmora X に移動し動画前後をトリミングし、周囲をクロップ機能で取り除いた。 
4-3.工夫した点 
 最初はホワイトボードアニメーションのみで制作していたのだが、途中で作品の色味が白黒で地

味な作品になってしまうことに気づいたため、三種類とも利用する事にした。合わせてテーマも変

更し Vyond を紹介することにした。動画が間延びしないように動画時間を調整した。また音声面

ではナレーションのタイミングをアニメーションに合うように配置することを意識した。 
 
５．終わりに 
 初めて動画を作成するのでテーマをなかなか選定できず、開始当初は Live2D を利用しようと考

えていた。その後一転してストップモーションアニメーションをテーマに変更したりと、テーマの

迷走が続いた。元々所持していたパソコンが制作に適したものでなかったため、今回の作品制作に

取り掛かるのに合わせてパソコンを購入したのだが、半導体不足による生産数の低下などで納品が

遅延し、作品制作に取り掛かるのが遅くなった。納品されるまでは参考資料などを読んだり、テー

マを選定したりして過ごしたが、実際に制作ソフトを操作した時間は多くないために使用したソフ

トの習熟度を高めきることができず完成度 100%と言い切れないのが残念である。パソコンが届き

ソフトを触り始めてからは、実際に YouTube で見たことがあるようなアニメーションができ楽し

みながら制作に取り組むことができた。解説しているブログが数多く存在するため、操作方法で困

ることはなかった。今回の技術はプレゼンテーションに利用も可能な技術なので、ここで学ぶこと

を止めずに伸ばしていきたいと考える。 
 
参考文献 
Wikipedia 『アニメーション』 ＜https://ja.wikipedia.org/wiki/＞ 
コトバンク 『アニメーションとは』＜https://kotobank.jp/word/アニメーション＞ 
Vyond ＜https://www.vyond.com/vyond-studio/＞ 
Wondershare Filmora ＜https://filmora.wondershare.jp/＞ 
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1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

井原　悠貴
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100 .  Un i tyを用いたアプリケーションの制作

システム情報学科
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指導教員 : 高井　那美
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
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システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

藤田　亜美
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UUnniittyy をを用用いいたたアアププリリケケーーシショョンンのの制制作作  

２D タワーディフェンスゲームの制作と学び 

システム情報学科 

札幌教育センター 

担当教員:髙井 那美 

１８７０６１９  

煙山 優作 

1.   はじめに 

現在 Unity はアマチュア制作者だけではなくスマホアプリを中心に企業でも使わ

れるツールである。簡単な制作から難しい制作まで、広くカバーしたソフトウェアだ。  

今回の卒業論文においてはゲーム制作を通して C#を学びながら、Unity の機能を理

解し制作していくことで実践を通して、制作の難しさと問題の解決のコツを学ぶこと

を目的とする。 

2.   アプリケーションの概要 

2D のタワーディフェンスゲームであり、左側から現れた敵が右側に到達すると失

敗となる。プ レイヤーは右側に敵が到達する前に敵を排除することが必要である。 

プレイヤーが敵を排除する手段は数種類あり、これをどのように使用するかが焦点と

なる。 

 

図 1.実際のゲーム画面 

3.   制作について 

制作において常に苦労した部分はデータの受け渡し部分だ。Unity はゲーム制作

ツールだけあり、ゲーム画面の制作や判定の制作は GUI の優秀さもありスムーズに進

むのだが、データの受け渡しに関しては Unity の GUI では実装出来ない部分が多く、

C#を中心に使用することになる。そうなると何に何を受け渡せるかという事を理解し

なければならないがそれが難しい。実際にマウスの方向に自キャラを向けるプログラ

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 
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1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

煙山　優作
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システム情報学科
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ムを書いた際、そのプログラムはマウスの座標と自キャラの座標  を代入し処理して

角度を算出するのだが、マウスの座標と自キャラの座標を取り出すコマンドは Unity

側で用意されているため、それを代入すれば良いと考えていたがうまく動かなかった。

理由としてはマウスの座標は world 座標、キャラクターの座標は mainCamera 座標と

いう別の座標で管理されていたためである。そのため座標にズレが生じ正しい向きに

ならなかった。  

このようなタイプの間違いは受け渡すデータの型が同じなのでエラーが出ないため、

解決に時間がかかる。データの中身をしっかりと理解することの大切さが改めて理解

できた。 

4.   開発環境 

OS に Windows10、制作ツールとして Unity2020.3.23f1、VisualStudio2017

を使用した。使用言語は C#のみを使用している。 

5.   おわりに 

今回の制作における反省点で大きなものは、一部のプログラムを書くのに時間を

かけ過ぎてしまったことだ。キャラクターの向きの操作プログラムには特に時間がか

かり、時間の不足から没となったシステムも沢山存在する。制作経験が非常に浅いた

め仕方のない部分もあるとはいえ、一つのプログラムにかける時間の配分を見誤って

しまったという気持ちは非常に強い。ただそのおかげでデータの受け渡しにおける型

だけではなく、数値を詳しく見ることの重要性などデバックの基礎を磨くことが出来

たと感じたので、次の制作ではデータの型に注目したデバックのやり方を事前にしっ

かり練りたいと思う。 

参考文献 

[1]Unity2017 入門 最新開発環境による簡単 3D＆2D ゲーム制作 荒川拓也/浅野祐一 

[2]Unity DOCUMENTATION  

https://docs.unity3d.com/ja/current/ScriptReference/index.html 

[3]  Qiita 「2 点間の距離と角度と座標の求め方」 

https://qiita.com/Hoshi_7/items/d04936883ff3eb1eed2d 

[4]  Qiita 「ベジェ曲線を描いてみる」 

https://qiita.com/Rahariku/items/295b1062b77ed9c96d9c 

[5]  Qiita 「今日からはじめる Unity」 

https://qiita.com/nmxi/items/7950fb12ef925efa276d 

[6]  Qiita 「[Unity][Shader Forge] World 座標を Screen 座標に変換する」 

https://qiita.com/akerusoft/items/1eeacf8abdba45935f7c 
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システム情報学科  
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1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

岡本　刀磨
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103 .グローバル人材の条件と英語力

システム情報学科
広島教育センター
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

鈴木　徹哉
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新潟教育センター
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システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 
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1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

髙島　悠輔
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1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

上本　瑠華
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1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

西尾　郁哉
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システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 
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1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー
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システム情報学科  
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1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

鶴薗　正樹
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

岡部　修典
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110 .世界経済における英語力の重要性

システム情報学科
名古屋教育センター
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

白石　啓恭
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システム情報学科
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

笠井　智樹
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システム情報学科
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

本多　　歩
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システム情報学科
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

橘内　　陽
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

長井　あづみ
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カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

加藤　誠二郎
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システム情報学科
大阪教育センター
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

香川　悠希
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システム情報学科
広島教育センター
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

岡田　　智
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

西村　竜太朗
1 8 7 0 4 3 6

119 .日本経済における英語力の重要性

システム情報学科
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

笹井　優真
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システム情報学科
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

永留　汰一
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を使った アプリケーションの開発

管理システム

システム情報学科

新潟教育センター

指導教員：谷川 健

中村 怜輝

１．はじめに

本研究は、今後自分に必要になってくるであろう 言語を用い アプリケーションフレームワ

ークの一つである を使って アプリケーションを開発することにより、

を使った開発手順および で使われているオブジェクト指向技術についての知見を

得ることが目的である。

この研究では、 を用いて アプリケーションの 管理アプリを作成し、ここ

で使用したそれぞれの機能と技術、オブジェクト指向についての関係性を調べていく。

２．開発した 管理アプリの開発手順

（１） で使用した機能を以下に示す。

・ ： アプリケーション開発のための

・ ： を用いたアプリケーションで「認証」と「認可」などのセキュリティ

を容易にするための

・ ： を用いてデータアクセスを行うための

・ ：テンプレートエンジン、 との親和性が高い

（２）開発環境は、以下のとおりである。

・ ：様々な言語によるソフトウェア開発に対応した、オープンソースの統合開発環境

・ ： アプリケーションの実行環境を作るソフトウェア

・ ：データベース管理システム

３． 管理アプリの概要

今回作成した 管理アプリでは、ユーザーの登録、ユーザーごとの 管理、削除の機能を持っ

たものである。

４． で使われている技術とオブジェクト指向の関係

・

は 言語による開発を容易にする である。

・オブジェクト指向との関係性

オブジェクト指向言語である を用いての開発では があることによって開

発効率が上がる、 には依存性の注入があるのでインスタンス生成の記述が極端に

新規登録 ログインフォーム 管理 の作成 

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー
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減る、管理も コンテナが行うので他の実装クラスが組み込まれたインスタンスが取得できる

。

５．まとめ

を使用するメリットとして、開発が容易・ほかのソフトウェアとの連携が容易など。開発に関

してだが、 などと比較してみると圧倒的にプログラミング量が少なく済む。

依存性の注入や コンテナによりインスタンス生成の記述を省略でき、再利用性が高いこともあり、

プログラムが最小限に抑えられる。また、 を用いることによって、ログイン機能の実装に

用いるのだがデフォルトのログインページなどが用意されておりそれもまた、 アプリケーションを

作成するにあたってのメリットとなっている。

を用いることは、 での開発を容易かつプログラムを最小限に抑えることので

きる であり長年使われ続けていることにも理由があることが分かった。その反面、長年使

われ続けているため莫大な知識が蓄積されており使いこなすには時間がかかる、さらに日本語での文

献やサイトも少ないこともあり初心者が開発をするまでに至る時間がとてもかかる。私自身

の研究をしたといっても部分的なものであり、入り口に入った程度だということを実感し

た。

今回 での 管理アプリの作成をとおして の研究を行ってき

たが、 を用いることでのアプリケーション開発がとても容易になることが確認できた。

参考文献

データ 徹底入門 翔泳社

チュートリアル — “

”

年

用語辞典 とは

年 月 日

発注ラウンジ とは？ との違いは？

年 月 日

メディア 「 （アスペクト指向プログラミング）」とは？

年８月 日

代後半、完全未経験から プログラマーに転職（実体験）

初心者向け】 の とは？基礎知識をしっかり解説！

年 月 日

サーブレット開発入門 わかりやすい図解解説 メソッドと メソッドの違い

年

【 入門】 の要素を 、 で削除する方法

年 月 日

：デフォルトのログイン画面をオリジナルログイン画面に変更する

年 月 日
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を使った アプリケーションの開発

メッセージ投稿システム

システム情報学科

新潟教育センター

指導教員：谷川 健

中村 龍斗

１．はじめに

本研究では、 アプリケーション開発をアプリケーションフレームワークを用いて進めていき、有

用性を検証していくことが目的である。

今回開発した アプリケーションは「メッセージ投稿システム」である。今回用いる

は 言語の アプリケーションフレームワークに該当し、これは多くのフレームワークで構成さ

れており様々な機能をこれ一つで網羅することができる。今テーマでは、 アプリケーション開発を

効率よく進めることのできる や、認証・認可やセキュリティ対策機能を実装できる

を用いる。

２．アプリケーションの概要

本テーマで作成するメッセージ投稿システムに必要とされる機能として、「①メッセージ投稿」、「②

メッセージ削除」、「③メッセージ一覧を表示」の三つの機能があげられる。これらに加えてあったら利

便性が上がるという機能として、「④メッセージ検索機能」、「⑤ユーザー作成機能」、「⑥ユーザー個人の

プロフィール設定」の三つを加えて設計を行い、以下の画面遷移図を作成した。

図 各画面への画面遷移図

またデータベースを活用する機能として、「①メッセージ投稿」、「⑤ユーザー作成機能」、「⑥ユーザー

個人のプロフィール設定」があるのでそれぞれに対応する三つのテーブルを作成した。

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

中村　龍斗
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３．使用した技術

３．１

とは、 の機能の使い分けの煩雑さを解決できるフレームワークであり、

をベースとするフレームワークの一つである。主な機能として、複数のフレームワー

クを使用する際に発生する 定義や 設定を可能な限り自動設定する機能や、依存関係を外部か

ら引数で呼び出すことができる がある。

３．２

は、アプリケーションにセキュリティ対策機能を実装する際に使用するフレームワー

クである。

の主な機能は二つあり、認証と認可である。認証は、アプリケーションに対するユー

ザーの正当性を確認する機能、つまり本テーマにおける と からなるログイン処理である。

認可は、アプリケーションが提供するリソースや処理に対してアクセス制御をする機能、これはログイ

ンしてないユーザーに対してのアクセス権限の制御にあたる。

３．３

「 」は などのテンプレートエンジンである。「 」では ではなく「 」

を使う。メリットとしては のインスタンスやメソッドをそのまま使えるという点がある。このこ

とにより簡単にデータをブラウザ上に表示することができる。

４．まとめ

本研究を通してわかったこととしては、知識をつければ の拡張機能を使いこなすこ

とができ、効率よく アプリケーションの開発を行うことができるということが検証できた。

具体的には、テーブルの作成、更新、削除、検索などは にまとめることができ、テーブル

作成時は アノテーションで簡単に書くことができた。初心者の場合、まず アプリケ

ーションの作り方から学習することになる。慣れていない場合、 特有の を用いた外部フ

ァイルの設定や、アノテーションを利用したコーディングの理解に時間を要する。また、データベース

の作成をするための コンソールの操作や、データベースとの連携など 特有の手順が

多く手間取るだろう。

こういった学習コストは多いが、 アプリケーションを能動的に行えるというのは大きなメリット

であった。今後も アプリケーション開発に携わることがあれば有効に活用していきたい。

参考文献

『 とはなにか』

概要』
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を使った アプリケーションの開発

蔵書管理ソフトウェア

システム情報学科

広島教育センター

指導教員：谷川 健

仁井本 昇馬

１．はじめに

私がこのテーマを選択した理由は、最近様々なサイトや書店で書籍を購入することが多く現在所持

している本はどのくらいあるのか気になり一括して管理したいと思ったからである。 アプリケーシ

ョン開発に特化した のフレームワーク、 はどのような利点や欠点があるのか研究を

行った。

また、社会に出たら様々なフレームワークに触れていくと思うので更なる発展を目指して

を学べる本研究を選択した。

２．研究の概要

本研究では、本アプリケーションの利用者、大きく分けて運用する人と運用されているものを使う

人、つまり管理者と一般ユーザに分け、管理者は一般ユーザの管理を、一般ユーザは自身の登録した

書籍の管理を目的として作成している。機能は、ユーザ認証機能（ログイン）、ユーザ登録機能、ユ

ーザ参照機能（一覧、検索）、ユーザ編集機能、ユーザ削除機能書籍登録機能、書籍参照機能（一

覧、検索）、書籍編集機能、書籍削除機能を実装している。

３．開発環境

本研究の開発環境は、以下のとおりである。

●Windows 10

●Sp

●JDK11 (Java Development Kit)

●Lombok

４．開発したシステムの概要

開発した蔵書管理システムはアプリを運営する管理者と一般ユーザに分かれている。それぞれ分け

て説明する。

４．１ 管理者

管理者は一般ユーザを管理することができる。一般ユーザをユーザ登録画面で 、パスワード、名

前を入力しデータベースの テーブルに保存する。また管理者はユーザを一覧表示して閲覧するこ

とができる上に、名前と を一括して部分検索することができる。一覧表示されたユーザを選択して

修正や削除を行うことができる。

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー
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４．２ 一般ユーザ

一般ユーザは自身の蔵書を管理することができる。蔵書登録画面で題名、著者名、 、本の形

式、その他のキーワードをそれぞれ入力し、データベースの テーブルに保存する。また一般ユー

ザは自身が登録した蔵書のみを一覧表示で閲覧することができ、それぞれ題名、著者名、 、形

式、キーワードで部分検索を行える。また一覧表示された蔵書を選択し、修正や削除を行うことがで

きる。

５． で使われている技術

は モデルを採用している。 モデルとは、 、 、 の３つに分

けて開発する手法である。 はデータの管理、 は画面の管理、 は から受け取

ったデータを に渡したり、 で処理したデータを受け取り、 で表示させたりするなど、

と の管理をしている。

それぞれ独立して記述することができるので、複数人で開発する場にも適している。また変更など

が生じた際にも対応しやすく、変更時の影響も受けにくい。

はデータベースに容易に接続することができる上、登録、検索、更新、削除の基本的なデー

タベース操作も備わっており、リポジトリクラス内で宣言すれば多少複雑なデータベース操作であっ

ても の勉強なしに容易にデータベース操作することができるが、 は で記述すること自

体が、非推奨になっているので、 に慣れている人にはお勧めできない。本研究では、ユーザの管理

から、蔵書の管理まで、データを扱うものすべてを 標準搭載の でデータベース操作機

能を行っている。これもお勧めできず、 などでデータを管理することをお勧めする。

６．まとめ

の学習を通して、学習コストが大きく の事前学習が必須なところとデータベー

スがデフォルトで なところを除けば、仕組みの理解がしやすく、扱いやすい。 や

など、データベースを生成し編集できる土台がしっかりサポートされており、データベース接続自体

も簡単に接続できる。加えてアノテーションを使いこなすことで少ないコード量でスッキリとした画

面になり、あとから読み返すときや他人が作成したコードであってもストレスを感じずにトレースが

できる。複数人でシステム開発をする場合は特に役割分担からシステムの結合テストまで全体を通し

て機能作成にかかる時間を短縮することができる。反省点としては勉強や の理解などに時間を割き

すぎてしまったがために必要最低限の デザインと最低限の機能しか実装できなかったことである。

今後の課題はより一層使いやすさにこだわったデザインを実装して、アプリ開発に割く時間を確保す

る。また、ユーザ削除後の処理を権限剥奪したのちに権限以外のユーザ情報はテーブル内に残してお

きアカウント持ち主がそのユーザでログインしようとしたときに「このアカウントは凍結されまし

た」などの表示を出させる機能を追加する、といったことがあげられる。

また、本研究で得た学びを活かしてシステム開発の場では、可読性や拡張性など基本的には を意

識して、変更が入った後でも迅速に対応できるようなシステム開発をしていきたいと思う。
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を使った アプリケーションの開発

蔵書管理ソフトウェア

システム情報学科

鹿児島教育センター

指導教員：谷川 健

西 隆誠

１．はじめに

近年、情報通信技術の発展やデジタルトランスフォーメーションの推進、新型コロナウイルスの蔓

延が相まって、様々な場所、様々な場面でデジタル化が進んでいる。特に進歩が目覚ましいのが

「 」や「 」、「 」、「 」などの アプリケーションである。個人、法人

を問わず誰でも気軽に利用できるため広く利用されている。

本研究では、 アプリケーションフレームワークの つである を使って

アプリケーションの開発を行うことで、 での開発手順やメリット、デメリット、フレ

ームワークで使われているオブジェクト指向技術についての知見を得ることが目的である。

２．研究の概要

本研究では、 についての調査学習と を用いた「蔵書管理ソフトウェア」の

アプリケーション開発を行う。実装する機能は、下記の通りである。

 ユーザ認証機能

入力されたユーザ名とパスワードをユーザマスタと照合し、認証を行う。

 ユーザ管理機能

ユーザマスタへのユーザ情報登録やユーザ情報表示、ユーザマスタからのユーザ情報削除などユー

ザ情報の管理を行う。

 書籍管理機能

書籍マスタへの書籍情報登録や書籍の一覧表示、書籍詳細情報の表示、書籍情報の編集、書籍の削

除など書籍情報の管理を行う。

３．テーブル一覧

テーブル・・・・・書籍情報を管理

テーブル・・・・ユーザ情報を管理

４．開発環境

ブラウザ

開発環境

開発言語

ビルドツール

フレームワーク 、 、

データベース

バージョン管理

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

西　　隆誠
1 8 7 0 1 8 9

蔵書管理ソフトウェア

125 .  Spr i ng  Boo tを使った Webアプリケーションの開発

システム情報学科
鹿児島教育センター
指導教員 : 谷川　健
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５．開発手順

アプリケーションの開発は、以下の手順で行った。

①開発環境の構築

②プロジェクトの作成

③蔵書管理機能の開発、ユーザ管理機能

④ユーザ認証機能の開発

⑤フロントエンドの修正

６． で使われている技術とオブジェクト指向技術

（１）

とは、 での開発のコアとなるフレームワークである。 の

特徴として、 がある。 形式の設定ファイルを定義することにより、設定を外部化することができ

る。これを基に 、 など 様々なサブプロジェクトの開発が行われ、開発年

数も蓄積しプロジェクトは大規模なものになっている。

（２）

とは、オブジェクト指向の開発手法のひとつである 。直訳は依存性の注入

を意味する。 を利用するとインスタンス管理とそのライフサイクルの管理を コンテナ が行う。

インスタンスを利用したいとき、 コンテナにインスタンスを要求するだけで済むようになる。そのた

め部品同士が疎結合となり単体テストが行いやすくなり、部品の再利用性も高くなる。

（３）

とは、 ベースのアプリケーションを手軽に開発できるフレームワー

クである。 アノテーションをクラスにつけることで コンテナに登録でき、 ア

ノテーションで コンテナに登録されているオブジェクトを探し出してくれる。

７．まとめ

を利用するメリットは、慣れると効率的に アプリケーション開発ができる、 モ

デルでの開発に適しており機能の再利用がしやすい。 コンテナのおかげでインスタンス利用を特に意

識せずに開発できるという 点が挙げられる。 を利用するデメリットは、 だ

けに限らないがフレームワーク利用は学習コストがかかる。しかし一度学習すれば、学習時間にかけた

以上の時間をアプリケーション開発時間の短縮ができると考える。

また、 とオブジェクト指向の関係としてはオブジェクト指向の開発手法である

の利用がされていて部品同士が疎結合となる。そのため、単体テストが行いやすく、部品の再利用性が

高くなっているので効率的な開発が出来ると考える。

参考文献

公式ドキュメント プロジェクト

（最終アクセス日： ）

とはなんぞや？

（最終アクセス日： ）

技術ブログ （最終アクセス日：

）
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を使った アプリケーションの開発

店舗型 サイト

システム情報学科

新潟教育センター

指導教員：谷川 健

今井 琢斗

１．はじめに

近年の アプリケーション開発では や 、 といったフレームワークを用いた

スピード感のある効率の良い開発をする企業が増えてきた。こういったフレームワークについて本研究

では による店舗型 サイト構築を通した アプリケーションの開発から、 の

提供する機能とオブジェクト指向の違いなどについて学び、メリット、デメリットを考察する。

２．設計に関する説明

図 画面遷移図

本アプリケーションのログイン不要の部分と 、 の権限が必要な部分についてはログイン制

御、アクセス制御機能として作成する。その他の機能として、カート機能、商品に関する追加、削除、

変更、一覧機能、過去に購入した商品を確認する機能を作成する。

３． アプリケーションに使われた技術

３．１

リクエストによってどのページを表示するということやそのページで使用する情報を決定する。

アノテーション でコントローラーを作成し によって 情報をマ

ッピングさせることで、リクエストに対して実行するメソッドを実装する。実装したコントローラーは

商品に関する処理をまとめたもの、ユーザーに関する処理をまとめたもの、ログインに関する処理をま

とめたものの つを作成した。

３．２

データベースへの操作を 文を書かずに実装できる。実装では インターフェース に

よって、提供されている を実行することでデータベースを操作している。 アノテーション

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

今井　琢斗
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店舗型 ECサイト
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システム情報学科
新潟教育センター
指導教員 : 谷川　健
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を付けたクラスを作成することによって、テーブルから取り出した情報をインスタンスと結び付け

ることでプログラム中でインスタンスとして利用できるようになっている。

３．３

はユーザーの正当性を確認する認証機能 とアクセスを制御する認可機能 の

つを基本機能として有している。これらによって、ユーザーのログインとログイン後の権限による機能

の制限を実装することが可能である。 による認証も提供されており、 と

を継承した つのクラスを独自に作成することで簡単に実装することがで

きる。

４．オブジェクト指向との関係

オブジェクト指向とはシステム全体を現実世界の物理的な物として作成する概念で、データとメソッ

ドをまとめたオブジェクトとして実装し組み合わせていく。このメリットとして再利用性や作業者同士

での認識の共有などがあるが、デメリットとしてクラス間の依存関係による単体テストのしづらさや柔

軟性のなさ が存在する。こういったデメリットは （依存性の注入） によって解決することがで

きる。 では コンテナ機能によってアノテーションベース でインスタンスを管理することが

でき、 アノテーション を使用することで実行時に自動で コンテナからインスタンスが

取り出され使用できる仕組みになっている。また、 が提供する機能はこの と深く結びついて

おり、アノテーションを使用して効率の良い開発をすることができるようになっている。

５ おわりに

を使った開発によるメリットは提供されている 、 、

により アプリケーションで必要な機能が導入によって実装できること、

のコア機能である による効率の良い開発が可能となっている 点である。各種機能によって、ゼロ

からプログラムを書かなくてもこれらを組み合わせることで アプリケーションを構築できる。そし

て、 のコア機能である ではアノテーションベースでコードを記述できるようになることで、

コード量を減らしつつ、柔軟な実装をすることができる。

デメリットとしては 、 、 の理解に時間がかかってしまう点

である。これら機能はブラックボックス化されているため、なぜアノテーションで記述するだけで実装

できるのかといった部分は別途学習をすすめる必要がある。もしフレームワークについて理解が進んで

いないのであれば、手間がかかるが で実装したほうがコードを理解しやすく、実装の際の問題

も解決がしやすいと考えられる。

本研究を通して、 の各種機能に触れることができ、それらと のコア機能から発生する

メリット、デメリットについて考察をすることができた。

参考文献

pompom, “SpringBoot でログイン機能を実装してみる”, Qiita, 

参照 年 月 日

株式会社 データ 徹底入門 による アプリケーション開発

株式会社翔泳社 年 月 日

“猿でも分かる！ 依存性の注入”,
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を使った アプリケーションの開発

メッセージ投稿システム

システム情報学科

鹿児島教育センター

指導教員 谷川 健

大川 航平

１．はじめに

今回のテーマの軸となる は、多くのエンジニアに使われて支持を得ているフレームワー

クである。フレームワークは、多種多様である。今回卒業論文のテーマを選択する際に、 言語によ

る アプリケーションの開発にフレームワークを用いて開発ができれば、コードをシンプルかつ効率

よく開発できると考えて、このテーマを選択した。

２．開発環境

以下のソフトウェアを用いて、システム開発を行った。

ソフトウェアの種類 ソフトウェアの名称

１ フレームワーク

２ 開発言語

３ ウェブブラウザ

４ 統合開発環境

５ データベース

３．アプリケーション概要

今回開発を行った アプリケーションは、「メッセージ投稿システム」である。実装機能は、「ログ

イン・ログアウト機能」「アカウント登録・編集・削除機能」「メッセージ投稿・編集・削除機能」であ

る。

「ログイン・ログアウト機能」はユーザ名、パスワードを入力し、データベースに登録されているデ

ータと一致した場合にログインできる。ログイン時は画面にユーザ名が表示され、ログアウトボタンを

押下するとログイン前の画面へ戻る。「アカウント登録・編集・削除機能」はユーザ名とパスワードを登

録し、ログイン後編集画面で登録されているアカウント情報を編集、削除できる。「メッセージ投稿・編

集・削除機能」は新規投稿ボタンを押下し、タイトル、本文、投稿者欄を入力し、投稿される。投稿さ

れたメッセージは編集ボタン、削除ボタンを押下することで、編集、削除することができる。

４．技術仕様

技術仕様は、以下のとおりである。

・
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1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー
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とは、 言語で使用することができる アプリケーションの開発をサポートす

るフレームワークである。 に搭載されているフレームワークの一つであり 、

手軽な設定と少ないコード量でアプリケーション作成に役立つ。

・

アプリケーションのログイン認証機能を実装するフレームワークである。

・

内で設定されるデータを、ブラウザの表示に影響がないタグの属性として定義することができ

る。

・

オープンソースのリレーショナルデータベース管理システムである。開発の経験が少ない人でも導

入がしやすく、コストダウンを実現することができるため、 アプリ開発でよく使用される。

５． とオブジェクト指向の関係

とは、 に含まれるフレームワークのことである 。フレームワーク

とは、アプリケーションを実装する際に使われるものでよくあり、機能を実装するための標準的なサブ

ルーチンやクラスといったライブラリを集めたものである。

には様々なフレームワークが存在しており、それらを使うことにより複雑なコード

を入力することなく開発できる 。そのなかにある は、日本語で「依存性の注入」という意味で

クラスの外から依存性（オブジェクト）を注入することで、クラス間の依存関係を解決する目的がある。

はオブジェクト指向によるプログラミングからよりスムーズな記述ができるように

考えられた技術であり、これを取り入れることでより迅速なアプリケーション開発が行うことができる。

６．まとめ

には様々なフレームワークが存在するので、開発者はフレームワークをどの機能で

活用するかを考えて設計する必要がある。 で開発をする際、かなり手間が掛かる箇所も

を利用することで省略できることができた。具体的には、 を利用することにより

他クラスへの変数や引数に代入することが省略することができ、 の利便性 に気

づくことができた。

今後も の知識を深め、より完成度の高い アプリケーションを作成したい。

参考文献

発注ラウンジ、 とは？ との違いは？

（最終アクセス日： ）

伊藤裕一、【前編】 ってなにがいいの

（最終アクセス ）

、 で学ぶ と （アスペクト指向）

（最終アクセス日： ）
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を使った アプリケーションの開発

カテゴリ対応メモ帳

システム情報学科

広島教育センター

指導教員：谷川健

細井 蒼平

１．はじめに

私はこの研究を通し、実務で必要な様々なメディア・言語から情報を収集し、それを基に一つの成果

物を作り上げる能力を向上したかった。また実務で必ず使うことになるであろう 言語のさらなる

習得と、個人で開発したいと考えている アプリケーションの知識拡大を求め、本テーマを選択した。

２．開発環境

本研究の開発環境は以下のとおりである。

・ ：

・ その ：

・ その ：

・ ：

３．使用した の機能

本研究の成果物である を作成するうえで、 の機能は以下のとおりであ

る。

・

・

・

・

・

３．１

は で アプリケーションを作成するうえで最低限必要な機能が揃ってい

るフレームワークである。

ルーティングや各種リソースをクライアントに返却する役目を担っている 。

３．２

は、 や他の機能、フレームワークを利用する際に、設定ファイルを書

かずとも、アノテーションによるインスタンスの取得などを補助する機能などがあり、現時点での

開発では必須のフレームワークであり、今後 なしで フレームワーク集が使

われることはないだろうと考えられる。

３．３

は、 アプリケーションがデータベースサーバに接続、操作するのに必要なフレ

ームワークである。

特徴としては、実際に 文を書く必要がなく、最低限のメソッドは最初から揃っているほか、その

他のカスタムメソッドも既定の命名規則に沿って抽象メソッドを記述するだけでよいという手軽さか

ら、非常に簡単にデータベースアクセスができた。またデータベースから取得したデータも直接インス

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 
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横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー
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タンスに格納できるのでその後のビジネスロジックの記述も非常に簡単にできた 。

３．４

は で作られた アプリケーションに認証とアクセスコントロールを与え

る機能である。

初期導入は非常に簡単で、 に記述するだけで、最低限の機能が自動で実装されるという手

軽さから、これから私が他言語のフレームワーク等で アプリケーションを開発することになった際

に、同じような機能がないか心配になるような機能であった。

３．５

は、 に用意されている純正の テンプレートエンジンであり、 コー

ドの共通化や、動的部分を繰り返しや、分岐、埋め込みなどが非常に簡潔なコードで書ける点や、特に

ファイルの拡張子が「 」のままであることから、 の保管機能も特に設定を変えるこ

ともないまま利用できる点などが、非常に優秀なテンプレートエンジンであると感じた。

４． の利用手順

を利用するうえでまずはアカウント登録をする必要がある。アカウント登録は以下の手順

で行う。

・メールアドレス認証

・届いたメールに載ってあるリンクをクリックし、ユーザ名とパスワードを入力する。

以上の手順でユーザ登録をした後は、以下の機能が利用できるようになる。

・メモ帳作成

・メモ帳編集

・メモ帳削除

・カテゴリ割り当て

・カテゴリごとの分類

５． の感想

は私が開発経験のある アプリケーションフレームワークである 、 に比

べ非常に多機能なフルスタックフレームワークであり、さらに使い方が非常にシンプル、そして日本語

の文献も多く、プログラミング初心者から、業務での用途まで幅広いニーズを満たしてくれるフレーム

ワークであると感じた。

５．さいごに

本研究では、最低下の設計書とインクリメンタル開発による開発で、開発終盤には多少なり無理のあ

る開発になってしまったと思われる。最終的には は本番環境で実際に様々な人が利用でき

るようなシステムにしたいので、今後もその回収に手間がかかることが予想される。

そういった状況を今後、個人で開発する際にまた引き起こさないためにも、もう少し設計書に関する

知識を深める必要があると感じた。

参考文献

【 】「 」

【 】「 」

【プロダクト・マネジメントの要諦 】

「 」
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カテゴリ対応メモ帳

システム情報学科

新潟教育センター

指導教員：谷川 健

曽我 将大

１．はじめに

今回このプログラムを開発しようと思った理由は、これまでは や 言語を使っての学習を多く

おこなってきたため、ある程度のことは可能になったがそれ以外、学校などではやらないもっと難しい

言語や技術を活用し、もっとアプリケーションの開発を広げていきたいと思ったからである。これまで

学習した や を使うことにより、これからのアプリ開発において、様々

な新たな発見や技術を取り入れることができるのではないかと感じ、研究を行うことにした。

２．開発の概要

今回開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。

開発したシステムはログイン画面、ユーザ認証画面、メモ一覧、メモの作成、メモの削除の つの機

能を搭載した。

ログイン画面では、 を活用することにより、ユーザの情報やメモした内容、確

認するための方法といった管理などが楽になった。さらに様々な技術を活用することで認証ユーザの情

報を取得・表示ができるようになり、さらにユーザ権限によって、画面の表示項目を、公開・非公開を

切り替えできるようになった。様々な技術を活用し、ユーザに対して厳重なプライバシー保護に特化す

ることができるようにした。

３．開発環境について

の開発は と を利用している。 とは、シ

ステム開発において、開発やプログラムの修正を行いやすくする仕組みのことである。活用性がとても

高く システムや サービス以外にもクラウドやモバイルシステムの開発にも適しているが、機能

が多く使い分けが難しい。そこで、そのデメリットを解消するために作られたのがこの

である。 を使用することにより、 定義や 設定を可能な限り自動設定する機能やコ

ードを書かなくてもプログラムの処理をできるようになる。環境を構築する際に、コード作成などの手

間がとても多くかかってしまう。そこで専用のコマンドを実行するだけで最適な環境を構築でき、手間

をかけずに アプリケーションの開発をおこないやすくするものが である。

４．開発に用いた技術

４．１

は、 で作られたアプリケーションに認証・認可の機能を提供するフレームワ

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー
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ークのことである。 にいくつかの機能を利用することで「データベースやインメモ

リに持たせたユーザとパスワードを使ってフォーム認証をする。」「ユーザまたはパスワードが違ってい

たらエラーメッセージを表示する」ことを実現させることができる。

４．１

とは、 で標準で使われるテンプレートエンジンのことであり、テンプレー

トエンジンを使うことで アプリケーションを作るのに必要な機能がログイン画面に追加されるよう

になる

４．２

とは の略で、依存性の注入という意味がある。 依存しているクラスのフ

ィールド変数として被依存クラスを持たせるようにし、外部からクラス間の依存関係の解決を図るオブ

ジェクトである。 コンテナを経由してインスタンスを管理することにより、インスタンスのスコープ

の制御、インスタンスのライフサイクルの制御、共通機能の組み込み、コンポーネント間が疎結合にな

るため、単体テストがしやすくなるといったメリットが生まれる。

５．まとめ

今回の開発を通して分かったことは、今回は今までに利用したことのない未知の技術などを用いたた

め、最初は本当に何も知らない、 から始まるアプリ制作だった。最初はログイン画面の制作からはじ

めたが、エラーがとても多く、その原因を探すだけで時間がかかってしまった。さらにアプリケーショ

ン開発において一番苦労した点は、カテゴリ別に対応する方法である。今回のアプリケーション開発で

一番重要なところであり、メインとなるため、必ず開発を行う必要があった。しかしこの方法は、複雑

で難易度も高く、いくら調べてもなかなか出てこなかったため、かなりの時間を使って苦労した。そこ

でタグを登録し、タグ検索によってメモを絞り込むといった方法に切り替えた。カテゴリー別に分けら

れればよかったのだが、メモ検索に関しては、かなりの膨大なデータ量が必要になるため、今回の技術

だけではまとめきれなかった部分もかなり多かったため、今回の問題点を糧に、新たな挑戦をしていき

たいと思った。

参考文献

を使って でメモアプリ作成

で認証・認可

【 入門】 （依存性の注入）とは？ サンプルソースを使って深堀り フリーランスチ

ャレンジ！！



266

 

 
 

を使った アプリケーションの開発
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林 真梨奈

１．はじめに

アプリケーションのフレームワーク を使用したシステム開発を行うことを通して、

フレームワークを使用した開発の利点と欠点およびプログラム製造過程の効率化について検証し、考

察することを目的とする。

２．設計に関する説明

を用いて、複数のカテゴリを作成することができ、メモをカテゴリ単位に管理できる

アプリケーションを開発する。実装する機能および仕様は次のとおりである。

・機能：ログイン、ログアウト、

ユーザーとカテゴリとメモの登録・更新・削除・一覧表示、メモの検索

・画面：主要画面は合計７つ。（図１）

・ＤＢ：ユーザー、カテゴリ、メモの合計３つのテーブルを持つ。 図２

３． アプリの開発手順

フレームワークを使用した開発の利点と欠点について、各機能実装に要した学習期間・実装期間の記

録と開発経過を基に検証した。（表１）

図１ 画面遷移図 図２ データベースのリレーション

表１ 各機能実装に要した学習期間・実装期間

実装した機能等
学習期

間

実装期

間
学習したフレームワーク等

開発環境構築 日 日 、

ユーザーの登録・更新・削除 日 日 、 、

ログイン 日 日 、

ログアウト 日 日

カテゴリとメモの登録・更新・削除 日 日 、

カテゴリとメモの一覧表示 日 日 、 、 、

メモの検索 日 日 、

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

林　真梨奈
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４． で使われている技術とオブジェクト指向の関係

・ （ ：依存性の注入）

とは、外部の設定ファイルを利用できるようにする概念であり 、クラス外部からオブジェ

クトを注入させ、クラス間の依存性を低くさせるものである。

では、 コンテナと呼ばれる を提供する機能を利用できる。アプリケーション内

にあるクラスの依存関係を解析して、 （インスタンス）を生成し、 コンテナに登録する。

この コンテナを利用し、 などのアノテーションを定義することで、他クラスであっ

てもオブジェクト生成を行わずに単独で利用できるようになる 。

・ マッピング（ 、略称 ）

マッピングとは、プログラムのオブジェクトとデータベースのレコードを対応付けることで

ある 。 マッピングにより、プログラムからのデータベース操作が容易になる。

５．まとめ

フレームワークを使用した開発の利点と欠点について

利点 ・設定を省略できる

・記述するコード量が少ない

・多様な機能が用意されており、新たに開発する必要がない

・内部処理を意識することなく開発できる

欠点 ・仕様が複雑なものがあるため、一定程度の学習時間が必要である

・バグやエラーが発生した際の原因特定に時間を要する

プログラム製造過程の効率化について

開発当初は、使い慣れた言語やツールを使用して開発した方が、コードの行数や手間は多いが最終的

な労力は同等になるのではないかと推察するほど、フレームワークの利点について実感することが困難

であった。しかし、開発の後半になると仕様の理解を深めることができたため、学習時間が減少し、修

正に要する時間も短縮されていった。

を使用することで、開発環境構築にあたる各種設定が自動化され、アノテーション等の利

用によってコード記述を省略することができた。プログラム記述を最小限にできるため、プログラムの

可読性が上がると思われる。他にも の利用によってデータベース関連の 作成といっ

た手続きが省略でき、 の利用によって を記述する時間が省略できた。これらのことから、

フレームワーク利用が開発の効率化に寄与することを検証できたと考える。特に複数人の開発において、

開発の効率を向上させることができると考察した。

６．今後の課題

本研究では研究期間の 割を学習時間に費やしたが、実装にあたり類似したプログラムを何度も記

述していたため、フレームワークの利点を最大限に活用できていないと考えている。

活用するフレームワーク等のオブジェクトの関係や役割を把握し、それを踏まえた上で設計と実装

に関連付けていく必要があると思われた。

また、本研究で開発したアプリケーションは、モバイル端末での利用などを想定した設計まで行き

届かなかったため、総合的にユーザビリティの低いものになってしまった。

今後の課題として、利用者の利用シーンを想定した設計を行い、開発するアプリケーションの利便

性を追求して発展させることに取り組みたい。

参考文献

「 での 開発に便利な とは？メリットや最適な を紹介」

（ 年 月 日参照）

「 とは一体何者なのか？」

（ 年 月 日参照）

「 マッピングの役割とメリット」

（ 年 月 日参照）
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1870062 
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11.. ははじじめめにに  
観光とは，普段の生活とは違った景色を楽し

むことや，ある目的を楽しみに旅行することを
意味する．観光業は日本を支える産業の１つで
あるが，2020年１月より世界中で流行している
新型コロナウイルス感染症の影響を大いに受け
ている．本稿では，安全に観光を行うことを実
現させるために最適ルート検索機能を持った観
光支援アプリケーションの開発する． 

 
22.. 観観光光のの現現状状  
新型コロナウイルス感染症の流行により，国

内国外問わず，旅行者の数が大幅に減少してい
る．国内の観光需要は大幅に減少し，観光業に
従事する人やそれに付随した業務を行っている
人は大打撃を受けている．また，順調だった訪
日外国人観光客もこの影響で，入国が規制され
ているため，大幅に減少した．観光庁で公開さ
れているデータによると，2020 年度の国内旅行
消費額は，前年と比較して，54.5％減少している
ことが分かった[1]． 

2021年に入って，国民は次々とワクチン接種
を行っており，2021 年９月時点では，国民の約
半数が２回目の接種を終えている．ワクチン接
種率の増加に比例して感染者数も減りつつあ
り，コロナ禍は収まるかと思われたが，現実は
そう甘くなかった． 
観光需要が回復しづらい背景には，「自粛ム 

―ド」が，蔓延していることが考えられる． 
日本人は突出することをあまり好まない傾向が 

 
 
あるため，非難を受けることへの恐怖や周りの
自粛ムードに流されることで，観光を自粛する
ことが原因の一つであると考えられる 

 
33．．先先行行研研究究事事例例  
ルート検索を行う先行研究事例として，宮下ら
は，北海道函館市を走る路面電車の利用率に危
機を感じ，観光客の路面電車利用の促進を目的
とした観光支援アプリケーションの開発を行っ
た[2]．このアプリケーションの有用性を複数の
被験者に巡りたいスポットを入力してもらい，
生成されたルートとスケジュールが妥当である
かを評価させている方法に加え，被験者に実際
にアプリケーションを利用してもらい評価して
もらう方法により評価している． 
本研究では，この先行研究事例を参考にしつ
つ，最適なルート生成を行う機能を搭載した観
光支援アプリケーションの開発を行う． 
 
44.. ココロロナナ禍禍ににおおけけるる安安全全なな観観光光をを実実現現すするるアアププ

リリケケーーシショョンン  
44..１１  概概要要  
 本アプリケーションは，マップを表示させ
る．そこから現在位置を表示させる機能，目的
地までのルートを生成する機能，快適に観光を
行えるように現地の天候を取得する機能を備え
ている． 
44..22  開開発発環環境境とと動動作作環環境境  
本アプリケーションの開発環境は，Android 

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  
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1. はじめに 

Web アプリケーションなどのシステムを開発する際、毎回同じ機能をわざわざ最初から作るのは非効

率的である。そこで、効率的にシステムの開発が行えるようプログラムのひな形として登場したのがフ

レームワークである。今回の研究では、Web アプリケーションのフレームワークの一つである「Spring 

Boot」を用いて開発を行う。 

 

2. 開発した Webアプリケーションの概要 

今回「Spring Boot」を用いて開発した Webアプリケーションは「カテゴリ対応メモ帳」である。ユー

ザは本アプリケーションを利用し、任意のカテゴリを追加することができ、追加したカテゴリにメモを

登録することができる。また、メモやカテゴリ、登録したユーザの削除も行うことができる。一つのメ

モに割り当てられるカテゴリの数を一つとして開発を進める。 

 

3. Web アプリケーションの機能 

今回作成した Web アプリケーションの機能を表 1に示す。 

 

表 1 開発した Webアプリケーションの機能一覧 

ユーザ新規登録 メモ追加機能 

ログイン機能 メモ削除機能 

メモ一覧表示機能 メモ保存機能 

カテゴリ追加機能 メモ検索機能 

カテゴリ削除機能 ユーザ退会（削除）機能 

カテゴリ一覧表示機能  

 

メモの新規登録はカテゴリが登録されていなければ行うことができない。カテゴリを削除する場合は、

削除予定のカテゴリを参照しているメモが存在していた場合、先に削除予定のカテゴリを参照している

メモを全て削除した後に、削除予定のカテゴリを削除する仕様である。同様に、ユーザを退会（退会）

する場合も、退会ユーザが所持しているカテゴリ・メモを先に全て削除した後にユーザを削除する仕様

である。 

 

若月　皓希
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Studio Arctic Fox を使用した．開発言語は Kotlin
を使用した．また，アプリケーションを動作さ
せるためのテスト端末としてOPPO Reno 3A を
使用した．この端末の Android バージョンは，
Android11である． 
 
44..33  動動作作確確認認  
 本アプリケーションの動作確認を行った結
果，マップに関連している各機能は，正常に動
作することが確認できた．現在地も正確に取得
することができ，設定した間隔で位置情報が更
新されることが確認できた．一方，図１のよう
にルートを生成において，目的地までの混雑状
況を加味したルート生成を実現する予定だった
が，現時点においては，未実装となっている．
本機能の実装は今後の課題である．  
また，天気表示機能も正常に機能することが

確認できた．図２と図３は，アプリケーション
の画面とアプリケーション使用時に新潟駅前で
撮影した空の模様である．アプリケーション上
で「曇りがち」と表示されている．写真の方も
空は雲に覆われていたため，概ね一致してい
る． 
 
44..44  アアププリリケケーーシショョンンのの評評価価  
開発したアプリケーションの評価を被験者に

実際にアプリを利用してもらうことにより実施
した．被験者は，１９歳から２２歳までの大学
生４名である．その結果，数点の改善や要望が
挙げられた．  
 改善点は，「多くの人が使いやすいと思えるユ
ーザーインターフェースの設計を心がけたほう
が良い」や「天気情報取得機能の都市の天気の
表示が，「曇りがち」や「厚い雲」など曇りの中
でもさらに細かく分類されているので，統一し
てほしい」といった意見が挙げられた． 
加えて，要望としては，「観光スケジュールを組
みやすくするために生成したルートの開始地点
から目的地までの距離と所要時間を算出できた
ら嬉しい」といった意見が挙げられた． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

55．．おおわわりりにに  
本稿では，コロナ禍において安全な観光を実

現するための観光支援アプリケーションの開発
を行った．動作確認の結果，正常に動作するこ
とが確認された．今後の課題としては，アプリ
ケーション評価時に挙げられたアプリケーショ
ンの改善点や要望の修正を行うことに加えて，
本アプリケーション開発工程の中で未実装とな
った混雑状況を加味したルート生成機能の実現
が挙げられる. 
 
参参考考文文献献  
［１］ 観光庁：“旅行・観光消費動向調査”， 

2021年 4～6 月期，https://www. 
mlit.go.jp/common/001419220.pdf， 
(2021/9/1 参照) 

［２］ 宮下翔伍,伊藤恵：“観光者の路面電車利
用を支援する観光アプリケーション開発”， 
日本ソフトウェア科学会第 37 回大会， 
pp. 1-6（2020） 

図図  11  ルルーートト生生成成画画面面  

図図  22  天天気気情情報報画画面面  図図  33  新新潟潟駅駅前前  
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11.. ははじじめめにに  
基本情報技術者試験という資格試験があ

る．これは国家試験である情報処理技術者
試験の一区分で，高度 IT人材となるため
に必要な基本的知識・技能を持ち，実践的
な活用能力を身に付けた者を対象として行
われる．この試験の合格率は，2006 年以
前は 15％，それ以降は例年 20％台である
[1]．その原因は試験範囲が広く難易度が
高いため，適切な学習が求められるためで
ある．合格の可能性を高めるために効果的
な学習や，モチベーションの低下を防ぐ必
要がある．以上への対策としてゲーミフィ
ケーションというゲームデザイン要素をゲ
ーム以外の物事に応用するものを利用する
ことが有効である． 
本稿では，ゲーミフィケーションを利用

した基本情報技術者試験対策アプリケーシ
ョンの構築を行う．本アプリは基本情報技
術者試験を受験しようとする者を，ゲーミ
フィケーションを用いて合格できるように
支援するものである． 
 
22.. 関関連連研研究究  
基本情報技術者試験を学習するにあたっ

て，既に過去問道場という学習するための

アプリケーション等は存在している．この
アプリは基本情報技術者試験の全過去問と
その解説を閲覧することができるものであ
る． 
本研究におけるアプリの特徴としては，

ゲーミフィケーションの利用の有無にある．
ゲーミフィケーションの利用で，例えば競
争性を与えることで学習をする際のモチベ
ーションを高めることが出来る．競争性を
利用している最たる例は学校だろう．例え
ばテストを行った，返却後子ども達は点数
を見せ合い他者と比較する．この時点数が
低かった子どもは努力し次回のテストで高
得点を取ろうとする．後はこれを繰り返す
ことで皆高得点を出すようになる． 
以上から，ゲーミフィケーションを学習

に用いることは有効であり，本アプリにゲ
ーミフィケーションを利用することは有用
性があると言える．本研究では，ゲーミフ
ィケーションを利用した基本情報技術者試
験対策アプリケーションの構築を行う． 

 
33.. ゲゲーーミミフフィィケケーーシショョンンをを利利用用ししたた基基本本

情情報報技技術術者者試試験験対対策策アアププリリケケーーシショョンン  
33..11アアププリリ概概要要  
本アプリは，基本情報技術者試験を学習

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

札幌教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770485 

河野 鷹人 
 

1. はじめに 

Web アプリケーションなどのシステムを開発する際、毎回同じ機能をわざわざ最初から作るのは非効

率的である。そこで、効率的にシステムの開発が行えるようプログラムのひな形として登場したのがフ

レームワークである。今回の研究では、Web アプリケーションのフレームワークの一つである「Spring 

Boot」を用いて開発を行う。 

 

2. 開発した Webアプリケーションの概要 

今回「Spring Boot」を用いて開発した Webアプリケーションは「カテゴリ対応メモ帳」である。ユー

ザは本アプリケーションを利用し、任意のカテゴリを追加することができ、追加したカテゴリにメモを

登録することができる。また、メモやカテゴリ、登録したユーザの削除も行うことができる。一つのメ

モに割り当てられるカテゴリの数を一つとして開発を進める。 

 

3. Web アプリケーションの機能 

今回作成した Web アプリケーションの機能を表 1に示す。 

 

表 1 開発した Webアプリケーションの機能一覧 

ユーザ新規登録 メモ追加機能 

ログイン機能 メモ削除機能 

メモ一覧表示機能 メモ保存機能 

カテゴリ追加機能 メモ検索機能 

カテゴリ削除機能 ユーザ退会（削除）機能 

カテゴリ一覧表示機能  

 

メモの新規登録はカテゴリが登録されていなければ行うことができない。カテゴリを削除する場合は、

削除予定のカテゴリを参照しているメモが存在していた場合、先に削除予定のカテゴリを参照している

メモを全て削除した後に、削除予定のカテゴリを削除する仕様である。同様に、ユーザを退会（退会）

する場合も、退会ユーザが所持しているカテゴリ・メモを先に全て削除した後にユーザを削除する仕様

である。 
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するためのアプリケーションである．学習
を完璧なものにするため、初期に学習可能
な年度を限定している．そのため利用者は
先ず令和元年秋期の過去問を学習し，その
後過去問から 5 問抜粋されたテストを行う．
現在実装している過去問が 2 年度分５問ず
つのため出題問題は固定である．この際，時
間を計測しながらテストを行うことで，問
題を解く速度と正確性を量り，これを他の
アプリ使用者と比較する．テストを行った
後点数が過半数の場合合格とし，１つ前の
年度を学習可能とする．またこのアプリは
ネットに接続して動作するものではなく，
各個独立して動いている為，同時に複数人
が利用しても問題はない． 

 
33..22画画面面遷遷移移  
図 1 は画面遷移である．タイトルから各

年度の問 1 もしくはタイムアタック画面へ
遷移する．タイムアタックとは上記のテス
トのことである．問 1 からはタイトル，そ
の年度の問題一覧，問 2 へ遷移する．問題
一覧からはタイトル，各問へ遷移する。タイ
ムアタック画面からはタイトル，各年度の
テスト画面へ遷移する．テスト画面からは
タイトル，タイムアタック画面に遷移する
が，タイトルへの遷移はテストに合格が条
件となっている． 

 
44.. 実実装装おおよよびび動動作作確確認認  
本アプリは PC 向けのアプリケーション

としている．制作環境として，OS は
Windows10，言語は HTML，CSS，
JavaScriptを使用した．  
現在は令和元年秋期と平成 31 年春期の

問 1から 5までの５問ずつが実装されてお 

  
図１ 画面遷移図 

 
り，この過去問と解説は過去問道場から参
照した[2]． 
本アプリケーションは動作確認の結果，

画面遷移は正しく行われ，時間の計測も行
われたことが確認された．また，学生２名
を対象として本アプリの評価の結果以下の
意見が得られた． 

 
・類似サイトは多数あるが，このアプリケ
ーションは使いやすくてよいと思う 
・分野ごとに出題するモードがあると便利
だと思う 
  
55.. おおわわりりにに  
本稿では，ゲーミフィケーションを利用

した基本情報技術者試験学習アプリを制作
した．動作確認の結果，本アプリは正常に動
作することを確認した．今後の課題として
は，実装問題数の追加や，評価者からの評価
や要望を反映するなどが挙げられる． 
  
参参考考文文献献  
[1] 基本情報技術者試験の合格率の推移に
ついて 
https://kijou-goukaku.com/goukakuritu-
suii/，(参照 2022 年 2月 3 日) 
[2]基本情報技術者試験ドットコム 
https://www.fe-siken.com/fekakomon.php ， 
（参照 2022 年 2月 3 日） 



272

 
 

DDeeeepp  LLeeaarrnniinngg をを利利用用ししたた  

ママススクク着着用用状状態態検検出出シシスステテムムのの構構築築  
鹿児島教育センター システム情報学科 長尾 光悦ゼミ 

1870626 

橋本 誠 

1． はじめに 

2019 年末に発生した新型コロナウイルス感染
症は瞬く間に世界に広がり，それまでの生活様式
は大きな変化を強いられることとなった[1]．新型
コロナウイルス感染症を完全に防ぐことは難しい
が，誰もが行える感染予防としてマスクの着用が
挙げられる．理化学研究所と文部科学省が行った
研究では，マスクの着用は７割以上の飛沫を抑制
するという結果が得られており，マスクは感染対
策として極めて有効ということが立証された[2]． 
マスクは顔に密着させ，正しく着用しなければ，

本来の効果が得られず，感染拡大防止とはならな
い．そこで，日常生活における鼻マスクや顎マス
クを検出するシステムが有効ではないかと考えた．
本稿では，Deep Learningに着目し，マスク着用
状態検出システムを構築，動作確認を行う． 

 
2． Deep Learning 

 Deep Learningは機械学習の中でもより高度な
学習が可能な技術であり，ニューラルネットワー
クという神経網に見られる特性に類似した数理的
モデルを利用している．その中でも CNN（畳み
込みニューラルネットワーク）のアルゴリズムは
現在多くの事例において活躍している． 

CNN を用いた研究として，今井らは建設現場
の作業員の人物識別手法を提案しており，高い識
別率を実現している[3]．このようにCNNは画像
認識分野で成果を挙げており，本稿ではCNNを 
用いてマスク状態を検出可能なシステムを構築す 
る． 

3． Deep Learningを利用したマスク状態検

出システム 

3.1 システム概要 

 本システムは，正しくマスクを着用していない
人やマスク未着用の人を検出する．会社のデスク
作業や学校の授業といった現場で，一人一人にカ
メラを設置し，マスクの着用状態を監視する． 
 
3.2 学習データ作成 

 Microsoft の VoTT というアノテーションツー
ルを使用してタグ付けの工程を行う．人物 3人分
で 1300枚の画像データに 1枚 1枚ラベルを指定
しTFRecord形式で出力した． 
 
3.2 CNN（EfficientDet）の構成 

  本研究ではCNNに，EfficientDet-B0を用いて
おり，同モデルはバックボーンに高効率なモデル
であるEfficientNet-B0を使用し，そこから得られ
た複数解像度の特徴マップを特徴ネットワークで
あるBiFPNにより混合し，分類・矩形予測ネット
ワークに渡す．図 1 に EfficientDet-B0 の処理の
流れを示す．インプットされた画像は，ベースラ
インモデルEfficientNet-B0の処理が行われ，特徴
マップP3，P4，P5を得る．EfficientNet-B0は畳
み込み層（Conv）が 1層，モバイル逆ボトルネッ
ク畳み込み（MBConv）が 7 種類合計 17 層存在
する．モバイル逆ボトルネック畳み込み
（MBConv）はConv（1x1）でチャネル数を増や
してから Conv（3x3）を通し，再度 Conv（1x1） 

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

札幌教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770485 

河野 鷹人 
 

1. はじめに 

Web アプリケーションなどのシステムを開発する際、毎回同じ機能をわざわざ最初から作るのは非効

率的である。そこで、効率的にシステムの開発が行えるようプログラムのひな形として登場したのがフ

レームワークである。今回の研究では、Web アプリケーションのフレームワークの一つである「Spring 

Boot」を用いて開発を行う。 

 

2. 開発した Webアプリケーションの概要 

今回「Spring Boot」を用いて開発した Webアプリケーションは「カテゴリ対応メモ帳」である。ユー

ザは本アプリケーションを利用し、任意のカテゴリを追加することができ、追加したカテゴリにメモを

登録することができる。また、メモやカテゴリ、登録したユーザの削除も行うことができる。一つのメ

モに割り当てられるカテゴリの数を一つとして開発を進める。 

 

3. Web アプリケーションの機能 

今回作成した Web アプリケーションの機能を表 1に示す。 

 

表 1 開発した Webアプリケーションの機能一覧 

ユーザ新規登録 メモ追加機能 

ログイン機能 メモ削除機能 

メモ一覧表示機能 メモ保存機能 

カテゴリ追加機能 メモ検索機能 

カテゴリ削除機能 ユーザ退会（削除）機能 

カテゴリ一覧表示機能  

 

メモの新規登録はカテゴリが登録されていなければ行うことができない。カテゴリを削除する場合は、

削除予定のカテゴリを参照しているメモが存在していた場合、先に削除予定のカテゴリを参照している

メモを全て削除した後に、削除予定のカテゴリを削除する仕様である。同様に、ユーザを退会（退会）

する場合も、退会ユーザが所持しているカテゴリ・メモを先に全て削除した後にユーザを削除する仕様

である。 
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図１ EfficientDet-B0 

でチャネル数を減らしている．これにより計算量
が削減されている． 

BiFPNではEfficientNet-B0から得たP3，P4，
P5 の特徴マップにダウンサンプリングやアップ
サンプリングを行い，特徴表現を分類・矩形予測
ネットワークに出力する．分類・矩形予測ネット
ワークでは特徴表現を使用して，クラスと位置を
予測する． 
 
3.3 転移学習 

 EfficientDet-B0を用いた転移学習にあたり，バ
ッチサイズは 4，学習率は 0.08，ステップ数は
10000とした．図 2は学習時における合計損失の
遷移を示しており，ステップを重ねる度に損失が
低下していることが伺える．このことから，過学
習もなく学習出来ていることが分かる． 

 

4． 動作結果 

 図３にシステムの基本動作画面を示す．鼻マス
ク，顎マスクなどの状態も適切に判別出来ている．
検出の信頼度は90%を超えることが多く，高い精
度を出すことが出来ている． 
 
5． おわりに 

本論文では，新型コロナウイルス感染症の感染
率を下げることに貢献するためにマスクの着用状
態を検出するシステムを提案し，構築した．今後
の課題として，UIの洗練や学習データの精度向上
が挙げられる． 

 

 
図２ 学習による合計損失の遷移 

 
図３ 動作結果 

 

参考文献 

[1] 厚生労働省：”新型コロナウイルスを想定した
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（2022/1/26 参照） 
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ププロロググララママーー向向けけラライイブブ配配信信ササイイトトのの作作成成
システム情報学科
新潟教育センター
指導教員：中島 潤

吉田 陽生

１．はじめに
本研究では、 社の や 社の のようなライブ配信を行う ア

プリケーションが流行する中で、プログラミングのモチベーション維持やリアルタイムコミュニケー
ションによるコミュニティの繁栄に加え、インターネット上に公開されているプログラミングに関し
ての質問や提案をするサイトにおいて、プログラミング初学者や質問に不慣れなユーザーがよく陥っ
てしまう，質問の意図が汲み取れない文章の投稿を解消するために、実際のコーディング風景をエビ
デンスとした質問投稿を行うための アプリケーションを開発した。また，開発した アプリ
ケーションが世の中でどういった需要があるのか、そもそもプログラミング風景をライブ配信するこ
とが，コンテンツとしてどういった働きを持っているかについて考察を行った。

図図 実実際際のの配配信信ペペーージジ

図図 実実際際のの質質問問ペペーージジ

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

札幌教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770485 

河野 鷹人 
 

1. はじめに 

Web アプリケーションなどのシステムを開発する際、毎回同じ機能をわざわざ最初から作るのは非効

率的である。そこで、効率的にシステムの開発が行えるようプログラムのひな形として登場したのがフ

レームワークである。今回の研究では、Web アプリケーションのフレームワークの一つである「Spring 

Boot」を用いて開発を行う。 

 

2. 開発した Webアプリケーションの概要 

今回「Spring Boot」を用いて開発した Webアプリケーションは「カテゴリ対応メモ帳」である。ユー

ザは本アプリケーションを利用し、任意のカテゴリを追加することができ、追加したカテゴリにメモを

登録することができる。また、メモやカテゴリ、登録したユーザの削除も行うことができる。一つのメ

モに割り当てられるカテゴリの数を一つとして開発を進める。 

 

3. Web アプリケーションの機能 

今回作成した Web アプリケーションの機能を表 1に示す。 

 

表 1 開発した Webアプリケーションの機能一覧 

ユーザ新規登録 メモ追加機能 

ログイン機能 メモ削除機能 

メモ一覧表示機能 メモ保存機能 

カテゴリ追加機能 メモ検索機能 

カテゴリ削除機能 ユーザ退会（削除）機能 

カテゴリ一覧表示機能  

 

メモの新規登録はカテゴリが登録されていなければ行うことができない。カテゴリを削除する場合は、

削除予定のカテゴリを参照しているメモが存在していた場合、先に削除予定のカテゴリを参照している

メモを全て削除した後に、削除予定のカテゴリを削除する仕様である。同様に、ユーザを退会（退会）

する場合も、退会ユーザが所持しているカテゴリ・メモを先に全て削除した後にユーザを削除する仕様

である。 
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２．機能一覧
本サイトに実装した機能は以下の通りである。
・ ユーザーログイン機能

を利用して アカウントによるログインを採用した。
アカウントからは チャンネルを一意に導き出せなかったため、 チャ

ンネルは別途設定するように実装した。
・ チャンネル設定機能

自分のアカウントに アカウントを紐づけることで登録する配信が自分のチャンネルの
ものかどうかを判別して、自分の配信のみ登録できるように制限するようにした。

・ 配信登録機能
を内包した形で配信を行うため、実際に配信を開始した際に本サイトにタグを含

めて登録するようにした。
・ 配信視聴機能

と同様の画面で配信を視聴出来るようにした。配信中の配信にはコメントビューも内
包しているので配信画面からコメントをすることも可能である。

・ 質問投稿機能
行った配信をエビデンスにして質問を投稿出来るよう実装した。また、この質問にもタグを付与
することが可能となるように実装した。

・ 質問コメント機能
投稿された質問に対してコメントで最適な助言することで、質問者にベストアンサーとして選出
してもらうことが出来るようにした。ベストアンサーは質問者のみ選出が可能となるよう制限を
した。

・ 検索機能
質問や配信に付与したタグや、配信中や解決済み等の投稿のステータスから絞り込みを行えるよ
うにした。

開発環境として， を使用し、プログラミング言語には を
使用し， アプリケーションフレームワークである を採用した。

４．今後の課題
開発した アプリケーションの改善点として、現段階では を内包した形でライブ配
信を行うような実装となっているため独自のストリーミングサーバーと サーバーを構築し、全て
が自分たちの機能の中で完結しているようなアップデートを行いたい。これには全世界に公開する上で
は多大な費用がかかるため、まずは個人や身内間での利用を主としたテストを行い、将来的には全世界
に公開したい。また、ライブ配信のチャット機能も独自のものを実装しプログラミング言語の構文に色
付けできるようにしたり、プログラマーの金銭的支援が行えるような機能や、視聴者に判断を委ねる投
票機能などの追加機能案を考えている。それほどに可能性を秘めているシステムであり、継続的に開発
を進めていきつつ、ライブ配信業界の状況を考察したいと考えている。
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情報論理・情報セキュリティ教育のための補助教材の作成 

システム情報学科
新潟教育センター
指導教員 中島潤

佐藤 竜太

１ はじめに
私たちの生活の中にインターネットはすっかり浸透したものとなっているが、メリット

も多い反面，危険性も多く存在する。今の時代、小・中・高校生でもスマートフォンやタ
ブレットなどを使い、インターネットを通じて 、アプリケーションに興じているが、
その中にも危険が多くある。危険性を知らないことはとても危険であり、情報倫理・ 情報
セキュリティ重要性が問われるようになっている。教育現場では、教材やコンテンツは充
実しているが、情報倫理・ 情報セキュリティの危険性や技術を、体験・体感できるような
教材は少ない。そこで，インターネットの危険性を学ぶための教材を制作した。危険性を
体験できるＷ サイトを制作し、危険性についての説明を行い，学生に向けてのセキュリ
ティの重要性やインターネットの危険性を理解させることを目的とした。

制作したサイトの概要
インターネットの詐欺の中で、多いとされるワンクリック詐欺のページを体験できるペー
ジや最初の選択画面から基本的な専門知識を学べる説明ページなどのページを制作した 。
図１～図３により，サイトの流れを示す。「もっと詳しく」を押すとシャッター音が鳴り
（図１）、写真を送信中など煽る演出が出る。（図２）危機感を煽る請求ページに行く（図
３）といった流れである 。

図１ トップ画面 図２ 演出画面

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

札幌教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770485 

河野 鷹人 
 

1. はじめに 

Web アプリケーションなどのシステムを開発する際、毎回同じ機能をわざわざ最初から作るのは非効

率的である。そこで、効率的にシステムの開発が行えるようプログラムのひな形として登場したのがフ

レームワークである。今回の研究では、Web アプリケーションのフレームワークの一つである「Spring 

Boot」を用いて開発を行う。 

 

2. 開発した Webアプリケーションの概要 

今回「Spring Boot」を用いて開発した Webアプリケーションは「カテゴリ対応メモ帳」である。ユー

ザは本アプリケーションを利用し、任意のカテゴリを追加することができ、追加したカテゴリにメモを

登録することができる。また、メモやカテゴリ、登録したユーザの削除も行うことができる。一つのメ

モに割り当てられるカテゴリの数を一つとして開発を進める。 

 

3. Web アプリケーションの機能 

今回作成した Web アプリケーションの機能を表 1に示す。 

 

表 1 開発した Webアプリケーションの機能一覧 

ユーザ新規登録 メモ追加機能 

ログイン機能 メモ削除機能 

メモ一覧表示機能 メモ保存機能 

カテゴリ追加機能 メモ検索機能 

カテゴリ削除機能 ユーザ退会（削除）機能 

カテゴリ一覧表示機能  

 

メモの新規登録はカテゴリが登録されていなければ行うことができない。カテゴリを削除する場合は、

削除予定のカテゴリを参照しているメモが存在していた場合、先に削除予定のカテゴリを参照している

メモを全て削除した後に、削除予定のカテゴリを削除する仕様である。同様に、ユーザを退会（退会）

する場合も、退会ユーザが所持しているカテゴリ・メモを先に全て削除した後にユーザを削除する仕様

である。 
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図３ 請求画面

３ 制作した教材の評価
実際にサイトを大学生の 人に評価してもらった。大学生には、伝わる内容だが他の

小・中・高校生には、伝わりにくい内容だったので，その点を考慮していなかったので学
習内容を理解できない可能性が予想された。説明ページは、もっとエフェクトなどを追加
して、見ている人が飽きない演出があるといいと言う意見もあった。請求ページの演出的
な部分は、良い評価を受けた。

まとめ
教材制作にあたり、教育現場では、教材は充実しているが、情報倫理・ 情報セキュリテ

ィの危険性や技術を体験・体感できるような教材が少ないと考え制作にあたった。ワンク
リック詐欺についての、サイトを制作したが、インターネットの詐欺の手口はこの他にも
あり、まだまだ教材としての試行錯誤の余地があると考えた。補助教材としての内容とし
ては、内容も専門的なことだけなので、見た人はわかりにくいかもしれないが、危険性な
どは、理解できるサイトにはなっていると考えている。

の基礎や の基礎知識だけでは、制作するのに、時間がかかってしまい、
開発環境も整えられれば、データベースや を導入したりして、もっと簡単に制作やロ
グインの機能を付けられていた。実際 ごとにダウンロードすることや設定するのに時
間が掛かってしまい サイトを思い通り動かせなかった部分もある。制作したプログラ
ムには改善点は、多々あるので改善していきたい。今後は、よりよい作品を制作するにあ
たって、プログラミングへの知識を一層深めたいと考えた。

参考文献
アプリケーション構築の教科書
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グラフィックボードの値段収集クローラーの開発 

システム情報学科
新潟教育センター
指導教員：中島 潤

榊原 侑李
 はじめに
インターネット上には膨大な量の情報が存在しているが、その膨大な量の情報から必要な情報を人の

手で集める作業は非常に効率が悪く、多くの労力と時間が必要とされる。そこで、 クローラーとい
うプログラムを使うことによって、膨大な量の情報の中から必要な情報を効率良く集めることが可能で
ある。 の記事によると、 クローラーとは「検索ロボット、サーチボットとも呼ばれ、イン
ターネットにつながっている サイト・画像・動画などの情報を収集し、検索データベースに
保管するプログラムのことです」 と説明されている。多くの人々の身近な存在である や

などの検索エンジンで多くの情報が検索できるのも、この クローラーによって情報を
集めているからである。このように、 クローラーは身近に使用されており、現代の情報社会に
おいて必要不可欠なプログラムとなっている。
本研究では、 クローラーの開発を通して、 クローラーの設計方法や、 クローラーを使

用して情報を収集するのと、人の手で情報を収集するのとではどのくらいの効率に差が出るのか実際に
検証を行った。

 開発した クローラーの概要
本研究では、パソコン用グラフィックボード製品の価格を収集する クローラーを開発した。ク

ローリングを つの通販サイトに対して行い、グラフィックボード毎にデータ収集を行った。 クロ
ーラーを で開発し、クローリングの際のライブラリとして と 、
を使用した。設計においては、実際に通販サイトにクローリングを行うため、アクセス制御とアクセス
負荷を考慮し、相手方のサイトに負荷がかからない設計を目指すことにした。
アクセス制御では、 と呼ばれるテキストファイルを使用した。 とはサイトのトッ

プページのディレクトリに設置されているテキストファイルであり、 には各クローラーに関
する指示が記述されているため、 クローラーを使用してクローリングを行う際には、基本的にこの
指示に従う必要がある。本研究で開発した クローラーでは、このアクセス制御をプログラムで記
述することで、自動的にアクセスしてはいけないページを無視するように設計を行った。
アクセス負荷では、クローリング間隔とクローリングページ数に上限を設けることにした。 クロ

ーラーでクローリングを行うということは、人の手でアクセスするよりも速い速度でサイトにアクセス
することが可能になる。そのため、相手方のサイトでは想定されている以上の負荷がかかってしまう恐
れがあり、最悪の場合にはシステム障害の発生や 攻撃とみなされる可能性がある。本研究では長
めのクローリング間隔と、最小限のクローリングで済むようにクローリングページ数に上限の設定を行
うことで、クローリングによるアクセス負荷を減らす設計にした。
クローリングで収集したデータは を使用して保存するようにした。収集したデータを全て保

存する テーブルとクローリング日時とグラフィックボード毎の最安値を保存する テ

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
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1. はじめに 

Web アプリケーションなどのシステムを開発する際、毎回同じ機能をわざわざ最初から作るのは非効

率的である。そこで、効率的にシステムの開発が行えるようプログラムのひな形として登場したのがフ

レームワークである。今回の研究では、Web アプリケーションのフレームワークの一つである「Spring 

Boot」を用いて開発を行う。 

 

2. 開発した Webアプリケーションの概要 

今回「Spring Boot」を用いて開発した Webアプリケーションは「カテゴリ対応メモ帳」である。ユー

ザは本アプリケーションを利用し、任意のカテゴリを追加することができ、追加したカテゴリにメモを

登録することができる。また、メモやカテゴリ、登録したユーザの削除も行うことができる。一つのメ

モに割り当てられるカテゴリの数を一つとして開発を進める。 

 

3. Web アプリケーションの機能 

今回作成した Web アプリケーションの機能を表 1に示す。 

 

表 1 開発した Webアプリケーションの機能一覧 

ユーザ新規登録 メモ追加機能 

ログイン機能 メモ削除機能 

メモ一覧表示機能 メモ保存機能 

カテゴリ追加機能 メモ検索機能 

カテゴリ削除機能 ユーザ退会（削除）機能 

カテゴリ一覧表示機能  

 

メモの新規登録はカテゴリが登録されていなければ行うことができない。カテゴリを削除する場合は、

削除予定のカテゴリを参照しているメモが存在していた場合、先に削除予定のカテゴリを参照している

メモを全て削除した後に、削除予定のカテゴリを削除する仕様である。同様に、ユーザを退会（退会）

する場合も、退会ユーザが所持しているカテゴリ・メモを先に全て削除した後にユーザを削除する仕様

である。 
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ーブルの２つのテーブルを作成することにより、データを利用する際に扱いやすいように設計した。デ
ータベースに保存されるデータはクローリング日時・グラフィックボード名・商品名・販売ページの

・商品の値段である。保存したデータはデータ検索や最高値・最安値の割り出し、最安値の推移グ
ラフの作成に使用している。これらの機能は一つのサイトから収集した場合でも効果的だが、複数のサ
イトからデータを収集することで競合他社のデータから経営戦略を考えることもでき、より効果的な分
析を行うことが出来る。また、収集したデータを 形式にエクスポートをする機能を実装すること
で、ソートや抽出などのデータ操作を容易に出来るようになるだけでなく、 ファイルとして外部ツ
ールに読み込むなどをすることよって様々な分析を行うことを出来るようにした。

図 最安値の推移グラフ 図 ファイルとしてエクスポート

 おわりに
本研究で開発した クローラーは、人の手で情報収集を行うよりも約 倍近い速度で情報を収集

することが出来た。このことから人の手で情報収集するよりも速く、手軽に情報を集めることができる
ことが分かる。しかし、だからといって闇雲に利用するのではなくクローリングを行うサイトの利用規
約や に従い、相手方のサイトを慮って利用しなければならない。
本研究を通して、 クローラーは確かに情報収集するという分野において革新的なツールで、これ

から先も様々な分野で活用されていくだろうということが実感できた。しかし、それと同時にクローリ
ングを行うということは、相手方のサイトに迷惑をかけてしまう可能性があることがあるため ク
ローラーを開発する人も利用する人も気を付けなければいけないことを学ぶことが出来た。今後、技術
が発展していく中でアクセスによるサーバーへの負荷の問題が対策できた場合には、 クローラーは
企業や研究機関といったあらゆる分野において必須のツールになるであろうと考えている。

参考文献
クローラーって何 に絶対必要！サイトの情報を取得させ、検索結果に表示させよう｜

『 』 年
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記録媒体のイメージファイル収集を 環境で行う ツール開発

システム情報学科

札幌教育センター

指導教員：中島 潤
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高橋 祐太

研究の背景と目的

PC やスマートフォンといった電子機器が普及し、人々の生活はどんどん便利になっている一方で、

電子機器を使った不正や犯罪も頻繁に行われている。このような脅威に対処し、被害状況の把握や迅速

な対応を行うための技術が、デジタル・フォレンジックである。本研究では HDD や SSD、USB メモリ

といったディスクドライブ領域を対象としたデジタル・フォレンジックを支援するツールの開発を目指

すこととし，論理コピーと物理コピー、イメージファイルコピーの仕組み等の確認を行ったうえで、「ソ

フトウェアによるデータ収集」を行うためのツールの開発を行った。本研究で制作したツールは、ハー

ドディスクや SSD 等のイメージファイルコピーを行える Windows 向け GUI ツールで，既存の類似ツー

ルは複数あるものの、機能を絞りシンプルな UI にすることで、ディスクの内容を保全するという目的

を迅速に達成することを補助するツールを作成することを目標とした。 

２ 記録媒体のイメージファイル収集ツールの設計

ディスクドライブ領域のイメージファイルコピーを保存する機能と、イメージファイルをディスクに

書き込む機能を設計した。これらの操作で対象となるディスクは、PC に接続されているディスクの一

覧をプルダウンリストで選択できるようにすることとした（図 1）（図 2）。また、ディスクのイメージフ

ァイルコピーと、コピー元の内容が同一であることを担保するために、ハッシュ検証機能を設計した。

さらに、保全作業を補助するために、作業ログを残す機能も設計した。 

３ 開発環境

ディスクドライブの全領域の内容をコピーする必要があるので、ディスクドライブそのものをバイナ

リファイルとして認識させることができると開発がスムーズに進むと考えた。そこで、そのような操作

が用意に実現できる C 言語でツールを開発することを検討し， C 言語で利用できる GUI ツール制作を

補助するフレームワークを調べたところ、C++の GUI 開発プラットフォームである Qt Creator が、ツー

ル開発に適しているという判断に至った。UI のデザインを GUI で編集できるため、設計した UI を少な

い労力で形にできるからである。よって、ツール開発は Qt Creator を用いて、C 言語と C++で行うこと

とした。 

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

札幌教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770485 

河野 鷹人 
 

1. はじめに 

Web アプリケーションなどのシステムを開発する際、毎回同じ機能をわざわざ最初から作るのは非効

率的である。そこで、効率的にシステムの開発が行えるようプログラムのひな形として登場したのがフ

レームワークである。今回の研究では、Web アプリケーションのフレームワークの一つである「Spring 

Boot」を用いて開発を行う。 

 

2. 開発した Webアプリケーションの概要 

今回「Spring Boot」を用いて開発した Webアプリケーションは「カテゴリ対応メモ帳」である。ユー

ザは本アプリケーションを利用し、任意のカテゴリを追加することができ、追加したカテゴリにメモを

登録することができる。また、メモやカテゴリ、登録したユーザの削除も行うことができる。一つのメ

モに割り当てられるカテゴリの数を一つとして開発を進める。 

 

3. Web アプリケーションの機能 

今回作成した Web アプリケーションの機能を表 1に示す。 

 

表 1 開発した Webアプリケーションの機能一覧 

ユーザ新規登録 メモ追加機能 

ログイン機能 メモ削除機能 

メモ一覧表示機能 メモ保存機能 

カテゴリ追加機能 メモ検索機能 

カテゴリ削除機能 ユーザ退会（削除）機能 

カテゴリ一覧表示機能  

 

メモの新規登録はカテゴリが登録されていなければ行うことができない。カテゴリを削除する場合は、

削除予定のカテゴリを参照しているメモが存在していた場合、先に削除予定のカテゴリを参照している

メモを全て削除した後に、削除予定のカテゴリを削除する仕様である。同様に、ユーザを退会（退会）

する場合も、退会ユーザが所持しているカテゴリ・メモを先に全て削除した後にユーザを削除する仕様

である。 

 

髙橋　祐太
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137 .記録媒体のイメージファイル収集を Windows環境で行う GUIツール開発

システム情報学科
札幌教育センター
指導教員 : 中島　潤



281

 

図 1 対象ディスクの選択 

 

 
図 2 ディスクのイメージファイルコピーの保存 

 

おわりに

簡単な操作でディスクドライブ領域の内容を保全できるツールを作成できたことから、目的は達成す

ることができた。しかし、イメージファイルのハッシュ値は取得できるが、ディスク元と同一であるか

比較できないなどの課題が残った。ディスクをバイナリファイルとして認識させてハッシュ値を計算す

るという方法が失敗したことが原因である。今後は、失敗した原因を突き止めるか、別の方法でハッシ

ュ値を求める方法を探し、課題を解決したい。 

参考文献

[1]羽室 英太郎, 國浦 淳「デジタル・フォレンジック概論」初版 

東京法令出版 2015 年 pp.60-61 

[2]佐々木良一 「デジタル・フォレンジック インシデント時の証拠保全のための技術」 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/johokanri/60/1/60_1/_pdf  2022/01/17 参照 
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による サービス間の認証連携とそれを用いた アプリの開発
システム情報学科
新潟教育センター
指導教員：中島 潤

鈴木 涼平

 はじめに
仕事や日常生活の中で、多くのクラウドサービスや サービスが利用されているが、ユーザー
・パスワードの使いまわしによるセキュリティの問題、同時に複数の サービスを利用する場合

のログインに手間がかかってしまう問題が発生している。この問題を解決する技術として、
（以下 と表記する）認証という技術がある。

本研究では 認証を実装した アプリを開発し、 認証の動作やメリット・デメリッ
ト、その課題について考察を行ったので報告する。

２． について
は が策定した、異なるドメイン間のユーザー認証を可能にする をベースにした

標準規格で、 （以下 と表記する）と （以下 と表記する）の２
者間で認証情報を交換することで動作する。

認証の実装によるメリットとして、①シングルサインオンの実現により、ユーザーの サー
ビスの利便性が向上すること、② ・パスワードの使い回しや強度の低いパスワードの使用を防止が
でき、 サービスのセキュリティレベルが向上することである。またデメリットとして①アカウン
トを使用して複数の サービスへログインを行うため、そのアカウント情報が漏洩すると、連携し
ている サービスへの不正ログインが簡単に行われてしまうこと、② と 間の認証情報を連携
しているため、片方の不具合で認証機能が動作しなくなってしまうことである。

．開発内容
開発した内容や使用したソフトウェアについて示す。 と の作成に、 を使用

した。仮想マシンの作成に を使用し、 系 の の仮想マシンを と
用に２つ作成した。

アプリには、ログイン・ログアウト機能、セッション機能、新規登録機能を実装した。ログイ
ン時の認証方法として、入力フォームを利用した認証と、 を利用した認証の つの方
法を実装した。入力フォームによる認証では、データベースを参照して認証を行った。

を利用した認証では、作成した へのログインによって、 アプリへの認証を
行った。開発言語は と を使用した。
以下に本研究で開発した アプリのログインに関する画面遷移図を示す。

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

札幌教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770485 

河野 鷹人 
 

1. はじめに 

Web アプリケーションなどのシステムを開発する際、毎回同じ機能をわざわざ最初から作るのは非効

率的である。そこで、効率的にシステムの開発が行えるようプログラムのひな形として登場したのがフ

レームワークである。今回の研究では、Web アプリケーションのフレームワークの一つである「Spring 

Boot」を用いて開発を行う。 

 

2. 開発した Webアプリケーションの概要 

今回「Spring Boot」を用いて開発した Webアプリケーションは「カテゴリ対応メモ帳」である。ユー

ザは本アプリケーションを利用し、任意のカテゴリを追加することができ、追加したカテゴリにメモを

登録することができる。また、メモやカテゴリ、登録したユーザの削除も行うことができる。一つのメ

モに割り当てられるカテゴリの数を一つとして開発を進める。 

 

3. Web アプリケーションの機能 

今回作成した Web アプリケーションの機能を表 1に示す。 

 

表 1 開発した Webアプリケーションの機能一覧 

ユーザ新規登録 メモ追加機能 

ログイン機能 メモ削除機能 

メモ一覧表示機能 メモ保存機能 

カテゴリ追加機能 メモ検索機能 

カテゴリ削除機能 ユーザ退会（削除）機能 

カテゴリ一覧表示機能  

 

メモの新規登録はカテゴリが登録されていなければ行うことができない。カテゴリを削除する場合は、

削除予定のカテゴリを参照しているメモが存在していた場合、先に削除予定のカテゴリを参照している

メモを全て削除した後に、削除予定のカテゴリを削除する仕様である。同様に、ユーザを退会（退会）

する場合も、退会ユーザが所持しているカテゴリ・メモを先に全て削除した後にユーザを削除する仕様

である。 

 

鈴木　涼平
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138 .  SAMLによる Webサービス間の認証連携とそれを用いた Webアプリの開発

システム情報学科
新潟教育センター
指導教員 : 中島　潤
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図１画面遷移図

．おわりに
今回 認証を実装した アプリを開発したことで確認できたことを述べる。 認証はシ

ングルサインオンを実現でき、 サービスの利便性やセキュリティレベルの向上にもつながる技術
であることが改めて確認できた。本研究で作成 アプリでも、事前に へのログインを済ませて
いくことで、ページへアクセスするだけでログインが完了した状態となる。今のコロナ禍の状況で、
ビジネスの場やイベントなどの娯楽の場でも サービスは利用され、私たちの生活により身近なも
のとなった。これからも サービスは私たちに深く関わっていく技術となる。
課題として、デメリットとして挙げた片方の不具合で認証が動作しなくなってしまうことである。

本研究で開発した アプリでも、 と の連携が上手くできていなかった際も認証ができずログ
インが失敗してしまった。他にも の設定にミスがあり、この時も認証ができずログインが出来な
かった。やはり２つの異なるサービス同士で認証情報の連携などの動作を行なうため、片方にエラー
が起きているとこのような不具合がどうしても発生してしまう。
解決策の一つとして、 認証を実装している全ての サービスで共通の を複数登録する

ことを提案する。 認証を実装する際に特定の 、例えば や 、 など多
くの人が登録していて世界的に利用されているものを サービス全体で共通化して に登録する
ことで、例え一つの で不具合が発生していても、別の で認証できるようになっているため、

サービスの利便性の向上に繋がっていくことになる。

参考文献
とは｜クラウド型シングルサインオン・アクセスコントロール（ ） サイ

バネット
閲覧 年 月 日

での 環境構築 後編 –
閲覧 年 月 日
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クローラの作成

脆弱性情報のクローリング
システム情報学科
広島教育センター
指導教員：中島 潤 教授

１８７０１３０
富田 大智

 はじめに
クローリングの構築・運用の方法、クローリングをする際に配慮すべき点などを調査することを目

的とし、脆弱性情報を掲載しているサイトをクローリングするクローラの開発を行った。クローリン
グ対象を脆弱性情報掲載サイトにしたのは、最新情報が見にくいと感じることがあり、またサイトに
よって日本の情報が掲載されていないことや、海外の情報が掲載されていないことがあるため、国内
外の情報を見やすくまとめるサイトを作成することにした。

 クローリングの開発
クローリング対象の脆弱性情報掲載サイトを“ ”，“ ”，“ ”の３サイトとし，クロー

ラの作成に有用なライブラリが多くある“ ”を使用し開発を行った。
サイトへリクエストを送信し、レスポンスを得る方法として“ ”を使用する方法と、

“ ”を使う方法があるが，“ ”は を用いて ブラウザを操作するライブラ
リで などに対応しており、実際に人間が操作している状態に近く、一方で“ ”は

リクエストを送信するためのライブラリで、ボタンをクリックするような動作などが行えな
い。クローリングするサイトではボタンをクリックするなどの高度な処理は必要でないので、
“ ”を使用することとした。
クローリングする際は対象サイトへの負荷軽減に努めるべきだと考えたため、連続したアクセスの

際は５秒以上待機することとし、サーバから一時的なエラー など が返された場合は十分
な時間をおいてアクセスを行い、一時的ではないエラー など が返却された場合は、クロ
ーリングを停止する処理を行った。クローリングするサイトは、サイトごとに様々な形式でレスポン
スが返される。具体的には では を拡張した形式でレスポンスが返され、残る つ
のサイトは でレスポンスが返される。それぞれのレスポンスを、そのレスポンスの形式によっ
て、 の場合は“ ”を、 の場合は“ ”を用いて解析を行い、サイトによ
っては１リクエストで全データを取得できない場合もあるため、データに続きがあることを検出した
場合は、次のデータをリクエストし、全データを取得できるまで十分な時間を空けながら繰り返しリ
クエストするようにした。全データを取得し、解析が完了すると、取得したデータをデータベースに
保存する。データベースとして“ ”を使用し、サイト別にテーブルを作成した。テーブルは同
一構造で表 のようにした。

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

札幌教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770485 

河野 鷹人 
 

1. はじめに 

Web アプリケーションなどのシステムを開発する際、毎回同じ機能をわざわざ最初から作るのは非効

率的である。そこで、効率的にシステムの開発が行えるようプログラムのひな形として登場したのがフ

レームワークである。今回の研究では、Web アプリケーションのフレームワークの一つである「Spring 

Boot」を用いて開発を行う。 

 

2. 開発した Webアプリケーションの概要 

今回「Spring Boot」を用いて開発した Webアプリケーションは「カテゴリ対応メモ帳」である。ユー

ザは本アプリケーションを利用し、任意のカテゴリを追加することができ、追加したカテゴリにメモを

登録することができる。また、メモやカテゴリ、登録したユーザの削除も行うことができる。一つのメ

モに割り当てられるカテゴリの数を一つとして開発を進める。 

 

3. Web アプリケーションの機能 

今回作成した Web アプリケーションの機能を表 1に示す。 

 

表 1 開発した Webアプリケーションの機能一覧 

ユーザ新規登録 メモ追加機能 

ログイン機能 メモ削除機能 

メモ一覧表示機能 メモ保存機能 

カテゴリ追加機能 メモ検索機能 

カテゴリ削除機能 ユーザ退会（削除）機能 

カテゴリ一覧表示機能  

 

メモの新規登録はカテゴリが登録されていなければ行うことができない。カテゴリを削除する場合は、

削除予定のカテゴリを参照しているメモが存在していた場合、先に削除予定のカテゴリを参照している

メモを全て削除した後に、削除予定のカテゴリを削除する仕様である。同様に、ユーザを退会（退会）

する場合も、退会ユーザが所持しているカテゴリ・メモを先に全て削除した後にユーザを削除する仕様

である。 

 

富田　大智
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～脆弱性情報のクローリング～

139 .クローラの作成

システム情報学科
広島教育センター
指導教員 : 中島　潤
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表表 テテーーブブルルのの構構造造
カラム名 データの内容

脆弱性番号
脆弱性の概要
脆弱性の詳細ページの
脆弱性情報の最新更新日

 ページでの公開
データベースへ保存されたデータは、Ｗ サーバで公開されるが、 サーバには“ ”を使用

し、バックエンドには“ ”を使用した。 を用いてデータベースからデータを取得し、 ペ
ージで表示するために、データを 形式に変換し タグを用いてテーブル形式で表示する。
図 に ブラウザで表示した例を示す。

図図 出出力力結結果果をを ブブララウウザザでで表表示示ししたた例例
各脆弱性の詳細を閲覧する場合は、詳細を知りたい脆弱性番号をクリックすることで表示されるよう
にした。

 おわりに
企業や政府が所持するデータのオープンデータ化が進み、 などで や

などをはじめとした、クローリングを強力にサポートするライブラリが登場してきたことに
よって、個人でも有用なサービスを作成することができるようになった反面、有害なクローラも出現
し、その対策として などのサービスも出現し、 の でも、ボットを排除
できるシステムを提供するなどボットを規制する動きもある。各クローラ作成者がクローリングする
サイトへの配慮が欠けサーバに負荷をかけるようなクローラを作成してしまうと、クローリングでき
るサイトが少なくなる可能性も否定できないと思うので、クローラ作成者はクローリング対象サイト
への配慮を忘れてはならないと考えた。
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情報倫理・情報セキュリティ教育のための補助教材の制作

システム情報学科

広島教育センター

指導教員：中島 潤

下井 諒哉

．はじめに

本研究では，公開鍵暗号方式と共通鍵暗号方式の仕組みについて学ぶための補助教材の

制作を行った。 公開鍵暗号方式と共通鍵暗号方式の仕組みは，情報系の資格試験で頻繁に

出題されるため，これらの試験に向けた対策勉強をしている人たちの手助けになると考え

た。

補助教材の利用対象となる年齢層を中学生、高校生として設定した。これは中学校、高

等学校で学ぶ情報の授業内容だけでは資格試験対策の勉強さえもできないと感じたからで

あり，さらに、現代の学生はほぼ全員がスマートフォンなどの情報端末を所持しているた

め，学校・自宅問わず使用することができる 教材を作成することにした。

．教材制作

制作した教材では、共通暗号鍵方式と公開鍵暗号方式のどちらも送信者と受信者に分か

れ、それぞれが行う処理を説明し、体験できるようにした。これにより、送信者が暗号化

する鍵は秘密鍵か公開鍵のどちらか、もしくは受信者が作成した公開鍵か送信者が作成し

た秘密鍵で暗号化するのかといった，暗号化・復号に使用するか鍵の種類、鍵の作成方法

を理解できるようにした。

教材の作成にあたっては を使用し、言語は ， 、 ， を使用

した。使用したサーバは である。作成した 教材の一例を図 に示す。

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

札幌教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770485 

河野 鷹人 
 

1. はじめに 

Web アプリケーションなどのシステムを開発する際、毎回同じ機能をわざわざ最初から作るのは非効

率的である。そこで、効率的にシステムの開発が行えるようプログラムのひな形として登場したのがフ

レームワークである。今回の研究では、Web アプリケーションのフレームワークの一つである「Spring 

Boot」を用いて開発を行う。 

 

2. 開発した Webアプリケーションの概要 

今回「Spring Boot」を用いて開発した Webアプリケーションは「カテゴリ対応メモ帳」である。ユー

ザは本アプリケーションを利用し、任意のカテゴリを追加することができ、追加したカテゴリにメモを

登録することができる。また、メモやカテゴリ、登録したユーザの削除も行うことができる。一つのメ

モに割り当てられるカテゴリの数を一つとして開発を進める。 

 

3. Web アプリケーションの機能 

今回作成した Web アプリケーションの機能を表 1に示す。 

 

表 1 開発した Webアプリケーションの機能一覧 

ユーザ新規登録 メモ追加機能 

ログイン機能 メモ削除機能 

メモ一覧表示機能 メモ保存機能 

カテゴリ追加機能 メモ検索機能 

カテゴリ削除機能 ユーザ退会（削除）機能 

カテゴリ一覧表示機能  

 

メモの新規登録はカテゴリが登録されていなければ行うことができない。カテゴリを削除する場合は、

削除予定のカテゴリを参照しているメモが存在していた場合、先に削除予定のカテゴリを参照している

メモを全て削除した後に、削除予定のカテゴリを削除する仕様である。同様に、ユーザを退会（退会）

する場合も、退会ユーザが所持しているカテゴリ・メモを先に全て削除した後にユーザを削除する仕様

である。 

 

下井　諒哉
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140 .情報倫理・ 情報セキュリティ教育のための補助教材の制作

システム情報学科
広島教育センター
指導教員 : 中島　潤
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図１ 公開鍵暗号方式の本文や鍵の入力欄

．まとめ

教材を制作し、 教材を制作できる能力は，これからの教育現場で必要な力にな

ると考えるようになった。教育実習を行った高校では、生徒全員タブレット端末の購入が

必須であったが，授業中でも教科書だけでは理解できない用語や、資料の検索など生徒が

個々で行うなど、授業に情報端末を積極的に取り入れていた。そこで、 教材を教員が

制作することで、生徒にはより理解しやすく、学習がより発展すると考えられ、教員には、

授業の効率の向上といったメリットが望められる。よって、これからの教育現場には自分

で補助教材を制作する能力が求められると考えた。

参考文献

 副教材とは‐コトバンク

 関連技術情報： 独立行政法人 情報処理推進機構

 暗号とは？仕組みや応用事例を初心者にもわかりやすく解説！｜ トレンド

 暗号とは？作り方や解き方・安全性までわかりやすく解説します【サマーウォー

ズ】 遊ぶ数学
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情報倫理・情報セキュリティ教育のための補助教材の制作

システム情報学科

札幌教育センター

担当教員 中島 潤

佐 藤 凌

1.はじめに 

 情報処理安全確保支援士試験の試験勉強の際、様々な攻撃手法について学んだが、講義や文面だけでは

あまりイメージが湧かず、理解度がなかなか向上しなかった。端的に攻撃方法と防御方法を文面で見たり、講義

を聞いたりするだけでは実際にどのように動いているか、この手法を用いることでなぜ防ぐことができるかなどが

実際に噛み合っているところが理解できなかった経験がある。そこで実際に攻撃手法を疑似体験できるような教

材があれば、さらに理解度の向上に繋げられると考え、情報倫理・情報セキュリティ教育のための補助教材の制

作を行った。 

 

2.概要 

 情報セキュリティを学ぶ学生を対象に、学習した攻撃手法を実体験できるコンテンツを制作した。書籍や講義

から得る知識だけではなく、実際に自分で手を動かしてみることにより、より深く理解することができ、対策方法な

どを考察することができる。しかし、情報リテラシーを持たない者がこれを用いて学習した場合、コンテンツの破

壊や学習内容を悪用する恐れがある。そのため、情報技術を専門に学ぶ学生とした。あくまで講義内で用いら

れる補助教材とし、教員が講義内で学生に配布する形で補助教材は提供されることを前提とした。補助教材の

制作にはローカル環境、仮想環境の２つを用いて開発した。ローカル環境には MAMPを用いて作成し、また仮

想環境として Oracle VM VirtualBoxによる仮想環境を用いた。使用言語として HTML、Javascript、PHP を用

い、ブラウザから利用できる動的なコンテンツとした。 

 
図[1] 制作した補助教材のトップ画面 

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

札幌教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770485 

河野 鷹人 
 

1. はじめに 

Web アプリケーションなどのシステムを開発する際、毎回同じ機能をわざわざ最初から作るのは非効

率的である。そこで、効率的にシステムの開発が行えるようプログラムのひな形として登場したのがフ

レームワークである。今回の研究では、Web アプリケーションのフレームワークの一つである「Spring 

Boot」を用いて開発を行う。 

 

2. 開発した Webアプリケーションの概要 

今回「Spring Boot」を用いて開発した Webアプリケーションは「カテゴリ対応メモ帳」である。ユー

ザは本アプリケーションを利用し、任意のカテゴリを追加することができ、追加したカテゴリにメモを

登録することができる。また、メモやカテゴリ、登録したユーザの削除も行うことができる。一つのメ

モに割り当てられるカテゴリの数を一つとして開発を進める。 

 

3. Web アプリケーションの機能 

今回作成した Web アプリケーションの機能を表 1に示す。 

 

表 1 開発した Webアプリケーションの機能一覧 

ユーザ新規登録 メモ追加機能 

ログイン機能 メモ削除機能 

メモ一覧表示機能 メモ保存機能 

カテゴリ追加機能 メモ検索機能 

カテゴリ削除機能 ユーザ退会（削除）機能 

カテゴリ一覧表示機能  

 

メモの新規登録はカテゴリが登録されていなければ行うことができない。カテゴリを削除する場合は、

削除予定のカテゴリを参照しているメモが存在していた場合、先に削除予定のカテゴリを参照している

メモを全て削除した後に、削除予定のカテゴリを削除する仕様である。同様に、ユーザを退会（退会）

する場合も、退会ユーザが所持しているカテゴリ・メモを先に全て削除した後にユーザを削除する仕様

である。 

 

佐藤　　凌
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141 .情報倫理・ 情報セキュリティ教育のための補助教材の制作

システム情報学科
札幌教育センター
指導教員 : 中島　潤
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制作したコンテンツは主に２つの学習形態が存在し、まず 1点目は１つ想定されている脆弱性が存在するペ

ージに対して攻撃を体験し、学習する教材である。下記の脆弱性について攻撃手法を体験することができる。 

 ・SQL インジェクション 

 ・クロスサイトスプリクティング 

 ・OS コマンドインジェクション 

 ・クロスサイトリクエストフォージェリ 

 

図[2]SQL インジェクションが存在するログインフォーム 

 

図２は SQL インジェクションを体験できるコンテンツである。このログインフォームには実際に SQL インジェク

ションの攻撃コードを入力し、ログインボタンを押下すると SQL インジェクションが成功する。実際に学習者が入

力してどのような動作をするかなどを実体験できる。 

 2点目は、実際のWebサイトのように構築したコンテンツで、インターネット上のフリーマーケットサイトを想定し

て構築した。このコンテンツは様々な脆弱性を有しており、ペネトレーションテストを疑似体験することができるよ

うにした。 

 

3.結論 

 情報倫理・情報セキュリティ教育のための補助教材を制作して感じたことはまず、情報セキュリティの難しさで

ある。本コンテンツはあえて脆弱性を残した、又はわざと脆弱性がある状態で構築している。通常は脆弱性がな

い状態が好ましいため、修正されてしまっている場合が多い。SQL インジェクションの脆弱性を作成する際に

mysql_query関数を用いることを想定していたが、作成した PHPのバージョンではこの関数は削除されて用いる

ことができなかった。その為 SQL文を、文字列結合を用いて実装した。また、クロスサイトリクエストフォージェリ

の mail コマンドを実行させる機能の実装にもかなりの日数を要した。当初は、ローカル環境の MAMPのみでし

か実装することが叶わなかった。仮想環境でもメール転送エージェントの POSTFIX を用いたが、設定は正しく

設定を行っているはずが、メールを送信できないという問題が発生した。仮想環境のサーバにも同じ点が挙げら

れた。実際に CentOSを用いてサーバを立てる際 apacheは起動している、ポートも開放しているはずがアクセ

ス出来ない、など様々な課題が存在し、かなりの時間を有した。ネットワーク等の再設定でこの問題は解決でき

たが、その際学習していた内容の理解の浅さと、実力として身についていない点を痛感した。しかし構築する中

で、情報セキュリティについての面白さ、興味深さも感じた。時代によって攻撃手法も変わっている。日々、進化

していく技術の一部を自身で体感できたことに嬉しく思う。その情報セキュリティに対する興味、関心を持つきっ

かけや、知識や技術を身につける上においてこのようなコンテンツは必要不可欠と考えている。  
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クローラーの開発
クローラーの開発と有効活用の考察

システム情報学科
札幌教育センター
指導教員：中島 潤

鈴木 凱斗
はじめに
近年、ビジネスの場においてデータの収集を行い、解析を行うことでデータ間の関係性を明らかに

し、ビジネスチャンスの発見などを行う企業が増えてきている。その際、データの収集を行うために
利用されているのが クローラーである。 クローラーとは、指定した ページから任意の
データを自動的に取得するためのプログラムである。
本論文ではこの クローラーの作成を行い、強みや弱みを理解したうえでどのように活用する

ことでより有効に活用できるかを考察することを目的とした。この目的を達成するため、プログラム
の試験制作、考察、正式制作、最終考察の 段階に分けて研究を行った。

クローラーの作成
試験制作ではクローリングを行うためのサンプルサイトを利用し、簡単な クローラーを作成

し、プログラムが得意とすることや、不得意とすることを確認した。これを踏まえ、どのようなロジ
ックで動作させると効率よくデータの収集を行うことができるかの考察を行い、そこから正式制作の
仕様を決定した。ここでは短い周期で更新される サイトをクローリング対象とし、収取したデ
ータをグラフの形として見ることができるように実装をおこなった。この時、クローリングを行うこ
とに対してルールを つ設け、それぞれのルールを適応した つのプログラム、パターン とパター
ン を作成した。ここで設けた つのルールは以下の通りである。
・ルール

クローリングを行う際に取得した を用いてページ遷移を行うとき、初めに訪れた ペ
ージと同一の アドレスを持つ ページにのみ遷移を行う。

・ルール
クローリングを行う際に取得した を用いてページ遷移を行うとき、初めに訪れた ペ

ージから 回以内の遷移で訪れることのできる ページにのみ遷移を行う。
作成したプログラムはビットコインの相場を表示する サイト に対してクローリングを行わせ
た。それぞれのルールを適応したプログラムの出力結果が以下の通りである。

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

札幌教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770485 

河野 鷹人 
 

1. はじめに 

Web アプリケーションなどのシステムを開発する際、毎回同じ機能をわざわざ最初から作るのは非効

率的である。そこで、効率的にシステムの開発が行えるようプログラムのひな形として登場したのがフ

レームワークである。今回の研究では、Web アプリケーションのフレームワークの一つである「Spring 

Boot」を用いて開発を行う。 

 

2. 開発した Webアプリケーションの概要 

今回「Spring Boot」を用いて開発した Webアプリケーションは「カテゴリ対応メモ帳」である。ユー

ザは本アプリケーションを利用し、任意のカテゴリを追加することができ、追加したカテゴリにメモを

登録することができる。また、メモやカテゴリ、登録したユーザの削除も行うことができる。一つのメ

モに割り当てられるカテゴリの数を一つとして開発を進める。 

 

3. Web アプリケーションの機能 

今回作成した Web アプリケーションの機能を表 1に示す。 

 

表 1 開発した Webアプリケーションの機能一覧 

ユーザ新規登録 メモ追加機能 

ログイン機能 メモ削除機能 

メモ一覧表示機能 メモ保存機能 

カテゴリ追加機能 メモ検索機能 

カテゴリ削除機能 ユーザ退会（削除）機能 

カテゴリ一覧表示機能  

 

メモの新規登録はカテゴリが登録されていなければ行うことができない。カテゴリを削除する場合は、

削除予定のカテゴリを参照しているメモが存在していた場合、先に削除予定のカテゴリを参照している

メモを全て削除した後に、削除予定のカテゴリを削除する仕様である。同様に、ユーザを退会（退会）

する場合も、退会ユーザが所持しているカテゴリ・メモを先に全て削除した後にユーザを削除する仕様

である。 

 

鈴木　凱斗
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Webクローラーの開発と有効活用の考察

142 .  Webクローラーの開発

システム情報学科
札幌教育センター
指導教員 : 中島　潤
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図

図

結論
回の開発を経て、様々なことが分かった。まず、 クローラーの最大の強みは、データ収集に

おける素早さである。人が行うことよりも早く、正確にデータの収集を行うことができるため、特定
のデータの収集を続けることに関して活躍を見せることができる。しかし、プログラムのロジックを
用いてデータを解析し、必要な項目のみを抜き出すことには限界があり、データ取得の精度が下がる
ことや、 ページの更新に対応することができない。そのため、 などと組み合わせ クロー
ラーが苦手とするロジックを補完するようにシステムの設計を行うことができれば、より効率の良い
データ収集ができるようになると考えた。

参考文献
ビットコイン（ ）日本円のチャート 参照
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の技術的問題の解決とその開発

の可能性の考察
システム情報学科
新潟教育センター
指導教員：中島 潤

玉木 海斗

 はじめに
は、ブロックチェーン技術を利用している非中央集権の分散型

アプリケーションである。ブロックチェーンを利用しているため、アプリケーション内のデータの
安全性と整合性が保証されている。有名なもので例を挙げると （ビットコイン）をはじめと
した一部の仮想通貨などが と捉えることができる。

は、従来のアプリケーションと違い中央管理者がいない点やアプリケーション内で独自の
トークンが流通しているなど独特な特徴がある。 は主にゲームアプリとしてリリースされて
いるものが多いが、現在では （ ）を用いた取引所や予測市場への運用進められて
いる。
本研究の目的は、 の基本的な仕組みや特性を深く理解して、現在抱えている の課題

を解決し社会でよりよく活用できるようにしていくこと。そのために、まずは の基本的な仕
組みについて理解していく。

． ゲームと既存のゲームの違い
ゲームで使用されているキャラクターやアイテムはトークンで出来ている。ト

ークンで出来ている資産であれば暗号資産（仮想通貨）で売買することが可能である。
また、ブロックチェーン上で管理しているデータに関しては改ざんがほとんどといって

いいほど不可能である。既存のゲームは、中央にサーバーがあり、そこですべてのユーザ
ーのデータを管理している。反対に ゲームは つのサーバーではなく、ユーザーの

リソースなどに分散して管理している。つまりサーバーが数百万単位で複数存在する
ことになる。改ざんを行う場合に、そのサーバーの過半数をハッキングしなければならな
いので、事実上改ざんが不可能である。

以上のことから、 ゲームはデータの正確性が担保されており信頼性が高くなっ
ている。ブロックチェーン上で運営しているゲームでは、ユーザーの行動がすべて記録さ
れている。記録されているデータは、ユーザーと運営の誰もが閲覧することが可能なので
透明性は非常に高い。

．現在の の課題
当然、 も完璧な技術では無いので課題が存在する。現在の の課題は参考文献（２）

より以下の つである。
） スケーラビリティ問題

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

札幌教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770485 

河野 鷹人 
 

1. はじめに 

Web アプリケーションなどのシステムを開発する際、毎回同じ機能をわざわざ最初から作るのは非効

率的である。そこで、効率的にシステムの開発が行えるようプログラムのひな形として登場したのがフ

レームワークである。今回の研究では、Web アプリケーションのフレームワークの一つである「Spring 

Boot」を用いて開発を行う。 

 

2. 開発した Webアプリケーションの概要 

今回「Spring Boot」を用いて開発した Webアプリケーションは「カテゴリ対応メモ帳」である。ユー

ザは本アプリケーションを利用し、任意のカテゴリを追加することができ、追加したカテゴリにメモを

登録することができる。また、メモやカテゴリ、登録したユーザの削除も行うことができる。一つのメ

モに割り当てられるカテゴリの数を一つとして開発を進める。 

 

3. Web アプリケーションの機能 

今回作成した Web アプリケーションの機能を表 1に示す。 

 

表 1 開発した Webアプリケーションの機能一覧 

ユーザ新規登録 メモ追加機能 

ログイン機能 メモ削除機能 

メモ一覧表示機能 メモ保存機能 

カテゴリ追加機能 メモ検索機能 

カテゴリ削除機能 ユーザ退会（削除）機能 

カテゴリ一覧表示機能  

 

メモの新規登録はカテゴリが登録されていなければ行うことができない。カテゴリを削除する場合は、

削除予定のカテゴリを参照しているメモが存在していた場合、先に削除予定のカテゴリを参照している

メモを全て削除した後に、削除予定のカテゴリを削除する仕様である。同様に、ユーザを退会（退会）

する場合も、退会ユーザが所持しているカテゴリ・メモを先に全て削除した後にユーザを削除する仕様

である。 

 

玉木　海斗
1 8 7 0 3 1 3

dAppsの可能性の考察

143 .  dAppsの技術的問題の解決とその開発

システム情報学科
新潟教育センター
指導教員 : 中島　潤
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ブロックチェーン上で実行されるスマートコントラクトが増加すると、処理速度が遅いノードの
影響で、全体の処理速度が低下してしまう。

） 手数料
スマートコントラクトが複雑になればなるほど、スマートコントラクトを実行するために必要な

手数料が増加してしまう。そのため、ゲーム作成の際に手数料を抑えようと単純に作成し面白みが
欠けるものが多くなってしまう。

） 技術的問題
多くのスマートコントラクトは一度デプロイ（ブロックチェーンにプログラムを配置すること）

してしまうと、基本的には変更することができなくなる。また、ソースコードに何らかのミスやバ
グが起きてしまうと大規模な損害が発生する可能性がある。（例： 事件、 事件）
今回はこの３）、「技術的問題」について解決策を模索し活用しやすいようにする

４．「技術的問題」の解決案
考えた解決策は、ソースコードのミスは人為的なものであるのでコード作成時に自分だけではな

く他の人に見てもらうことによって二重チェックになりよりミスが少なくなると私は考えている。

５．おわりに
本研究では、 の開発を通して、 の取引の透明性、今後どのような形でいろいろな分

野に応用していくか、そして はどのような可能性があるのかを追及した。その結果、
の取引の透明性を理解することができ、取引の際のセキュリティ面を多くの分野で取り入れて活用
できるのではないかと考えている。
今回の開発は、難易度が高く自分の満足の行く を開発することができなかった。考えられ

る原因は、開発段階での知識不足、私の技術不足である。 についてのサイトや参考書が少な
くサイトはほとんど英語圏のサイトであまり深堀することができなかった。
今回の反省を活かし今後、しらない知識などがあったら事前に情報を収集するように努力を心掛

ける。
は現在、あまり馴染みがないかもしれないが。ブロックチェーン技術がもっと日本の社会

に浸透し、この技術について理解する人が増加して、上記の課題が、改善されてくれば、 が
人気になる未来もそう遠くないと考えている。

参考文献
（分散型アプリケーション）とは？読み方や概要、おすすめのゲームを紹介。仮想通貨やイ

ーサリアムの将来を担う！？
コンセンサス・ベイス株式会社「図解即戦力 ブロックチェーンのしくみと開発がこれ１冊でしっ

かりわかる教科書」 初版 年
仮想通貨の大事件５選！【あなたはいくつ知っていますか？】



指導教員　:　廣　奥　　暢　
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

大瀧　喬也
1 8 7 0 0 9 5

144 .音声技術解説ページ

システム情報学科
大阪教育センター
指導教員 : 廣奥　暢
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

濵田　悠斗
1 8 7 0 2 2 8

145 .基本情報技術者試験の過去問練習アプリケーション

システム情報学科
鹿児島教育センター
指導教員 : 廣奥　暢
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指導教員　:　三　浦　　洋　
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

石原　　快
1 8 7 0 0 1 7

146 .歴史と人間

システム情報学科
新潟教育センター
指導教員 : 三浦　洋
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

高橋　聖人
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147 .キリスト教と西洋哲学

システム情報学科
新潟教育センター
指導教員 : 三浦　洋
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

尾谷　春菜
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

内山　真人
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システム情報学科
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

高間　悠河
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

住田　雅樹
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

吉田　　翔
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

石井　友康
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154 .キリスト教と西洋哲学

システム情報学科
福岡教育センター
指導教員 : 三浦　洋
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

石橋　凌輔
1 8 7 0 1 7 5

155 .存在と本質

システム情報学科
福岡教育センター
指導教員 : 三浦　洋
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

榎本　空良
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

斉藤　雅俊
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

髙橋　祐史
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

池崎　竣哉
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

久保田　稜
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

清水　諒哉
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

小米良　昴
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166 .キリスト教と西洋哲学

システム情報学科
北九州教育センター
指導教員 : 三浦　洋
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

秋永　祐輔
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167 .倫理と道徳

システム情報学科
北九州教育センター
指導教員 : 三浦　洋
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

桑原　加奈人
1 8 7 0 0 0 9

168 .オープンデータの統計解析

システム情報学科
新潟教育センター
指導教員 : 向原　強
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

隅田　裕也
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人事システムのプロトタイプ・システムの構築

169 .全社統合システムの開発

経営ネットワーク学科
札幌教育センター
指導教員 : 向原　強
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

下村　　響
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170 .事 例 研 究

システム情報学科
福岡教育センター
指導教員 : 向原　強
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

海田　　健
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171 .人事システムのプロトタイプ・ システムの構築

システム情報学科
鹿児島教育センター
指導教員 : 向原　強
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

渡邉　海人
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システム情報学科
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

菊地　広夢
1 8 7 0 3 1 0

会計システムのプロトタイプ・システムの構築

173 .全社統合システムの開発

システム情報学科
札幌教育センター
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

江口　惣一朗
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

小竹　智大
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

青崎　帆乃佳
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

大河　恒輝
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販売管理システムのプロトタイプ・システムの構築
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

上原　颯太
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解決行列で見た場合の地位の評価と考察

179 .鉄道ネットワークにおける駅の地位の定量的評価

システム情報学科
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

髙橋　　徹
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180 .鉄道ネットワークにおける駅の地位の定量的評価

システム情報学科
新潟教育センター
指導教員 : 柳　信一



366



367

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

加藤　夢稀
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

井島　雄也
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－情報伝達のアルゴリズムについての考察－

184 .対等なノードから成るネットワークにおける情報伝達の方法について

システム情報学科
新潟教育センター
指導教員 : 柳　信一
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

佐藤　遥斗
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駅間の距離で見た場合の地位の評価と考察

185 .鉄道ネットワークにおける駅の地位の定量的評価

システム情報学科
新潟教育センター
指導教員 : 柳　信一
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Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

二色　由常
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解決行列で見た場合の地位の評価と考察

186 .鉄道ネットワークにおける駅の地位の定量的評価

システム情報学科
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 成長が実感できる SQL 自習システムの開発 

システム情報学科 
広島教育センター 

指導教員：山北 隆典 
1870216 
秋田 朋哉 

1. はじめに 

SQL というのは RDBMSを操作するた
めの言語である。私も web アプリにおい
て，RDBMSを使用した際に DML として
使用している。しかし私は簡単命令文しか
書いたことがなく，もう少し深い知識が欲
しい，と考えていた際にこのテーマを見つ
け，SQLを一から学習した者が学習シス
テムを作成すれば，初めて学習するする人
でも効率よく学習できるものができるので
はないかと考えた。 

 
2. 作成した WEB アプリの概要 

2.1 作成に使用したもの 

作成環境は Eclipse Pleiades 20210629 
64bit Java Full Editionを使用し DBMS に
MySQL を使用した。また，開発言語には
Java を web ページ作成には HTML・CSS
を使用した。 
2.2 作成した DB 

   図１は今回作成・使用した DB の ER 図
である。 
2.3 実装した機能 

①ユーザ登録・認証機能 

ユーザ ID とパスワードを user
テーブルに登録，それをもとに認証
し一致していれば本システムにアク
セスすることができる。 

 

②初心者問題出題機能 

初心者用に問題[1]の答えを 4つの
中から選択する形式で問題を出す 
(図 2)。 

③上級者問題出題機能 

問題[1]の内容は初心者用と同じだ
がこちらは答えを記述しなければな
らない(10問)。 

 
 

図 1 ER図 

図 2初心者問題出題画面 

Spring Bootを使った Webアプリケーションの開発 
カテゴリ対応メモ帳 

システム情報学科  

新潟教育センター 

指導教員：谷川 健 

1770001 

横野 秀真 
 

1. はじめに 

これまで私は Java Development Kitと Eclipseを用いた Webアプリケーション開発や MySQL を用い

てのデータベース構築などのシステム開発に関する知識を学習してきた。 

しかしその Web アプリケーション開発で私はフレームワークを利用したことがなかった。そこで Java

のフレームワークである Spring Bootを用いたカテゴリ対応メモ帳の作成し、Webアプリケーション開

発においてどのような利点や不便な点があるのか研究を行うことにした。 

 

2. 開発システムの概要 

開発したシステムは「カテゴリ対応メモ帳」である。 

ログイン、ユーザ登録、メモの作成・削除・修正・一覧・タグ検索の機能を搭載している。画面は「ロ

グイン画面」、「新規ユーザ登録画面、「ホーム画面」、「メモ作成画面」、「メモ一覧画面」、「カテゴリ検索

画面」とした。 

ログイン機能の実装には Spring Securityを活用している。この Spring Securityによってログイン

処理時の認証・認可を行うことが出来る。認証の有無を URL毎に設定することが出来、認証が必要な状

態だとアクセスが出来なくなってしまう新規ユーザ登録画面は認証を不必要としている。 

メモ作成画面ではメモ作成後にホーム画面に遷移するのでは連続して複数のメモを作成したい場合

に不便になると考え、そのままメモ作成画面に留まるようにしている。 

メモ一覧画面ではメモを一覧表示するだけでなく、各メモの「メモ名」、「カテゴリ」、「内容」を編集

することが出来る。 

カテゴリ検索機能ではメモ作成時にメモに付与したカテゴリ名を一覧で表示し、そのカテゴリ名を選

択することでカテゴリ絞られたメモを一覧表示させている。 

 

3. Spring Framework と Spring Boot 

Spring Framework とは、Java 言語による開発を支援するフレームワークの一つである。主な機能は

モジュールに分かれており、必要なものを選択して導入を行う。主なモジュールには DI（依存性の注入）

や MVC、認証・認可などがある。特に DI は依存性のあるプログラムを１つ１つのプログラムに独立させ

ることが出来、システムの変更を行う必要がある際に変更箇所を少なく済ませることが出来る。 

Spring Bootとは、デフォルトの状態を利用するだけで XMLまたは Java Configによる Bean定義、ロ

グの設定、Servlet の設定が不要になり、Web アプリケーションの開発を効率よく行うことが出来るよ

うになるフレームワークである。Spring Bootは Spring Frameworkがベースとなっており、その Spring 

Framework には難しい設定やノウハウが必要であるという課題がある。そこで最小限の設定と少ない

コード量で Webアプリケーションを開発できる仕組みを実装したのが Spring Boot である。 

 

4. 使用した技術 

4.1 Spring Security 

Spring Securityとはアプリケーションにセキュリティ対策要素を実装する際に使用するフレームワー

秋田　朋哉
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システム情報学科
広島教育センター
指導教員 : 山北　隆典
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④成績表示機能 

問題の正誤結果や，それぞれの問
題内容・ユーザの解答・問題の答え
を一覧表示する。 

⑤成績履歴閲覧機能 

これまでの難易度別成績(難易度別
の正誤数と日付・日時)を最新の 10
件分表示する(図 3)。 

2.4 学習の流れ 

      まずはユーザ登録をし，登録したユーザ
でログインする。成功すると難易度選択画
面へ飛ぶので，初心者問題を解いてもら
う。ある程度解けたら上級者問題を解き，
上級者問題で高得点を安定してとれるよう
になれば，基本的な SQLを学習したと判
断し，終了する。 

 
3. プログラムの使用結果 

友人にテストプレイをしてもらった結
果，初心者難易度は平均 80％を取ってい
たが上級者難易度では 30%前後という結
果だった。繰り返し問題を解いてもらった
が，成績の上り幅はあまりなかった。 
 

4．問題点  

 このプログラムの学習として，想定して
いる流れは初心者難易度で SQL 文の知識
を頭にインプットし，上級者難易度でアウ
トプットすることで知識を完全なものにす
ることを想定しているのだが，問題として
インプットの方法が選択肢と解答の見比べ
によるものになっている。本来ならば初心
者問題出題機能の中で前の問題の解説を，
成績表示機能でそれぞれの問題の解説にア
クセスできるようにするはずだったのだ
が，自身のスケジュール管理の関係で時間

がなく，実装することができなくなってし
まった。そのほかにも上級者問題の解答が
想定した 1 つの解答と一致する場合しか正
解判定されない点も問題である。 
 

5． まとめ 

今回のシステム開発の問題点の内容は正
直技術的には難しいものではなく，十分実
装可能だった。にもかかわらず実装に至れ
なかったのは，各工程の時間配分を見誤
り，スケジュール通りに事を運べなかった
ことが大きな要因である。そのため今後は
スケジュールを，余裕をもって実行するこ
とを心掛けたいと思う。 
 
参考文献 

[1]本田和廣； 集中演習 SQL 入門，株式
会社インプレス， 2021 年 2月 21 日 

 

図 3成績履歴表示画面 
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個人利用を想定した対話的 RDBMS の実装と評価 

 
システム情報学科 

大分教育センター 

指導教員：山北隆典 

1870358 

磯邉 楓

1． はじめに 

今回は，個人による対話的な利用が目的のリ

レーショナルデータベース（RDBMS）の開発を

前提としている。基本的な SQL 文を用いた

データ定義，データ操作機能を提供するソフト

ウェアの開発を目指した。特に SQL解析部分の

実装についてアルゴリズムや作成方法を述べ

る。 

2． 今回の RDBMS の作成について 

2.1 開発環境 

 今回使用した開発環境を以下に示す。 

OS：macOS Big Sur(ver 11.2.3) 

IDE：VScode使用 

言語：Java(ver 17.0.1) 

ビルドツール : Gradle(ver 7.2) 

図形描画ツール：PlantUML 
2.2 データ管理 
 テーブルの情報は，複数の csv ファイルに分

けて保存し，テーブルの情報自体もテーブルと

して管理している。  
2.3 SQL解析部分 

 SQL のサブセット言語を読み込む字句解析器

と構文解析器の実装を次の手順で行った。 

1. 分割すべきトークンを列挙。  

2. 1 で列挙したトークンの読み込める字

句解析器を状態遷移図に書き起こし，

実装する。  

3. SQL のサブセット言語の文法を EBNF 

[1][2]で定義する。   

4. 3で定義した文法をもとに，構文解析器

の状態遷移図を書き，実装する。  

2.4 SQL実行部分 

 複雑で一箇所にまとめることが難しいため，

処理を大きく 2つの部分に分けている。  
 1 つは，小さな処理をパーツとして扱いやす

くまとめているところで，gatewayフォルダが

この機能を保有している。 
 もう 1つは，そのパーツを組み立て，1つの

大きくて複雑な処理に仕上げる部分で，

usecase フォルダがこの機能を保有している。  

3. SQL解析アルゴリズムと作成方法 

(1)字句解析器の実装  

字句解析器の実装に先立ち，どのようにトー

クンに分割すればよいか列挙することで，実装

の足がかりとした。これらを受理できる有限

オートマトンの状態遷移図を作成し，これに

 
図 1: SelectStmt の有限オートマトン 

 

従って字句解析器を実装した。  

(2)構文解析器の実装 

 構文解析器の実装には，始めに EBNFを用い

て，SQL のサブセット言語を定義したのち，字

句解析器と同様にその文法を受理できる有限

オートマトンの状態遷移図を書き起こし，実装

に落とし込んだ。 

(3)SQL の定義 

 この生成規則を適用できる再帰下降構文解析

器[3]を実装しやすくするために，有限オート

マトンに変換していく。SelectStmtを受理で

きる有限オートマトンを図 1に示す。この状態

遷移図では S0から S4までの状態があり，各状

態では SelectListや TableName など，他の生

成規則を再帰的に適用する。まずは 

SelectListを受理できる有限オートマトンを

図 2に示す。 

 SelectListは他の生成規則に依存しておら

ず，再帰下降構文解析器における最も深い層の

生成規則のため，ここから実装していく。 

 再帰下降構文解析器の実装にあたり定義し

た，抽象クラス ParserBase を図 3に示す。 

ParserBaseには，stateMachine メソッドに実

装した有限オートマトンを適用して生成された

抽象構文木を返す parseメソッドが実装されて

いる。この抽象クラスを継承することで

stateMachineメソッドを実装するだけで再帰

下降構文解析器を実装することができる。図 2 

の SelectListの場合，S0から S2の 3つの状

態を取るため次のような stateMachineメソッ

ドの実装は図 4のようになる。現在読み込んで

いるトークンを渡すと，遷移先の状態番号を返

すメソッド(以下状態メソッドと呼ぶ)を取りう

る状態の数だけ作り，stateMachineメソッド

では現在の状態に合わせて状態メソッドを呼び

分けている。S0メソッドの実装は図 5のよう 

になる。図 2を見ると S0は現在のトークンが 

String もしくは，QuotedString の場合 S1へ，

アスタリスクの場合は終了する。図 5では始め

に QuotedString を String に変換する
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 はじめに

近年のデータベース管理システムの利用は，リ
レーショナルデータベース管理システム 以下

を含めた殆どが大きく成長を続けてい
る 。そこで， への理解を深めるた
めに簡易的な を作成し，研究を行おうと
考えた。
本論文では，簡易的な の作成について

述べる。

 今回の の作成について

 開発環境

今回使用した開発環境を以下に示す。
：
：

言語：
 実装した機能

実装した機能は以下の通りである。
 データ型として，固定長文字列型と整数
型を利用できる。

 によって，テーブルの定義，破棄が
できる。

 によって，データの挿入，変更，削
除ができる。

 に よ っ て ，
という問い合わせができる。

 テーブルデータの管理方法

テーブルの情報は，複数の ファイルに分け
て保存している。

 列定義ファイル
テーブルの列定義は，列名，型名，最大文字長，

制約，一意性制約をカンマで区切り，
行ごとに 列の情報を，「テーブル名 」

という ファイルに保持している。
 テーブル内容ファイル

テーブルの内容は，列をカンマで区切り， 行
ずつに分け，「テーブル名 」という
ファイルに保持している。

 テーブル定義ファイル
各テーブルのテーブル名・テーブルデータファ

イルの相対パス・列定義ファイルの相対パスをカ
ンマで区切り， テーブルを 行にまとめて
「 」という ファイルに保持し
ている。

 パッケージ構成

今回の開発では，用途に応じて つのパッケー
ジを利用して構成している。

 
クラス， クラス， クラ

ス， クラスを持つパッケージである。
 

クラス， クラスを持つ
パッケージである。

クラスは，複数の を利
用しテーブルを表現するための クラスであ
る。 クラスは，テーブルの列を表現す
るための クラスである。列の内容だけでな
く，列の型や最大長などの列定義なども保持する。

 
主に 句の構文解析の例外処理を行う

ためのクラスを持つパッケージである。
 

， ， ，
， ， の 文を処理

するための各クラスと 句の構文解析を
行うクラスを持つパッケージである。

句 の 構 文 解 析 を 行 う の は ，
というクラスである。

このクラスでは， 文や 文な

磯邉　　楓
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図 2: SelectList の有限オートマトン 

 

 
図 3: ParserBase.java 

 

図 4： SelectListParser.java 

 

unwrapQuotedString メソッドを呼び出し， 

トークンの種類が文字列であるかどうかを判定

している。文字列だった場合, List<String> 

型のフィールド変数である list に追加し，次

の状態番号である 1を返す。トークンが文字列

でなかった場合，現在のトークンがアスタリス

クかどうか判定し，アスタリスクだった場合，

それまで読み込んだ list から抽象構文木を生

成し，不正な値が入っていないか確認した後，

終了状態を表す-1を返す。アスタリスクでな

かった場合，有限オートマトンにない遷移をし

ようとしているため例外を返すようになってい

る。S1,S2の状態メソッドについても同様の方

法で実装することで，SelectList の構文解析

器として動作するクラスが完成する。SELECT 

文の有限オートマトンが依存している生成規則

は, 図 2を見ると， 

 1.SelectList 

2.TableName 

3.WhereClause 

4.OrderByClause 

 
図 5： SelectListParser.java 

 

5.LimitClause 

の 5つあることが分かる。前述した

SelectList の構文解析器の実装方法と同様の

手法で他の生成規則の構文解析器を実装でき

る。依存している生成規則の構文解析器が揃う

と，SELECT文の状態メソッドを記述できるよ

うになる。状態メソッド中で各構文解析器を呼

び出すことで得た抽象構文木から新たな抽象構

文木を構築することができる。 

4. SQL解析部分の問題点 

 実験の結果，以下の問題が明らかになった。 

- SQLの構文エラーメッセージが貧弱なの

で，原因が把握しづらい。  

- SQLの解析が遅い。再帰下降構文解析器

が有限オートマトンを用いて，実装し

ているため，関数呼び出しの回数が非

常に多くなっていることが，原因では

ないかと予想している。  

5. まとめ 

 DBの入力は標準 SQLから機能を絞った専用 

SQLを使用しているため，SQLを解釈する処理

を一から実装する点が難しかった。そこでまず

はこの DBが受理できる SQLを EBNFで定義し，

状態遷移図を書き出してから，字句解析器・構

文解析器の実装に取り組むことで，スムーズに

抽象構文木を生成することができるようになっ

た。しかし，問題点も多く残っており，今後も

改良を続けていき，より完成された RDBMS を目

指していきたいと考えている。 

 

参考文献  

[1] ISO/IEC 14977:1996(E) Information 

technology — Syntactic metalanguage — 

Extended BNF 

[2] ISO/IEC 907,5:1992 Information 

technology — Database languages — SQL 

[3]A.V.エイホ. コンパイラ : 原理・技法・ツー

ル.サイエンス社 




